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プロローグ







　七つの神々が創つくりし始まりの大陸、《ディアンティカ》。

　邪じや悪あくに堕おちた一つの神は他の神々の間に疑心を引き起こし、戦せん禍かを生んだ。

　やがて悪神を他の神々が封ふうじたあとも、戦乱の火種は消えずに残り続けた。

　神々が戦いをやめても、人間同士の争いは終わることはなかった。




　ディアンティカの南部を二つに分ける国同士も、百年に及およぶ戦いくさを続けていた。

　広大な領土と軍事力を持つ、アルマジーア帝てい国こく。

　強固な国境壁へきと、『六魔将』を擁ようするエルセリア王国。

　両国の戦は多くの犠ぎ牲せいを払はらいながら、魔将たちと一人の少女の働きによって終結した。




　しかし、アルマジーア帝国は依い然ぜんとして脅きよう威いに晒さらされていた。

　アルマジーアの北方、大陸中部に広がる砂さ漠ばくを版図とする『レグディオラ帝国』は、アルマジーアの北辺に幾いく度どとなく攻せめ入いり、領土を脅おびやかしていた。

　エルセリアはアルマジーアが崩ほう壊かいすれば、レグディオラは次に自国を侵しん攻こうすると推測し、アルマジーアと同盟を結んだ。

　魔将たちと少女軍師の、新たな戦が始まろうとしていた。







第一章　砂すな煙けむりと共に来きたるもの
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　教国歴八二〇年　二の月　アルマジーア帝てい国こく領りよう　北部方面街かい道どう




　アルマジーア帝国の帝てい都とアルマ・ノヴァに駐ちゆう留りゆうしていたリクト・ゼスフォードは、マリエス、セシル、そしてシスティナと共に、軍を率いて北を目指すこととなった。

　エルセリアから連れてきた兵は五万。アルマジーアの騎き士し団長であるリベルタ・ウェンデルの率いる十万の兵と合わせて、二国の総力は十五万の大軍勢となる。

　今回はそのうちの五万で、レグディオラ帝国に奪うばわれた砦とりでを奪だつ還かんすることを目的としていた。出しゆつ撃げきしない兵たちは、来るレグディオラへの北伐に向けて、日々農作業と訓練を続けている。兵が自分で食くい扶ぶ持ちを稼かせぎ、税の負担を軽減するということも、アルマジーア皇こう帝ていゲオルグが民たみに約束したことの一つだった。

　さらに、アルマジーアは一万人の魔ま術じゆつ軍団を、エルセリアの六魔将の一人であるミリアーネ・ヘンリクセンの麾き下かに置き、同行させていた。

　ミリアーネは二十一歳さいのシスティナより一つ年上で、軍学校時代からの親友だった。彼かの女じよたちは将官が行軍中に乗り込む馬車内で、対面に座して向かい合っていた。

「まだ、父君の喪もが明ける前だというのに。済まないな」

　システィナは前の戦で受けた傷が完全に癒いえ、エルセリア軍の総指揮を担になっていた。その玲れい瓏ろうたる容姿は変わらず、ミリアーネはこの偉い大だいな戦友の持つ華はなに、年上ながら憧あこがれを抱いだいていた。

「いいのよ、システィナ。父上……ウォード将軍は、常に軍を最も重んじるようにと言っていた。前回の戦は後方に回ったけれど、私も魔将の一人なのだから、前線に出させてちょうだい」

　ミリアーネは名門であるヘンリクセン家に、ウォード将軍の娘むすめとして生まれ、精霊魔術エレメンタルと槍そう術じゆつに卓たく越えつした才覚を示して魔将となった。

　魔将のほとんどが女性であるのは、エルセリアの魔術師は、女性の方が優ゆう秀しゆうな場合が多いからである。その中でも選よりすぐりの強さを持つ者が、国家試合を勝かち抜ぬいて魔将の資格を得られるのだ。

「それにしても……弟君は、いつの間にか歴戦の武人の顔になったわね」

　ミリアーネは馬車の窓を開けて顔を出し、前方で騎き兵へいの隊列の中心にいるリクトを見る。マリエス、セシルとは離はなれて、それぞれに百騎きずつを統とう率そつしていた。その百騎にもまた百の騎兵を束ねる将官がいて、一万の騎兵を構成している。

「リクトはまさに歴戦の勇者と言うほかない。今回の総指揮権は、本来ならリクトが持つべきだが、私に委ゆだねてくれた。無論、考えがあってのことだが」

「委ねてくれた……なんて。次代の女王が、弟君に傅かしずくなんて、良いのかしら？」

　ミリアーネはシスティナにとって少し痛いところを突つくが、顔は朗ほがらかに笑っている。土つち精せい霊れいを操あやつることで『動かざる大地の盾たて』と称しようされる武人として似つかわしくない、慈じ悲ひにあふれた優美な微笑ほほえみだった。

「でも、あなたがそうなるのも無理はないわね。リクト殿どのは……」

「……私の弟は、歴代の魔将の中で最も強くなるだろう。複数の魔術を使いこなせるのは、叔お母ば上うえの血に、濃こくゼスフォードの血統が宿っていたからなのだろうな」

　システィナの言葉は、リクトと彼女の血が直接繋つながっていないことを意味していた。ミリアーネはそれも知っていて、何も言わずに目を閉じる。

「真実を明かすことはない。戦が終わるまでは……そういうことでしょう？」

「戦を終わらせても、話すことはない。嘘うそをつくのなら、つき通さなければな」

　システィナは微笑んで言う。その顔は、微み塵じんの迷いも感じさせなかった。

「……アルシェ、リクトには、今話したことは秘密にしておいてくれるか」

　システィナの横に座すわって二人の話を静かに聞いていたアルシェは、艶あでやかな黒くろ髪かみを撫なでつけながら小さく頷うなずいた。

　アルシェ・メルエット。彼女こそが、陰かげながらアルマジーアとエルセリアの戦争終結に貢こう献けんした、十三歳の少女軍師である。

「システィナお姉様がリクトお兄様に知らせたいと思う日まで、この胸に固くしまっておきます」

「ふふっ……姉思いの妹が出来てよかったわね、システィナ」

「私には出来過ぎた妹だ。多少、気が回り過ぎるのも問題ではあるがな……アルシェ、そろそろ野営地に着きそうか？」

「はい。アルマ・ノヴァから一刻に十五マール（約二十五キロメートル）ほどの速さで、すでに三日行軍していますので、今日の晩には着く見込みです。到とう着ちやくしたらすぐに将を集め、軍議を開きましょう」

「救国の英えい雄ゆうのひとり、『月つき影かげの少女軍師』の力を、見せてもらいましょうか」

　アルシェがアルマジーアの元軍師であったことは、エルセリアにも伝わっている。『月影の少女軍師』とは、『光こう刃じんの魔ま王おう』であるリクトを、陰から支えたということ……そして、二人の邂かい逅こうが月夜の出来事であったという事実に由来している。

「マリエスがつけた字あざなだが、悪くはないな。その胸につけている石は、『双そう月げつの秘石』というのだったか」

「私が持っているものは影の石、リクトお兄様は光の石を持っています」

「対ついになった石を持っているなんて……私が後方で傍ぼう観かんしているうちに、色々と素す敵てきなことがあったみたいね。ぜひ生き残って、詳くわしい話を聞きたいところだわ」

　そう言って笑う彼女だが、戦場に出れば無類の強さを誇ほこる六魔将の一人であり、システィナですら恐おそろしいと思う相手でもある。彼女が生き残るというのならば、自分だけでなく兵たちまで見事に守ってみせるのだろうと、システィナは全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せていた。

「……ん？　何かが窓を叩たたいているようだが」

「数刻前に偵てい察さつをお願いした鳥が戻もどってきたようです……すみません、中に入れさせていただきますね」

　アルシェは窓を開けて、小鳥を招き寄せる。彼女は生来、鳥と話して意思を疎そ通つうすることが出来るため、手なずけた鳥に、向かう先の偵察を頼たのんでいたのだった。

　鳥のさえずりを聞いたアルシェに、緊きん張ちようが走る。それを見たシスティナは、鳥の知らせが芳かんばしくないものであることを悟さとった。

「我わがアルマジーアの国境要よう塞さい、ノーザニカの北方に、レグディオラ軍が布ふ陣じんしています。野営地に向かうことはやめ、要塞を防衛するため、全軍に戦せん闘とう準備をするようお伝えください。これから私の指示通りの布陣で、軍を二つに分け、要塞の左右から回りこみ、応戦することになります。右う翼よくの指揮をマリエスさんとセシルさん、左さ翼よくをお二人にお願いいたします。リベルタさんには後方の指揮をお願いします」

「了りよう解かいした。ミリアーネ、貴公の戦いぶり、久しぶりに見せてもらおう」

「ええ。私は陣じんのどのあたりに位置すべきかしら？」

「方ほう陣じんの左前方です。範はん囲いの広い精霊魔術を、最も生かすことが出来る位置ですから。システィナ様は……」

「私も前方に出た方がいいだろう、神性魔術セイクリツドは味方を補助するために使うことも出来るからな。それに、私もリクトと同じように戦いたい。リクトにはどう動いてもらうのだ？」

　アルマジーア・エルセリア連合軍において、紛まごうことなき最強の剣けん士し。

　『光刃の魔王』リクト・ゼスフォード。アルシェは彼かれについては、どのように戦っても凄すさまじい戦果の期待できる、規格外の鬼おに札ふだとして認にん識しきしていた。

「リクトお兄様には、右翼から突出して敵てき陣じんに切り込み、存分に戦っていただくようにお伝えします。その武勇に敵軍は怯ひるみ、味方は鼓こ舞ぶされるのですから」

　アルシェが双月の秘石の片割れを握にぎって微笑むと、システィナたちは苦く笑しようするしかなかった。その無む謀ぼうに思える伝令を、リクトが忠実に遂すい行こうしてしまうのだろうと思ったからだ。
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　アルマジーア北辺、レグディオラとの国境に広がる、荒こう野やの丘きゆう陵りよう地帯。そこには無数の馬防柵が作られている。騎兵国であるレグディオラの侵攻に対たい抗こうするため、アルマジーアの兵たちが作ったものだった。

「初めから大軍を寄よ越こしていれば、このような面めん倒どうは無く済んだものを……」

　アルマジーア北辺の国防の要、ノーザニカ要塞。馬防柵だらけの荒あれ地ちの向こう側にあるその要塞を、一人の騎き士しが丘おかの上から見下ろしていた。

　レグディオラの驃ひよう騎き将軍、ランギス・バルバロイ。レグディオラ帝国の優秀な騎兵を率いる、軍の中で二番目の地位に座る男である。

　褐かつ色しよくの鍛きたえ上あげられた肉体をなめした大トカゲの鱗うろこ鎧よろいで覆おおい、砂漠を抜けるあいだの燃えるような日差しを防ぐための外がい套とうで、全身を包つつんでいる。

　レグディオラ軍のほとんどは、駱駝ルバツカと呼ばれる動物に騎き乗じようする騎兵である。水の補給なしで砂漠を一日二百マールも移動できるルバッカは、レグディオラの国土の大半を占しめる砂漠を移動するには欠かせない存在だった。

　さらには、アルマジーアの騎き馬ばが嫌きらう匂においを放つため、騎兵同士の戦闘においても有利となる。武器は長なが柄えの槍やりや戟げきを用いたり、弓や弾だん性せいのある革を用いた投石機を用いることで、敵の兵種が何であろうと柔じゆう軟なんに対応することが出来る。

　既すでにレグディオラはアルマジーアに二つの指を折っても足りないほどに侵しん入にゆうを繰くり返かえしているが、レグディオラの騎兵は圧あつ倒とう的てきに有利で、既にアルマジーアの砦の幾いくつかを落としている。しかしアルマジーアは拠きよ点てんとされることを良しとせず、撤てつ退たいの際に火を放ち、防衛拠点のないレグディオラ軍は、ノーザニカ要塞からの援えん軍ぐんに撃げき退たいされた。

「しかし、《蜃しん気き楼ろうの魔ま女じよ》は大層なものを貸し出してくれたものですな。ラシード陛下よりも、ランギス将軍に乗のり換かえた方が得だと思ったのでしょうか」

　ランギスの隣となりに馬を並べた副官が言う。このサジルという男には、如何いかんせん下品なところがある。そういった所さえなければ軍人としては優秀なので、ランギスは多少のことには目を瞑つぶっていた。

「我ら軍人にとって、あの男は優秀な主君だ。惜おしみなく軍に力を注ぐ……血を好むというのも、悪あく癖へきとばかりは言えんのかもな」

「キキッ、違ちがいありませんな。皆みな殺ごろしの『緋ひ皇こう帝てい』サマにかかれば、異民族の首が幾つあっても足りやしませんや」

「ノーザニカを落とせば、アルマジーア平原……『実りの原』が我が国のものとなる。その次には、森深き国があるそうだ。我らの国では失われた魔術、自律魔道ソーサリーの使い手がいるという……そこまで、陛下は視野に入れておられるだろうな」

「《蜃気楼の魔女》みたいな、白い肌はだの女が沢たく山さんいればいいですがね」

「今は武ぶ勲くんを上げることだけを考えろ。アルマジーアにも、侮あなどれぬ策士がいる……それは、前の戦いで分かっているだろう」

　ノーザニカから二十マールほど北に、アルマジーア軍が守備の拠点としていた砦がある。ランギスはそこを半年前に陥かん落らくさせ、乱戦の中で当時のアルマジーアの騎士団長を討うち取とった。正面に七割の軍を残し、残りを率いて砦の裏に回ったランギスは、砦に兵を残して退こうとした敵将を斬きったのだが、それがアルマジーアの騎士団長だったのだ。

　ランギスはその武勲によって今の地位を得たが、その時の戦は勝ち戦だとは思っていない。騎士団長が斬られたあとに、撤退すると見せかけて伏ふく兵へいとなり、猛もう然ぜんと襲おそいかかってきた黒髪の若い騎士に押おされ、槍を折られ、手傷を負わされていたからだ。

　クルド・グレイシオと名乗ったあの騎士が健在であれば、厄やつ介かいなことになる。撤退するアルマジーア軍を追おうとしたランギスは、アルマジーアの殿しんがりを長槍兵に大盾を持たせた歩兵が務めたことで跳ね返され、むしろ多くの駱駝を突き殺されて被ひ害がいを被こうむった。

「奴やつらは大盾だてと槍を持ってはいても、あんな使い方はしなかった。密集陣じん形けいで我らの突とつ撃げきを迎むかえ撃うつなど……」

「将軍、もう細かいことを考える必要はありますまい。『あれ』が居るんですから」

　サジルが後ろに視線を送る。その目には臆おくした光が宿り、視線の先にある生物に対する畏い怖ふを隠かくしきれていなかった。

　そこには体長三メルクの駱駝より五倍は大きな、砂のような色の鱗うろこを持つ、巨きよ大だいな蜥蜴リザードがいた。その巨きよ躯くの背に鞍くらをつけられ、兵を乗せている。

　赤みを帯びた宝石のような瞳ひとみは、サジルを見ても何の反応も示さない。丸太のような手足は筋肉が異常に発達しており、肉食の獣けものの獰どう猛もうさを持っていながら、人間の命令に忠実に従っている。角のように硬かたく発達した頭部は治ち癒ゆを終えた傷きず跡あとが多く残り、その頭で硬い壁のようなものにぶつかることを繰り返してきたことが分かる。
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　それが一体ではなく、二十体である。駱駝を食料のように見つめながらも襲おうとせず、横列を組んで沈ちん黙もくするそのさまは、彼らを率いるランギスにとっても異様なものだった。

「砂竜サンドドレイク兵に先せん陣じんを切らせ、道を開かせる。我らは後に続いて突撃する……敵の兵が伏ふせていたとしても、砂竜を見れば戦意を無くすだろう」

「人間よりも化け物の方が使えると言われてしまわんよう、せいぜい働くとしましょう」

　サジルは駱駝の手た綱づなを引き、自らの部隊を率いるために戻っていく。ランギスは砂竜に蹂じゆう躙りんされ、鮮せん血けつに染まるであろうノーザニカを思い、自らの主君ならばそれを厭いとうこともないのだろうと想像していた。
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　レグディオラでは一部の人間しか高度な魔術を習得しておらず、軍事にはほとんど利用されていない。それゆえにアルシェは、エルセリアの六魔将たちの魔術を、敵が弓ゆみなどの投射武器を使ってきた場合に、弾き返すために方陣の先頭に配置した。

　ノーザニカの北の要塞が落とされたとき、撤退戦に臨のぞむクルドに献けん策さくしたのはアルシェである。その際にレグディオラの兵が全すべて騎兵であること、使用する武器についても把は握あくしていた。

　アルマジーアの歩兵はそれまで、騎兵に対抗する有効な手段を持っていなかった。長槍兵と大盾兵に兵種が分かれていたのだが、アルシェはそれらを一つにまとめ、騎兵の突撃を数人の兵で跳ね返すことができる密集陣形を提案した。大盾で投射武器を防ぎ、駱駝騎兵の突撃を槍で跳ね返す。動物には尖とがったものを恐れる習性があるため、即そく席せきで作られたばかりの槍盾兵部隊は、目覚ましい戦果を挙げた。

　その延長として、ノーザニカに大軍で攻め入る際にレグディオラが通るであろう場所に馬防柵が作られた。弓兵・弩ど砲ほうを配置した見張り塔とうの建設も行われていたが、十分な数が揃そろわないうちに、レグディオラは再度攻め込んできた。

「アルマジーアの北の防衛に、そこまでアルシェが関かかわってたなんてな……」

　前方に見え始めたノーザニカ要塞は、周囲を堀ほりに囲まれている。その右方から回りこみ、前方から攻めてくるレグディオラ兵を横から叩くのが、リクト・マリエス・セシルの右翼組の任務だった。

　リクトの横に燃えるような赤髪の少女と、亜あ麻ま色いろの髪を結ゆい上あげた少女が並ぶ。マリエスとセシルは、この戦においてはリクトの副官の位置についていた。

「その、馬防柵っていうのがあるから、敵も手間取るんじゃないの？　それだったら、私たちも遠回りして、もっと横から叩いたほうがいいんじゃ……」

「障害物があると分かっていて、対策をしないわけがありません。それでも敵は正面に陣じん取どったのですから、なにか馬防柵を無効化する手段がある……それが何かによっては、早めに潰つぶしておく必要が出てきます」

　マリエスとセシルの話を聞きながら、リクトは胸むな元もとから出した双月の秘石を握り、アルシェの声に耳を傾かたむけようとする。

（セシルさんの仰おつしやる通りです……偵察した際に、ただの駱駝騎き兵へいではなく、巨大な獣に騎乗している者たちがいました）

「巨大な獣……？　駱駝より大きい獣なんて、そうは……」

　そうはいないと言いかけて、リクトは頭上を仰あおぐ。遥はるか上空に、雲間に隠れながら戦せん況きようを見下ろしている白い竜の姿があった。

　激げき昂こうすると体表が真しん紅くに染まる、アルマジーア西方火山帯の主・赤竜の竜人族ドラゴニクス。白はく焔えんのフレイアもまた、今回の北征に同行していた。

（わらわと同じ、竜人族……いや、そうではない。あれは、本物の竜じゃ。翼つばさを持たぬ低級な竜ではあるが、それを戦に持ち込んでおる。業ごうの深いことよ）

　フレイアは離れても、竜人族のみが使える竜魔術によってリクトと意思を通じることが出来る。その分ぶん析せきを聞いたリクトは、馬防柵だらけの丘陵の向こうから、凄まじい砂煙が立ち上っていることに気がついた。

「何かが迫せまって来る……いや、それだけじゃない……！」

「この風の流れは……マリエス、敵が何かを撃ってきますっ！」

「う、うんっ……とりあえず、撃ち返しましょう！　そのために私たちが前に出てきたんだからっ！」

　マリエスとセシルが前に出て、迫り来る『何か』を迎え撃つべく詠えい唱しようを始める。リクトは自律魔道の力で視力を強化し、敵の姿を視し認にんしようと試みた。

「我が瞳は、全てを見通す……《鷹の眼ホーク・アイ》……！」

　リクトは精霊や神の力を必要とせず、自らの力のみで魔術を使うことができる。それこそが、現在となっては使用者が極きわめて少なくなった《自律魔道ソーサリー》だった。

　視界に見み渡わたすほど遠くまでが鮮せん明めいに映り、まるで空間を駆け抜けていくかのような感覚をリクトに与あたえる。無数の馬防柵を木の葉のように薙なぎ倒たおしながら、ノーザニカ要塞までも破は壊かいせんと迫り来るもの……それはアルシェの言った巨大な獣、『砂竜』の口から放たれた砂すな嵐あらしのブレスだった。二十体の砂竜が並んで、竜たつ巻まきのごとき威い力りよくを持つブレスを吐はいているのだ。

　――低級とはいえ、竜を使し役えきするなど、人間に可能なのか!?

　そんなリクトの疑問よりも先に、左翼からも強力な魔術の光が立ち上る。左翼を率いて前線に出たミリアーネ、そしてシスティナが詠唱を行ったのだ。マリエスとセシルも頷き合い、同時に詠唱を始める。

「火精霊イフリートよ、緋ひ色いろの宝ほう珠しゆを十、代だい償しように捧ささぐ……我が呼び声に答え、立たち塞ふさがる者に紅ぐ蓮れんの裁きを与えたまえ……《紅炎プロミネンス弾・ブラスト》ッ！」

「風の妖よう精せいシルフよ、翠みどりの宝珠を十、代償に捧げる……荒れ狂う嵐の力をここに！　《青嵐剣ストーム・ブリング》！」

　魔術の代償となる宝珠が多ければ多いほど魔術の威力は高くなるが、同時に成功率も低くなる。しかしそれぞれに精霊魔術を極めているマリエスとセシルにとっては、宝珠十個で失敗することはありえなかった。

　馬上のマリエスの手のひらの先から放たれた爆炎が、セシルが剣けんを振ふりぬくと同時に発生した渦うずを巻くような猛もう烈れつな風と交じり合い、炎の嵐となる。それは砂嵐のブレスと正面からぶつかり合い、せめぎ合う。

「くぅっ……うぅ……ま、負けてなるもんですか……えぇぇぇいっ！」

「マリエス……私も負けていられませんね……っ、はぁぁぁっ！」

　二人が裂れつ帛ぱくの気合いを込めると、砂嵐のブレスが押し負け、威力を失う。しかしマリエスたちも敵まで魔術を届かせることはできなかった。

「このまま全員倒しちゃえれば……なんて、上手うまくはいかないわよね」

「ああ……まず二十匹ぴき、砂竜が来るっ！　兵の皆みなにはまだ戦わせるな、俺おれが先に様子を見てくる！　もし砂竜がこぼれたら、くれぐれも慎しん重ちように戦ってくれっ！」

『了解っ！』

　マリエスとセシルの返事を聞いたあと、リクトは一軍の将としてはおよそ常じよう軌きを逸いつした行動に出る。破壊されずに残った馬防柵のあいだ、馬が一頭だけ駆け抜けられるだけの隙すき間まを縫ぬって、単たん騎きで迫り来る敵陣に突っ込んでいく。

「単騎で突とつ出しゆつするだと……？　功を焦あせったか、アルマジーアの猪いのしし武者が」

　砂竜のブレスは連発することができず、その体内器官である『嵐胞』に、嵐を生み出す力が蓄ちく積せきするまで待たなければならない。しかしブレスが使えずとも、馬防柵の多くを破壊したこと、砂竜の力の凄まじさを見たことで、ランギスはこのままノーザニカを攻めるという決断をした。

　そのために、兵の士気を上げるため、前方に出てきた――その一いつ瞬しゆんのあいだに、黒い鎧よろいを身にまとった、およそ騎士とは言いがたい、短い剣を携たずさえた騎兵が、外套を翻ひるがえしながら突撃してきたのだ。

　戦において、混乱して恐きよう慌こうをきたす兵は多い。ランギスは駆けてくる騎兵もそのうちのひとりだと判断し、自分の槍で突かずとも、後ろに控ひかえている弓騎兵の掃そう射しやで簡単に始末することが出来ると考えていた。

「突撃の前の景気づけだ……射殺せっ！」

　ランギスが命じると、弓騎兵が短たん弓きゆうを引ひき絞しぼり、次々に矢を放つ。

　――しかし、駆けてきた騎兵の速度が、馬防柵の間を抜けてきた瞬しゆん間かんに、数倍に増した。

「これより我が魔ま力りよくによって、世界は変容する……！」

　目を疑うような光景だった。黒い鎧の剣士が何かの呪じゆ文もんを唱えた途と端たん、剣士と馬が紫むらさき色いろの光で覆われ、全速で駆けていたはずの馬の速度が限界を超こえて上がったのだ。

　黒い影が、突っ込んでくる。射掛けられる矢の全てを短たん剣けんの一ひと振ふりで薙ぎ払い、馬に矢が当たったかに見えても、馬体には届かない。まるで、紫の光に守られているかのように。

「うぉぉぉおぉぉぉっっ！」

　気がついた時には、黒い剣士――リクトは、ランギスの目の前にまで肉にく薄はくしていた。

「我が剣は、妖あやかしを斬る……《妖斬ノ道スレイング・ロウ》ッ！」
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　その身体からだにまとう光が、魔力の光であると理解したときには、ランギスは槍の穂ほ先さきを切り飛ばされていた。そのまま駆け抜けるリクトに恐れをなし、レグディオラの騎兵が組んでいた方陣が二つに割れていく。

「我はエルセリアの魔将、リクト・ゼスフォードなりっ！　命が惜しくなければかかってくるがいい！　残らず切り伏せてやるっ！」

「エルセリア……六魔将……っ、まさか、魔道だというのか……！」

　アルマジーアの騎士、クルド・グレイシオのみを恐れるべき敵だと思っていたランギスは顔色を変え、単騎で陣形を蹂躙するリクトを、悪あつ鬼きを見るような目で見つめた。

「うぁぁぁっ、ぶ、武器が通じないっ……！」

「は、速過ぎるっ……ぐぁぁっ……！」

　リクトが駆け抜けるたびに次々に兵が倒れ、駱駝の鞍あん上じようから落とされた者は、無事であればほうほうの体ていで逃にげていく。本格的な攻こう撃げきを始める前に自分たちの陣に敵が入り込み、それが圧倒的な強さを以もつて暴れ回っている……ランギスは折れた槍を落とし、この悪夢のような状じよう況きようを打破する術すべを、回らない頭に活を入れて導き出そうとする。

「将軍っ、我らには砂竜がいます！　命令を下してください！」

「っ……それしかないのか……あの化け物に頼たよるしかないというのか……！」

　武門の家に生まれたランギスにとって、砂竜の力を理解してはいても、それに頼りきって勝つ戦に意味は無いと考えていた。馬防柵を薙ぎ払い、露つゆ払はらいをするだけの役目を与えればいいと考えていた――しかしその迷いが、リクトを見ているうちに消える。

　レグディオラの騎兵の練度が低いということは全くない。アルマジーアの騎き士し団だんを相手にしても、劣れつ勢せいを強しいられたことは一度もなかった。それが今はたった一人の剣士に、二万の騎兵団が翻ほん弄ろうされ、まともに傷を負わせることすらできていない。

「騎竜ドラグレス隊、五騎であの黒い剣士を叩き潰せッ！　残りはノーザニカに突撃し、存分に蹂躙せよ！　サジルの旗印を見て動くのだっ！」

　ランギスが指令を下し、砂竜に騎乗した兵たちは二つに分かれる。ランギスは代わりの槍を兵から受け取ると、方陣を突き抜けてから再び戻ってくるリクトを迎え撃つ。

「我が名はランギス・バルバロイ……レグディオラ帝国軍第二位、驃騎将軍なりっ！」

　リクトは名乗りを上げる敵将に、臆することなく斬りかかっていく。

「我が剣けん閃せんは二つに分かれ、全て真なり……《双刃ノ道ジエミニス・ロウ》！」

「舐なめるなァァァァッ！」

　リクトが剣を紫の光で覆って放った一いち撃げきを、ランギスは間合いの外からの長槍の一撃で封ふう殺さつしようとする。軽い武器は弾き飛ばされ、リクトの身体に槍が突き立つはずだった。これまで何人もの騎士と戦った時も、ランギスは力で押し負けたことはなかった。

　しかし槍の刃にリクトの斬撃の軌き跡せきが触ふれた途端、刃が中心から断たち割わられる。まるで割れやすい石のように槍が柄えまで真っ二つにされ、耐たえかねて折れ飛ぶ。

　――それだけでは終わらなかった。リクトの斬撃は、放った時点で二つに分かれていた。魔術で攻撃回数を増やしたのだと悟ったときには、ランギスの鱗の鎧は大きく斜ななめに切り裂かれていた。

「うぐぁぁぁぁっ……！」

　ランギスを斬って駆け抜けたあと、リクトは砂竜と敵の戦力の三分の二ほどが、自分を無視してノーザニカ要塞に進み始めたことに気付く。

　後を追い、進しん撃げきを阻そ止ししようとするリクトの前に、五騎の砂竜が立ちはだかる。乗っている兵ですら御ぎよしきれていない――しかし、砂竜は辛かろうじて命令を聞き、リクトを敵と認識しているようだった。

　十五メルクに及ぶ巨躯に、頭から突き出した巨大な一本の角。四し肢しのうち後ろの二本だけでその身体を支え、いつでも突とつ進しんに移ることが出来るように体勢を低くしている。その殺気に気け圧おされて、騎兵たちはリクトに攻撃するどころか、大きく遠巻きに取り囲むことしか出来ていなかった。

　辛うじて落下を逃のがれたランギスは、砂竜によってリクトが肉につ塊かいに変えられるところを、命令を下した将として見届けるべく手綱を引き、踵きびすを返して戻ってくる。その意図を悟ったリクトは、馬の首元を撫でて語りかけた。

「もう少し付き合ってくれ……俺の魔道で、お前のことは必ず守ってやる。俺から離れるほうが危険だからな」

　戦いには向かぬはずの芦あし毛げの雌馬は、リクトの声を聞き、ただ鼻を鳴らし、足元の土を蹴ける。そのときノーザニカの方向で声が上がる――マリエスたちも戦闘を始めたのだ。

「リクトと言ったか……認めよう、貴公の強さを。しかし、運がなかったな。この砂竜に正面から勝てる騎兵など、大陸のどこにも存在しないだろう」

「レグディオラまでは伝わっていないようだが、エルセリアの魔将に求められる条件は、竜を倒すことだ。砂竜が俺の戦ってきた竜より強いとは思えないな」

「……残念だ。退く賢かしこさがあれば、ここで死なずに済んだものを」

　リクトは答えずに、右手に握った剣を砂竜に向ける。前の戦いの中で一度は刀身が破壊されたが、黒竜の血を浴びて黒に染まったその剣は完全に修復されていた。

「砂竜の鱗と、俺の技わざ……どちらが勝まさるか、勝負……！」

「うっ、うぉっ……い、言うことを聞かないっ……うぁぁぁあぁっ！」

　砂竜がリクトの放つ剣気に反応し、その目が暗い赤色に染まる。激昂した砂竜はリクト目め掛がけて、びっしりと鋸のこぎりのような歯が並んだ顎あごを開き、跳とびかかってきた。

「我が速さは、影も残さず――《絶影ノ道ブリンク・ロウ》」

　強きよう靭じんな脚きやく力りよくを存分に発揮して飛びかかった砂竜が、リクトを馬ごと押しつぶす――見ている誰だれもがそう思った。

　しかしリクトと馬の姿が揺ゆらぐようにして消え、再び現れた時には、騎竜兵の後ろに回っていた。リクトは馬ごと自分の速度を強化し、跳ちよう躍やくした間に下を駆け抜け、瞬しゆん時じに旋せん回かいしたのである。騎兵にはおよそ不可能な動きに、レグディオラの兵は圧あつ倒とうされ、幻げん術じゆつでも見ているのかという感覚に陥おちいる。

「後ろだとっ……お、おいっ、振り向けっ……うぉぁぁぁっ……！」

　砂竜が大きく首を振り、乗っている兵を振り落とさんばかりの勢いで振り向く。しかしその時には、リクトの全身が発光を始めていた。




――我が身体を刃に変え、全てを斬り裂く光と成す――




　リクトは剣を逆手に構えて腰こしを落とす。全身の筋力、そして武器を魔力によって極限に強化し、最速にして最大の攻撃を放つ自律魔道の秘技を放つために。




「世界よ、断だん裂れつせよ……《光刃ノ道ゼスフオギア・ロウ》ッ！」
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　エルセリアとアルマジーアが同盟を結び、レグディオラ軍に抗あらがおうとしている。それを知っても、サジルは目の前の武勲しか求めてはいなかった。

（斬られたランギスはしばらく前線に出られまい。砂竜が首しゆ尾びよくあのリクトとかいう小こ僧ぞうを殺せば、アルマジーアの帝都まで攻めあがる際の指揮官は俺……衛将軍の俺が、一つ飛ばしで驃騎将軍まで上のぼり詰つめることもあり得る……！）

　砂竜が焼やけ焦こげた馬防柵を弾き飛ばして猛もう進しんする後ろを、サジルは距きよ離りを取って追いかける。ランギスを追い落とす武勲を得るためには、敵将の一人を捕ほ虜りよにするか、首の一つも欲しいところだった。

　しかしサジルは前方に待つ敵の二騎を見て、武勲から別のものに気を移す。戦場で女を見ることは殆ほとんど無い上に、既すでに数日も女を抱いていない。その飢うえた目に映るセシルとマリエスの遠目にも分かる美び貌ぼうは、男の理性を奪うには十分だった。

「砂竜どもっ、女は殺すなっ！　生いけ捕どりにしろォ！」

　サジルの欲に濁にごった叫さけびなど、騎竜兵には届いていなかった。一度突撃を始めれば、砂竜は制せい御ぎよなど効かないのだ。戦闘が終わったあと、騎乗している兵の多くは振り落とされるか、騎乗者に配はい慮りよしない砂竜の動きに耐えられず、命を落とす者が多かった。

「お、おっきいトカゲ……炎の魔ま法ほうが効きにくいのよね、ああいう怪かい物ぶつって」

「あれをそのまま通せば、後方から来る兵たちに大きな被害が出ます……っ、マリエス、気をつけてください！　要塞から投石が飛んできます！」

　砂竜の姿に恐れをなしたのか、ノーザニカ要塞の兵たちが投石を始める。一ひと抱かかえほどもある巨大な石が幾いくつも飛来し、突撃してくる砂竜に降り注ぐ。

「ぐぁぁぁっ！」

　騎乗している兵が為す術もなく叩き落とされて、数すう匹ひきの砂竜が制御を失い、要塞の壁に突進していく。しかし残った砂竜は、投石が命中しても怯まず、凄せい絶ぜつな咆ほう哮こうを上げながらセシルとマリエスに向けて走り続ける。

「ギシャァァァァァアアァァッ！」

「当たったけど、全然効いてないっ……セシル姉、とりあえず時間を稼いでっ！」

「風の妖精シルフよ、翠の宝珠を五つ捧ぐ……荒れ狂う嵐の力をここに……《青嵐剣ストーム・ブリング》！」

　セシルの取り出した首くび飾かざり、そこに嵌はめられた宝珠が緑の光を放ってはじけ飛ぶ。直後、セシルは馬上で幅広の剣ブロードソードを高く頭上に掲かかげる。すると剣の刀身が風を纏まとい、見る間に天まで届くほどの竜巻が生じた。

「はぁぁぁぁっ！」

　セシルが剣を振り下ろすと、竜巻が五つに分かれ、五頭の砂竜を見る間に包み込む。騎乗していた兵は風に吹き飛ばされるが、砂竜はその巨きよ体たいの自由を奪われながらも、未いまだに殺気を撒まき散ちらし、竜巻が収まるまでじっと身を伏せて耐え続ける。

「グルァ……グルルルゥ……ギィィィ……ッ」

「なんて頑がん丈じような身体なの……セシル姉、どうやって倒せば……」

「竜といえど、口の中までは鎧よろうことは出来ないはず……これはもう賭かけでしかありませんが。我らは黒竜を倒した六魔将……翼を持たぬ竜に負けるわけにはいきませんっ！」

　セシルは右手に握った剣を後ろに引き、馬上で突きの構えをとる。砂竜が暴れ、竜巻の束そく縛ばくから逃れた瞬間、砂竜は突き出した角で全てを貫つらぬかんばかりの勢いで猛進する。

「エルセリア流剣けん術じゆつ……《烈風エアレイド突き・スラスト》……ッ！」

　セシルの耳みみ飾かざりについていた宝珠が光を放つ。精霊魔術と剣技の融ゆう合ごうによる技で、熟練すれば詠唱を必要としない。セシルの剣、そして騎乗する馬が、風精霊シルフの力を纏って緑色に発光する。

「グォォォォアァァァァッ！」

「セヤァァァァァっ！」

　砂竜が顎を開いて襲いかかる瞬間、勇ましい掛け声と共に、セシルは人馬一体の突きを繰り出す。研とぎ澄すまされた一いつ閃せんが砂竜の牙きばの間を貫き、その一瞬後に、砂竜の身体が爆ばく発はつ的てきに膨れ上がった――風の精霊の力が体内で炸さく裂れつしたのだ。

　技を繰り出したあと、砂竜の横をすり抜けたセシルは、剣を掲げたまま後ろを振り返る。投石をものともしなかった砂竜は、重心を崩くずしてどう、と横向きに倒れこんだ。

「セシル姉っ、まだっ……！」

「くっ……！」

　一頭を倒しても、残りは四頭。マリエスは炎の魔ま術じゆつで牽けん制せいしながら一匹を引きつけていたが、残りの三頭が容よう赦しやなくセシルに襲いかかる。

　しかし最初の一頭が爪つめを振るった瞬間、上空から急降下してきた凄まじい質量が、砂竜の頭を押さえつけて地面に叩き伏せた。

「フレイアさん……！」

（こやつらは血に飢えた獣……そのようなものに、魔将殿を殺させるわけにはいくまい）
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　上空からレグディオラの騎兵を牽制していた白竜フレイアは、セシルたちに加勢するべきだと判断し、急降下した。その背に乗っていた小こ柄がらな剣士が飛び降り、砂竜の一匹に斬りかかっていく。

「はぁぁぁぁっ……《紅蓮クリムゾン双刃・ブレイズ》！」

　首元にかかる長さの白い髪を振り乱しながら、剣士は両手に携えた剣に白い炎をまとわせ、砂竜に連撃を加える。

　砂の色をした鱗が削り取られ、血しぶきが上がる。白い髪の剣士、フィア――それほど年とし端はもいかぬ少女だが、彼かの女じよは竜人族の幼体であり、竜の炎を操る力を持っていた。

　上級の竜である赤竜にとっては、砂竜はさほどの脅きよう威いではない。フレイアは娘むすめであるフィアの剣でも、砂竜を倒すことが出来ると睨にらんでいた――しかし。

「グォォォアァァァァアッ！」

「なっ……!?」

　フィアの斬撃を受けた砂竜、そしてセシルによって体内に技を叩きこまれた砂竜が、次々に立ち上がり、咆哮する。

「傷が……再生してる……!?」

（これは骨が折れそうじゃな……あるじリクト殿ならば、『光刃』で再生の間もなく倒せそうなものじゃが。わらわが二体、フィアが一体相手にしよう。残りの一体を……）

「私とマリエスも一体を確実に仕留めて、加勢します。血を流すということは、倒れないということはないはず……！」

「きゃぁぁっ、ちょっ、近寄らないでっ……はぁー、危なかった……ちょっと、六魔将としての威い厳げんに関わるでしょ！　いきなり飛んでこないで！」

　マリエスは砂竜に追い回されながら、馬上で鞭むちを振るい、火の精霊魔術で牽制している。セシルはフレイアが戦闘態勢に入り、白い鱗が赤竜の名の如く赤く染まっていくのを横目に見ながら、マリエスを追う砂竜に狙ねらいをつけた。
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　左翼に突撃してきた砂竜は五頭。それを馬上で待ち構えていたミリアーネは、優美な眉まゆを下げて不敵に微笑ほほえんだあと、宝珠の飾かざりをまとわせた槍やりを頭上で回転させた。

「我が名はエルセリア六魔将が一人、ミリアーネ・ヘンリクセン……我が大地の力、その目に焼き付けるがいいっ！」

　名乗りを上げた途端にミリアーネの放つ気き迫はくが増す。彼女が大規模戦闘において、比類なき力を持つことを知っているシスティナは、寒気に似た武む者しや震ぶるいを感じていた。

　――敵にはしたくないが、味方であれば、これほど頼れる存在もない。

「地の精せい霊れいノームよ、黄金の宝珠を五つ捧ぐ……偉い大だいなる大地の力、その結けつ晶しようたる雄お々おしき土の槍で、我が敵を貫きたまえ……っ、《大地グラウンド・の槍ジヤベリン》ッ！」

　ミリアーネが呪文を唱えると、槍についていた宝珠の飾りのうち幾つかが弾け飛び、魔術が発動する――まるで辺り一帯が揺らぐような振しん動どうが起きたあと、突撃してくる砂竜の足元に地割れが起き、そこから土の槍が幾つも突つき出でて、砂竜を貫こうとする。

「鱗が硬い……土の槍では貫けないというのね。こうなれば、私の槍で……」

　砂竜に土の槍は突き立たず、鱗を貫くことはできていない。しかし地割れによって、足止めをすることには成功していた。

「動きを止められれば十分だ……リベルタ殿どのっ！」

「了解した……っ！」

　アルマジーアの女騎士団長リベルタと、エルセリアの次期女王であり、『月の女エウスレア・神騎士ヴアルター』と呼ばれるシスティナが、馬を並べて砂竜に突撃していく。

　本来なら指揮官の二人が前線に出ることなどありえない。しかし、軍師アルシェは敵が切り札を出してくることを悟り、突出した戦せん闘とう力りよくを持つ者が前に出て、それを防ぐという作戦を取らざるを得なかった。一いつ般ぱんの兵と将軍の力があまりに違いすぎるため、兵が千人集まっても、将軍の代わりを果たすことは出来ない。

　その信を背せ負おい、必ず生きて戻らなければならぬと決意したシスティナたちは、砂竜の威い容ようを目にしても怯むことはなかった。

「月と狩しゆ猟りようの女神・エウスレアに請せい願がんする。夜空を断ち割り天を穿うがつ輝かがやきを、ひととき我が剣に与え給たまえっ……！」

「光と戦の女神、アルマーンよ。その力をひととき我に与え、アルマジーアに栄光と勝利をもたらさん。光の加護よ、我が身を護まもりて、この剣に祝福を与え給え……！」

　システィナとリベルタは、同時に神性魔術の詠唱を始める。リベルタは魔術を修めたばかりで、元の騎士団長であり、師でもあったクルドに魔術を禁じられていたが、この戦においては禁を破り、持てる全ての力を振るうと決めていた。

　地割れに落ちて暴れ狂っていた砂竜が大きく威い嚇かくするように顎を開く。その瞬間、システィナとリベルタは、同時に渾こん身しんの剣技を繰り出した。

「――《断空ゼス・エリア・月穿エウス・レイ》ッ！」

「《天雷アルマ・トウール烈斬・ギガ・スレト》ッ！」

　空を断ち、月を穿つ――その名の如くの、どこまでも研ぎ澄まされた突きと。

　神の雷を纏った剣を電光石火の速さで叩たたきこむ一撃。

　その二つを同時に受けた砂竜は、分厚い鋼鉄のような鱗を突き通され、動きを止める。

「エルセリアの剣技とは、かように美しいものなのだな……」

　リベルタは手綱を引いて、もう一度技を放つべく構えながら言う。地割れから脱出した残りの砂竜は、もう一度ミリアーネの魔術を受けて動きを止められる――こうなってしまえば、負けはなかった。

「……それに似た技を、私も見たことがある。アルマーンの神聖剣技……」

　システィナの言葉にはリベルタは答えなかった。その代わりに、自分に剣技を教えてくれた師……前騎士団長クルドの遺のこした愛馬の首を撫なでて、かすかに微笑む。

「戦の中で、受うけ継つがれるものもある。私たちも、そうしていかなければならない」

　土の拘こう束そくを破り、砂竜が突撃してくる。システィナとリベルタはまるで数年来の戦友のように、再び同じ呼吸で技を放つべく、それぞれに剣を握る手に力を込めた。
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　フレイアの読み通り、リクトの《光刃ノ道ゼスフオギア・ロウ》は砂竜の鱗を切り裂き、再生が追いつかないほどの深手を負わせることに成功していた。

　一度に二頭の砂竜を斬り伏せ、残りは一頭。しかし最後の一頭は、リクトと、そして戦意を失いつつあるレグディオラの兵たちの前で、想像だにしない行動に出た。

「グォ……ゴォォ……ギィィッ……イィィ……」

　その個体は、今までの砂竜とは異質だった。苦しんでいるかのような呻うめき声ごえを上げながら、ぼたぼたと涎よだれのようなものを口から垂らす。

「――ガァァァァッ！」

　その頭の大きさから比して小さな眼が、黒く濁った赤に染まる。次の瞬間、砂竜はリクトに構わずに、全く違う方向へと駆けていく。

　――人の手で御することができず、暴走している!?

　リクトは少なからず虚きよを突かれたが、すぐに馬を走らせて砂竜を追う。

「ハァッ……！」

　砂竜が向かった先から、威い勢せいのいい女性の声が上がる。リクトは自分の仲間たちの声ではないかと一瞬考えるが、知っている誰の声とも違っていた。

　レグディオラ軍の陣じんから離はなれた森の入口の辺りに、駱駝ルバツカに乗った人の姿がある。全身を覆おおうように外がい套とうを被っていて姿が見えないが、それこそが声の主だった。弓を構え、砂竜に矢を放ったが――通じず、今まさに、暴走した砂竜に襲われようとしている。

「きゃぁぁっ……！」

　驚おどろいた駱駝が背に乗せた女性を振り落としたあと、砂竜の前足によって薙なぎ払はらわれる。砂竜は凶きよう悪あくとしか言いようのない、無数の牙を備えた顎で、落とされた女性を噛かみ裂さこうとする――しかし、その時。

「《光刃ノ道ゼスフオギア・ロウ》ッ！」

　辛うじて追いついたリクトが、馬を降りた途端に《絶影ノ道ブリンク・ロウ》と呼ばれる魔道によって加速し、渾身の一撃を砂竜に叩きこむ。

　犠ぎ牲せい者しやを食らおうとした砂竜は、リクトの斬撃を受けて、顎を開いたまま、勢い余って女性のすぐ横の大木に突っ込み、角を突き立てる。大穴を穿たれた大木は自重に耐えかねて根本から折れ、砂竜の身体を下した敷じきにしようとする。

「危ないっ……！」

　リクトは巻き込まれかけた女性を抱きかかえて救い出す。大木が届かない場所まで飛ぶようにして離れたあと、愛馬が案ずるように近づいてきた。

「……危ないところだったな。こんなところで……」

　リクトは窮きゆう地ちを脱だつした直後の安あん堵どを垣間かいま見みせる。しかし、腕うでに抱いた女性の顔を覆い隠していた外套の奥おくを見て息を呑のんだ。

　傾けい国こくの美女と呼べる女性に囲まれているリクトでも、一瞬言葉を失う……それほどの美貌。外套の上からでは分からないが、異国の装いをしていて、褐かつ色しよくの艶あでやかな肌が布地の間から見えている。すらりと伸のびた四肢と引き締まった体型に見合わず、母性の象しよう徴ちようである膨らみが大きくせり出している。

「おまえ……なかなか強いようだな。エルセリアの魔将と名乗っていたが……」

「しっ……待て。まだ敵が残って……いや、退きはじめたか」

　リクトはマリエスたちが砂竜を倒せると信じていたが、その信しん頼らいの通りになったと確信する。右う翼よくと左さ翼よくに分かれた軍が、勝利を示す銅ど鑼らを鳴らしていた。

　先行した砂竜が倒され、戦意を失ったレグディオラの騎き兵へいは、砦とりでの両側から密集陣形を組んで回りこんできた歩兵を崩せずに後退させられ、投とう擲てき・投射武器を使い果たして逃とう走そうする。その途と中ちゆうでノーザニカ要よう塞さいから降り注ぐ矢を受け、もはやレグディオラ軍は半はん壊かいしていた。ランギスは生き残った兵を率いて北西へと退たい却きやくしていく。

　リクトはもはや馬防柵の残っていない荒こう野やを見下ろし、そこを駆けて逃げていく一騎の騎兵と、それに続く数騎に目を留めた。

「サジル……戦士の風上におけぬ男が生き残り、勇ゆう敢かんな戦士が死んでいく……」

　異国の少女が心痛を言葉にして、唇くちびるを噛む。敵将を知り、レグディオラの民たみと同じ褐色の肌はだを持つ彼女が何者なのか。リクトは疑念を問いかけに変えた。

「君は……レグディオラの人間なのか？」

　リクトの問いに、少女は澄んだ目を向ける。その瞳ひとみはまるで静かな湖のように、奥おく底そこに一種の覚かく悟ごを湛たたえていた。

「私はレグディオラの皇こう妃ひ……タムリナ・ファヴィオラ。あなたたちの敵国の人間だ」

　そう名乗った少女の宝石のような瞳は、器を見定めるかのように、リクトの姿を捉え続ける。

「タムリナというのか。あの要塞まで、一いつ緒しよに来てもらう……皇妃ともなれば、丁てい重ちように扱あつかわせてもらうつもりだ。俺たちは、人ひと質じちを取ったりはしない」

「……私は初めから、この国の人間と話すために来たのだ。おまえのような、強い戦士と」

　タムリナは感情を殺したような淡たん々たんとした口調で言うと、リクトの腕から降りる。そして、自分が乗っていた駱駝に歩み寄り、傷の手当てを始めた。駱駝は砂竜の爪で傷を負ったものの、すぐに立ち上がれるほどの傷で済んでいた。

「アムリ……済まない。私のせいで怪け我がを負わせてしまったな」

　語りかけるタムリナの後ろ姿を見ながら、リクトは何からアルシェたちに報告すればいいのかと考えていた。

　皇妃がなぜ、こんな前線にいるのか。彼女の目的は何なのか。そういった疑問の多くよりも、連れ帰ってきたのが美しい少女であることに、姉であるシスティナをはじめとした女性たちは、およそ疑わしさを隠かくさない目を向けてくるに違ちがいなかった。
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　ノーザニカ要塞に駐ちゆう留りゆうしていた兵たちは、アルマジーアとエルセリアの連合軍が要塞の守備に当たると聞き、大いに喜んだ。兵の数も物資も不足しており、レグディオラ騎兵の強さに圧倒され続け、次こそは陥かん落らくの憂うき目めに遭うところだったのだ。ランギスが北の丘きゆう陵りように布ふ陣じんした時には、砦から飛び降りて死のうとした者もいたほどだった。

　砂竜まで投入され、まさに絶望的と思われた戦況を、魔将たちとアルマジーアの新たな騎士団長が一気に跳ね返した。それを見た兵たちは活力を取とり戻もどし、ノーザニカから王都に戻る許可を得られたというのに、自主的に残って守備をすると申し出る者が多く出た。

「ノーザニカより北に国境を押おし上あげておきたいところですが、これ以上北に進むと、途端にアルマジーアの騎兵が不利になります。駱駝ルバツカは蹄ひづめが強靭で荒あれ地ちに強く、アルマジーアの馬も歩兵も、移動に困難を強いられるでしょう。しかし、いずれ敵国に攻せめ入いり、軍事力を削そぐか、戦を起こす要因を元から絶たなければなりません」

　ノーザニカ要塞の軍議室で、アルシェは円えん卓たくに地図を広げ、今後の軍の指針について語る。それを聞いているのはリクト、マリエス、セシル、ミリアーネ、システィナの五魔将と、アルマジーアの騎士団長リベルタ、そして副騎士団長だった。

「戦を起こす要因を断つ……そうは言うが、容易ではないぞ。レグディオラの皇こう帝ていラシードは、血に飢えた『緋ひ皇こう帝てい』と呼ばれている。おそらくはハルヴォルと同種の、戦に魅み入いられた人間だ」

　リベルタはその優美な容姿に見合わず、男性的な口調で言う。男性の副騎士団長はその横顔に見み惚ほれていたが、リベルタに鋭するどい視線を向けられ、恐きよう縮しゆくしたように目をそらした。

　マリエスはそれを見て呆あきれたように嘆たん息そくしつつ、リベルタに尋たずねた。

「アルマジーアは、長くレグディオラと戦ってきたのよね……どれくらい敵の情報を手に入れてるの？」

「捕虜は得ているが、口を割るくらいならと自害を選ぶ者が多い。どうやら、レグディオラの兵は情報を漏もらすと、家族郎ろう党とうを殺されてしまうようだ……彼かれらは愛国心で戦っているのではなく、恐きよう怖ふで戦っている。それでも強いことに変わりはないのだが」

「酷ひどいことを……けれど、そういうことなら、レグディオラの皇帝に不満を持つ者は少なくなさそうね。力で押さえつければ、反発はつきものだから」

　ミリアーネの言葉に誰もが同意する。アルマジーア帝てい国こくもまた、ハルヴォルの恐怖政治によって民衆の不満が溜たまっていた。爆ばく発はつこそしなかったが、彼らはハルヴォルの体制を破は壊かいするために、リクトたちに力を貸しさえしたのだ。

「レグディオラに侵しん入にゆうし、内側から倒たおす……リクト様たちの力があれば、それも可能かもしれないと思いました。しかし、皇帝だけで国を成しているわけではありません。もし皇帝を倒すか、政治力を無くすことが出来たとしても、レグディオラは広く、多くの部族がそれぞれに領土を封ほうじられています。彼らを押さえるためには、やはりアルマジーアとエルセリアの連合軍が、民に認められる形で勝利をおさめる必要があるでしょう」

「……今回は敵の主導者を狙えばいいというわけじゃないのか。大軍同士のぶつかり合いは、出来るなら避さけたいが……」

　エルセリアにはかつて、優ゆう秀しゆうな自律魔道ソーサリーの使い手が多く、彼らと六魔将の獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくによって、最小限の犠ぎ牲せいで国土が守られたという歴史を持つ。アルマジーアのエルセリア侵しん攻こうは、アルマジーアの主導者だったハルヴォル・ゼドベルグを倒すことで終結したが、今回は軍同士の総力戦が避けられない。

「守るだけの戦を続ければ、兵の犠牲は増えることになる。今後五十年、アルマジーアの領土を侵おかされぬためには、戦の根源を絶たねばなるまい」

　システィナが弟をたしなめるように言う。リクトはまだ難しい顔をしていたが、理想ばかりを口にすることの無意味さに気付き、目を閉じる。

「皆みなの手で、アルマジーアを守る。それが、エルセリアを守ることでもある」

「ええ、その通りです。ノーザニカの兵士たちの中には、今回の敵てき襲しゆうを見て、砦から身を投げた者もいるそうです……今回は撃げき退たい出来ましたが、あの砂竜が次々に投入されれば、我ら六魔将の手がまわらないところで、甚じん大だいな被ひ害がいが出るやもしれません」

　セシルとマリエスは砂竜を無傷で倒しているが、ノーザニカの城じよう壁へきを強靭な角によって破壊した数匹の砂竜は、要塞への侵入を成なし遂とげ、兵に被害をもたらした。フレイアが急行して砂竜を倒すまで、一般兵で砂竜に対たい抗こう出来るものは誰もいなかった。

　システィナたちはミリアーネの魔術で砂竜の弱点を突くことができ、ほとんど被害が出なかった。魔術には相あい性しようがあり、風の属性を持つ砂竜に対しては、土の属性が有効だという説がある。水は火に強く、火は土に強く、土は風に強く、風は水に強い。

「我わが軍は、これからどうするべきか。まず、この地図を見てください……光と戦の女神アルマーンよ。この地図の上に、小さき鳥の見た天地の姿を映したまえ……《光幻アルマ・フアム・写像フイル・スクレム》」

　アルシェは円卓に広げた地図の上に、神性魔術セイクリツドで創つくりだした幻げん像ぞうを映し出す。すると、アルマジーア北部の荒れ地が砂さ漠ばくに変わり始める境目のあたりに、赤い点が三つ示された。ノーザニカ要塞から北西、北、北東に位置している。

「レグディオラ軍は、この三つの経路を利用して攻めてきています。どの経路も一度ではなく、二度以上使用されていて、同時に二箇か所しよから敵が侵入してきたことはまだありませんが、敵の拠きよ点てんからこの三箇所への兵へい站たんが整っていると見て良いでしょう。駱駝騎き兵へいでも水の補給は必要ですから、オアシスを繋つなぐように軍道ができていると思います。鳥に偵てい察さつをお願いしてみましたが、最も近いオアシスは、北東の経路から四十マールほど北にあります。それ以上先は日照の厳しさもあり、私の鳥では探さぐることは出来ませんでした」

　長年北方の防衛に携たずさわってきたかのように、アルシェは淀よどみなく話し続ける。リベルタも定期的な報告を受けて状況を知ってはいたが、アルシェの知識と相そう違いないので、何も意見する余地がなかった。

　システィナはアルシェの話から自分なりに敵の意図を分ぶん析せきし、発言した。

「つまり……大軍がオアシスを利用するには限度がある。そのため、軍を分けて進め、アルマジーアの領内に到とう達たつさせる経路を探っていたということか」

「はい。今回、敵が一万に満たない数で攻めてきたのは幸運でした……もし三つの経路から大軍が侵入してきていたら、敵は撤てつ退たいせず、力で押し切ってこの要塞を奪うばおうとしていたでしょう。そうなれば、我が軍も敵を押し返すことはできても、被害は大きく、レグディオラの軍事拠点を攻撃するまで、多くの時間が必要になっていました」

「今が好機だということか……しかし、アルマジーアの兵は砂漠に慣れていない。これから大砂漠に侵入し、レグディオラの軍事拠点を目指すのは賭けになってしまうな。大量の水を運び込んでも、数日内に敵の拠点に辿たどり着つける保証はない……」

　リベルタは苦々しい思いで図上の砂漠を見つめる。この砂漠がただの平原ならば、アルマジーアの騎士団がレグディオラに遅れを取ることはないという自負もあった。しかしレグディオラの広大な版図が平原であったなら、今とは比ひ較かくにならない富を持つ強国であっただろう。レグディオラは砂漠においても安定した作物の供給を確保し、多数の兵と駱駝を維い持じしながら、国内の民の食しよく糧りよう需じゆ要ようまで賄まかなっているのだ。

「この経路が、確実に敵の軍事拠点に繋がっているのかどうか……それを確かめる必要があります。システィナ様、リベルタ様、ミリアーネ様。左翼を構成していた貴女あなたがたに、ノーザニカの守備をお願いしたく存じます。私はリクト様たちと共に、敵の使った経路のひとつを辿り、その先にあるものを確かめてきます」

　途中まで黙だまって話を聞いていたリクトだが、思いがけない方向に話が進み、何度か頭の中でアルシェの言ったことを咀そ嚼しやくしてから、ようやく止めるべきだと気付く。

「っ……アルシェ、何を言ってるんだ。砂漠の旅が、どれくらい過か酷こくなものになるか……」

「確かにアルシェちゃんは安全なところに居て欲しいって気持ちはあるけど……年上としては情けないけど、アルシェちゃんが居ると凄すごく頼たよりになるのは否いなめないわね」

　マリエスが真ま面じ目めな顔をして言うと、システィナは複雑そうな面おも持もちで、ふぅ、と小さく嘆息した。

「妹に同行させて、姉の私が残る……か。前回と同じ構図だが、仕方がないのだろうな。私にはどうやら、リクトの留守を守る役目が与あたえられるものらしい」

「いえ、システィナお姉様にも、後からレグディオラ領内に来ていただくことになります……敵の拠点が分かった暁あかつきには、大軍を率いてお越こしください」

「そうか……分かった。リベルタ殿と共に、時が来れば必ず攻め上がろう」

「砂漠に進入する準備を進めながら、ノーザニカの防衛を行うということか……できれば、ノーザニカより北に拠点を築いておくべきだろうな」

　リベルタは一も二もなくシスティナに同意したあと、立ち上がり、アルシェに向き直る。そして、深々と頭を下げてから言った。

「アルシェ様、全すべて承うけたまわりました。貴女の意志はゲオルグ陛下の意志であり……亡なきクルド公の意志でもあります。我がアルマジーア帝てい国こく騎き士し団だんは、すべて貴女様の剣けんとなり、盾たてとなりましょう」

「はい。よろしくお願いします、リベルタさん……いえ、騎士団長様」
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「……うぁぁぁぁっ！」

　香の匂においに満ちた濃のう密みつな闇やみの中で、一人の男が褥しとねの上で跳ね起きる。

　褐色の肌をさらしたその上半身には、古い傷きず跡あとが幾つも残っている。背中に大きく刻まれた太陽の刻印こそが、レグディオラの皇帝としての証でもあった。

　ラシード・ディオラ・クーン。それがこの男の名である。

　精せい悍かんな顔に、冷えた汗あせが流れていく。肺が引きつれるような呼吸を繰り返しながら、ラシードは褥の傍かたわらに、糸が切れた人形のように横たわる女の姿を認める。

　女という生き物は、業ごうが深い。男の欲を受け止め、男に使われながら、男の全てを手に入れようとする。これまでラシードが見てきた女のほとんどは、同じ目をして、同じ行動を取ってきた。

　褥の上に突き立てられた、果物を切るのがやっとの短刀。夜よ伽とぎを命じられた女が、そんな武器で自分の命を狙ってきたことは、もはや両の手の指を折っても数えきれないほどだ。

　血に染まった皇帝――『緋ひ皇こう帝てい』と呼ばれるようになったのは、ラシードがあまりにも殺しすぎたからだ。粛しゆく清せいの名において、全ての反逆に、謀む叛ほんに、ラシードは公平に斬ざん首しゆの罰ばつを下してきた。そうして募つのった恨うらみは国の末まつ梢しようにまで染しみ渡わたり、後宮に献けん上じようされる女の多くが、ラシードへの殺意を託たくされて初夜に臨のぞむ。

　――狂くるっているのはどちらだ。オレか、それとも女どもか。

　今の自分に勝てる人間など、この国の隅すみ々ずみまで探しても見つからないだろうに、毒の刃が肌に触ふれれば、命を奪えるかもしれないと夢想する輩やからがいる。何人が犠牲になっても、自分が暗殺の大たい義ぎを成し遂げられると信じる者がいる。

　その首を折るたびに、ラシードは虚むなしさに包まれる。同時に、笑い出さずには居られないほどの、悦えつ楽らくを得る。他人の夢を砕くだくという行こう為いによって得る、嗜しぎ虐やくの幸福。

「クカカカ……愚おろかだ。本当に愚か者しかいないのだな、この国には」

「……また、殺してしまったのですか。美しい娘でしたが」

　蝋ろう燭そく一本の明かりしか残っていない寝しん室しつに、いつの間にか姿を現した一人の女が立っている。頼りなく揺れる明かりに浮うかぶその姿こそが、この世のものとは思えぬほど美しいとラシードは思った。

　美しいが、この女もまた、虚きよ像ぞうでしかない。『蜃しん気き楼ろうの魔ま女じよ』と呼ばれるこの女性がラシードにもたらしたものは大きく、そのことを感謝してもいたが、およそ信頼という感情を失ったラシードにとっては、利害の一いつ致ちした他人でしかなかった。

「……気がつけば、殺してしまっている。だが、それだけだ。いつものことだ」

「そう……それでもあなたを殺そうとする輩は絶えないのでしょうね。人は恐怖の対象を、そのままにしておくことができない。その恐怖こそが、私の求めるものでもある」

　話しているうちに、ラシードの呼吸は落ち着いていた。女の屍しかばねをそのままに、褥の上に投げ出されていたガウンを羽織る。

　思えば男としての獣じゆう欲よくを満たす気が、この部屋に女が入ってきたときまではあったような気がする。だが、それもそれだけのことだ。固こ執しつするようなことではない。

　それよりも関心があるのは、蜃気楼の魔女……エレンディラ・メルヴェイユと名乗る女についてだった。その傾国の美貌を寝室で目にするたびに、ラシードは純じゆん粋すいに欲を覚える。その身体からだを組くみ敷しいて泣かせれば、どんな甘かん露ろが味わえるのかと。

「最初の一度だけだと言ったはずです。私の肉体と魂たましいは、彼の神に捧ささげられしもの……」

「ああ、分かっている。今のオレでは、殺してしまうかもしれんからな。実りの原を手に入れるまでは、オマエに居なくなってもらっては困る」

「アルマジーアに加勢したエルセリアの魔将たちも、あなたが『完成すれば』、恐おそるるに足らぬ相手でしょう。私の力は必ずしも必要なものではない」

「オレは既に理性を失っている。殺すことに、何の躊ちゆう躇ちよも覚えなくなった……もしオマエの言う『完成』が訪おとずれたとして、オレはオレで居られているのか、怪あやしいものだ」

「しかしあなたは、それを恐れておらず、むしろ望んでいる。違いますか？」




　――心などとうに死んだ。求めるものは終わりなき殺さつ戮りくと、全てを巻き込む滅ほろび。




　ラシードはいつか、目の前の女の前で誓ちかったことを思い出す。誓いのかわりに、蜃気楼の魔女は多くのものをラシードに与えた。心を殺すための禁呪の魔道具……失われた神の遺した忌いまわしきもの。そのうちの一つ、『忘ぼう却きやくのピアス』は、今もラシードの耳に、一度も外されることなく付けられている。

　『忘却』。自分は何を忘れることを望んだのだったか――それすらも忘れていると自覚すると、割れるように頭が痛んだ。

「ぐっ……ぅ……もう、出て行け。今は、オマエに用は……」

　言い終える前に、ラシードは魔女の腕に抱かれていた。慈いつくしむように指で男の髪を梳すきながら、エレンディラは艶やかな唇を動かしてささやく。

「あなたがもたらす捧げ物が続くかぎり、私はあなたの味方です……可愛かわいい坊ぼうや」

　そう呼ばれても、ラシードは怒いかりを覚えなかった。この女がそう呼ぶのならば、オレは赤子のようなものなのだろうと思い、それ以外の感情を覚えなかった。

　この女に、操あやつられている――しかしそう思っているのは女だけで、本当はオレが操っているのだ。そんな思考さえ女の手の内であるとしても、もはや関係はなかった。
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　リクトは軍議が終わったあと、ノーザニカ要塞の地下に行くというアルシェに同行した。マリエス、セシルも随ずい行こうしている。

　レグディオラの皇妃と名乗る少女、タムリナ。彼女はリクトの魔術で、他の兵たちに気付かれぬまま要塞に入り、地下の一室に入れられていた。捕ほ虜りよが入る部屋ではなく、重要な人物が滞たい在ざいするために作られた、つくりの良い部屋だ。

「ちょっと空気がしっとりしてるような……もしかしてこの地下って、お風ふ呂ろがあるの？」

「グラムド火山帯は北にまで続いていて、ノーザニカ要塞の近くにある地下水源があたためられ、適温の温水が湧わいているのです。それを引いてきて、要塞で使えるようにしているそうです」

「温泉……ってやつか。エルセリアでも入ったことはあったけど、回復には良さそうだな」

「そっちの発想もいいけど、お風呂っていうことは……ねえ、セシル姉」

「わ、私に話を振ふられても困ります……いえ、言いたいことはわかりますが、今はそんな場合ではないと言っているのです」

（あるじ殿は少し放置しておると、すぐに誘ゆう惑わくされてしまうのう。わらわがいつでも見ておることを忘れず、豪ごう胆たんな振る舞いはほどほどにするのじゃぞ）

「ご、豪胆って……コホン。何でもないぞ、みんな」

「なんでもないというお顔をされていませんが……お兄様、レグディオラの皇妃の方が美人だからといって、心が揺ゆれてはいませんか？」

　アルシェはタムリナの居室のドアを開ける前に、じっとリクトを見つめる。邪じや念ねんはないつもりだったが、最初に美び貌ぼうに見とれてしまったことからくる罪悪感が、ちくちくとリクトの良心をつついていた。

「美人だとは思うが、それだけだ。心が揺れるなんてことはないぞ」

「まあ、そこまで言うなら信じてあげよっかなぁ。じゃあ美人を見ても心が揺れないリクトに、私たちからご褒ほう美びを……むぐっ」

「あなたはもう黙っていてください……リクト殿、私が扉とびらを開けます」

　セシルは警けい戒かいをゆるめずに、扉の閂かんぬきを外して開けた。中の居室にはアルマジーアの帝てい都とを描えがいた大きな絵画があり、地下であるために窓がないことを除けば、ベッドとテーブルも置かれた上質な部屋だった。

　しかしタムリナは椅い子すにもベッドにも座すわらず、地面に胡座あぐらをかいて座り、瞑めい想そうでもするように目を閉じていた。リクトたちが入ってくると、すっと目を開ける。

「……私の処しよ遇ぐうが決まったのか？」

　敵国の人間である以上、タムリナは自らがどのような扱いを受けることも想定しているようだった。アルシェは彼女の前に屈かがみこみ、同じ目線の高さで向き合う。

「あなたはリクトお兄様のような、強い戦士と話をしに来たそうですね。あなたがレグディオラの皇妃というのなら、証明する手立てはありますか？」

「……後宮に入るとき、全ての女は首の後ろに刺青いれずみを入れなければならない。私は既すでに、刃で削ってしまったが……あとは残っているはずだ」

　タムリナは髪をかきあげ、首を見せる。そこには二重の円と、それを炎のような模様で縁ふち取どった印が刻まれていた。しかし印の上から、刃でつけたような傷跡が残っている。

「これだけで証明になるとは言えない……しかし、私の言うことを信じてほしい」

「あなたは……自らの肌に傷をつけるほど、皇帝を憎にくんでいるのですか？」

　アルシェの問いに、静かだったタムリナの瞳に、炎のような感情が燃え上がった。

　――紛まぎれも無い殺意。それがレグディオラの皇帝に対してのものだということは、確かめるまでもないことだった。

「あの男……ラシードは、逆らう者の首を何の躊躇もなく刎はね、晒さらし者ものにした。それだけではなく、私の友人の多くを手にかけた……後宮に入った女を人間として扱わず、次々に殺し、使い捨てにした……それだけではない。皇帝に即そく位いする前に、あの男は決して許されないことをした。妻になるはずだった私の姉を、殺したのだ……！」

　タムリナが無念のあまりに、拳こぶしを握にぎりしめながら言う。怒りに耐えかね、その瞳が潤うるみ、ぽたぽたと涙なみだがこぼれ落ちた。

「国の中で逆らう人間を殺すだけで飽あきたらず、あの男はアルマジーアを攻め滅ぼすと言い出した。国境を守るための攻こう撃げきではなく、アルマジーアそのものを手に入れると言い出したのだ。それで流れる誇ほこり高たかき戦士の血も、奴やつにとっては瑣さ末まつなものでしかない……元は部族の村で農耕に従事していた者たちは、今は戦に取とり憑つかれている。アルマジーア平原を手に入れたときの、農民としては得られない報ほう奨しようを約束されてな」

　広くはない居室に、重苦しい沈ちん黙もくが満ちる。レグディオラがなぜアルマジーアを攻めるのか、動機は理解できていても、タムリナの語る内容はあまりにも生々しいものだったからだ。

　人間の欲は止とどまることを知らない。講和などで解決しないのだと思い知らされた今、リクトは決意を固めていた。守りたいものは、戦って守るしか術はない。

「私は絶対にラシードを許すことができない……しかし私は、奴を討うつ手立てもないまま、仲間が殺されていくのを見ていることしか出来なかった……私がもっと早くラシードの中の邪じや悪あくに気付き、殺すことができていれば……っ」

「……タムリナさん。あなたは、ラシードを倒すために、私たちの力を借りに来た……そういうことなのですね」

　タムリナの手に自分の小さな手を重ねて、アルシェが言う。タムリナは涙に濡ぬれた瞳を上げて、目の前の黒くろ髪かみの少女を見つめた。

「私はあなたを信じます。レグディオラを倒すために、あなたの力を貸してください」

「……おまえの名は……なんと言うのだ。アルマジーアの少女よ」

　泣いて感情を吐き出したからか、タムリナは少し幼い口調で問いかける。アルシェは優やさしく微笑ほほえむと、胸に手を当てて名乗った。

「私の名前は、アルシェ・メルエット。アルマジーアとエルセリア、二国連合軍の軍師を務めています」

「軍師……おまえが、あの大軍を率いて、ランギスたちを打ち払ったというのか……？」

「率いているのはお兄さま……リクト様です。あの方と、将軍の方々の武力がなければ、砂竜によって大きな被害が出ていたでしょう」

　タムリナはリクトを見たあと、セシルとマリエスを順に見やる。純粋に強いものに対する畏い敬けいの眼まな差ざしを向けられ、マリエスは照れて顔を赤らめた。

「ま、まあ……私とセシル姉も魔将ではあるけど、リクトは頭ひとつ抜ぬけて強いから。あのおっきいトカゲ、私とセシル姉だと結構手こずっちゃったしね」

「……それでも、砂竜を無傷で倒すなど、並みの人間に出来ることではない。おまえたち……いや、あなたたちは、レグディオラの戦士よりも強い。ラシード以外の将兵では、敵かなうものは……」

　敵うものはない。そう言いかけたタムリナは、何かに気づいたように言葉を止める。

「ランギスって言ったか、あの将軍もなかなか修練は積んでたみたいだが、苦戦はしなかった。もっと強い武将がいるなら、聞いておきたいな」

「……レグディオラの戦士ではない。『蜃気楼の魔女』が連れてきた、人間とは思えぬ強さの剣けん士しがいる。ラシード本人も強いが、その『白き狼おおかみの剣士』には及およばない」

「白き狼の剣士……か」

　リクトはその二つ名を聞いて、一人の男を思い出していた。神性魔術の光で、黒い髪が灰色に変わって見えることから、《灰色の狂狼グレイ・ヴアサーク》と呼ばれた騎き士し。

　しかし、その男――クルドは、前の戦の中で命を落とした。妹であるアルシェを最後まで案じ、その運命をリクトに託して死んでいった。

　リクトが思いを巡めぐらせるあいだに、タムリナは傍らに置いていた革の物入れから、手のひらに載る大きさの、こぶし大の水すい晶しよう球だまを取り出した。

「私は、レグディオラの主神・騎神グルナディンに祈いのりを捧げ、神しん託たくを得ることができる。未来に起こることを、断だん片ぺん的てきに水晶球に映すことができるのだ」

「未来……高位の神性魔術ならば、それほどの奇き跡せきを起こすことも出来るかもしれませんが……」

　アルシェは自らの身体に、アルマジーアの主神・アルマーンを宿したこともある。それは、アルマーン神教の巫女みこの血を引く彼かの女じよだからこそ出来たことだった。

　一度は神を宿したがゆえに、神の出来ることを理解している。『神託』が曖あい昧まいなものでなく、確実に未来を示すものであろうことも、アルシェは信じて疑わなかった。

「そ、それで……未来を占うらなったら、どうなるの？　アルマジーアとエルセリアは、レグディオラを倒すことが……」

「いや……私が占うことが出来るのは、あくまでも断片にすぎない。いくら神とはいえ、未来の全てを開示するようなことはない。私が見たのは、四つの腕を持つ怪かい物ぶつに立ち向かう、一人の戦士の姿だ。その姿を、はっきりと見ることは出来なかったが……」

「四つの腕を持つ怪物……アルマジーアとエルセリアには、そのようなものは居ません。つまり、その怪物は、レグディオラに存在する……？」

「砂竜を使し役えきするような輩といっても、怪物を作るようなことは……」

　リクトは言いかけて目を見開く。その身体の一部を竜に変じ、一度はリクトを死の淵ふちに追い込んだ者、ハルヴォル。その赤竜の血を浴びた右みぎ腕うでは、美しい赤竜の姿とは似ても似つかぬ、怪物じみたものだった。

「……どうやら、人間同士の戦じゃ済まないみたいだな」

「エルセリアの魔将、リクトよ。もし恐れているのなら、無理にとは言わない……しかし、私は、お前こそが、怪物と戦っていた戦士なのではないかと思っている。私はお前ほど強い男を、他に見たことがない」

　気き丈じように話していたタムリナの瞳に、縋すがるような光が宿る。

　彼女は助けを求めに来た……そして、探していた相手を見つけた。それが自分であると気づかないほど、リクトは鈍にぶくはなかった。

「……俺おれが四つ腕の怪物と戦う戦士なのかは、まだ分からないが……他の誰だれかが戦うよりは、俺が自分で相手をしたい。そう思うよ」

「やはり……おまえは、私の見込んだ通りの男だった。紫むらさきの光の刃を振るう、黒き剣士よ。その勇気に最大の敬意を表しよう」

　タムリナは座ったままで頭を下げ、額を地面に付ける。目の前にいたアルシェは驚き、どうすればいいのかとリクトに視線を送る。

　リクトはタムリナに歩み寄ると、少し躊躇するものがあったが、その肩かたに手をかけて身体を起こさせた。タムリナの自分を見る目が変わっていると感じ取るが、あえて気づかないふりをする。

「俺たちこそ、レグディオラを倒すために、力を貸してもらいたい。タムリナ……祖国に剣を向けることになるが、それでも自分の正義を貫つらぬく覚悟はあるか」

「もとより、後宮を抜けだした時にこの命は捨てている。私はラシードを討つためならば、どのようなことでもする……それが、死んでいった者たちへのせめてもの償つぐないだ」

「……一つだけ、言っておきます。タムリナさん、レグディオラを討たなければならないのは私たちも同じです。あなたが志を同じくするのならば、あなただけが罪の意識を背せ負おうことはできません。私たちを心から信頼することができたのなら、その時は、あなたの抱かかえている想おもいを分けてください」

　たとえ悪逆の皇帝が統すべる国でも、タムリナの行為が反逆であることに違いはない。

　しかしタムリナが本ほん懐かいを遂げたとき、彼女が命を捨てるようなことがあってはならない。この場にいる誰もが、その思いを共有していた。

「……心配せずとも、私は私の命を、もはや自由にすることはできない。その優しさを以もつて戦に臨む覚悟を受け入れた、アルマジーアの少女よ。私はおまえにも、敬意を表する。その仲間たちにも」

「リナちゃんも私たちと同じ仲間になるのよ。あ、タムリナちゃんの方がいい？」

「タムリナ殿どの、貴女の覚悟は十分に理解しました。私はあなたを、背中を預けられる仲間として信頼します……共にこの戦を終わらせるまで戦いましょう」

　セシルとマリエスが歩み寄り、タムリナの手の上に自分の手を重ねる。リクトが最後に自分の手を乗せると、戦いに臨むには年若い少女たちは、顔を見合わせて朗ほがらかに笑った。
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　夜になり、リクトは要塞の地下にある、将官用の浴室を使うように勧すすめられた。

　リクトたちはタムリナを伴ともない、レグディオラの兵站路のひとつを逆に辿って、敵の軍事拠点を見つけるという任務を負うことになった。

　そして拠点を見つけたあと、出来るならばその足で帝都に侵入し、皇帝ラシードを討つ。ラシードの凶きよう行こうが事実であるならば、一刻も早く終わらせなければならない。

　今も後宮に召し上げられた女性が殺され、ラシードに歯向かった者が凄せい惨さんな運命を辿っているのだとしたら……想像するだけで、リクトの胸には怒りが湧き起こる。

　為い政せい者しやが間ま違ちがうこともあるとはいえ、あまりにレグディオラの皇帝は常じよう軌きを逸いつしていた。それこそハルヴォルのように、《忘れられた神》に理性を捧げ、失っているかのように。

「……四つの腕うでの怪物……砂竜を使役する手段……」

　二つの言葉を結ぶものが、リクトの頭の中に一つある……『禁呪』。《忘れられた神》を信しん仰こうするか、禁呪を封じた魔道具を使うことで行使できる、存在自体を禁じられた魔術。

　もし、それを使うものがレグディオラに力を貸しているのだとしたら……砂竜だけでなく、それ以上の怪物を相手にしなくてはならないかもしれない。

　《光刃》の威い力りよくならば砂竜の再生力を上回ることは出来たが、その回復速度は尋じん常じようではなかった。一般兵なら無限に再生を許し、どれだけの犠牲を払はらっても仕留めることは出来ないだろう。

　そんな怪物が戦線に投入された初戦に、自分たちが間に合って良かったとリクトは思う。六魔将は人間を超こえた存在であり、民たみを守るべき者だ。その民には、あまりにも実力が違っていても、従軍して軍を構成する兵たちも含ふくまれている。

「敵の拠点を見つけ、叩たたく……それさえできれば、犠牲は最小限に止とどまるはずなんだ」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやき、頭から湯をかぶる。そして頭を振ったあと、リクトはたっぷりと熱い湯の張られた風呂に浸つかった。

　絶えず思考を巡らせていたリクトは、浴室という誰も立ち入らない空間で久しぶりに気を緩ゆるめる。眠ねむってはいけないと思いつつ目を閉じかけたところで、もやの向こうに、人の輪りん郭かくを認めた。

　その輪郭は男のものではなく、薄うす衣ぎぬだけしか纏まとっていないように見える身体の曲線は、明らかに女性のものだった。

　――ここは男風呂ではなかったのか!?

「っ……す、済まない、俺、何かの間違いで……っ」

「……間違いではない。声をあげず、慌あわてずに、私を見てくれ」

　その声は……タムリナ。居室で別れてから顔を合わせていなかった彼女が、もやの向こうから姿を現す。

　女性将校は風呂に長く浸かり、互たがいに交流を深めることが多いため、浴室で身に付けるための専用の薄衣、湯帷子ゆかたびらが用意されている。タムリナはそれを身につけているが、太ももの半ばまでしか隠せておらず、湿しつ気けで布地がぴったりと貼はり付つき、褐かつ色しよくの豊かな乳ち房ぶさの形がそのままリクトの目に晒されていた。

　アルシェが、マリエスが、セシルが……リクトに想いを寄せていると公言してくれている少女たちが同じ要よう塞さいの中にいるというのに、男としての反応が抑おさえられず、タムリナの目の届かぬところで雄お々おしさが増す。もはや湯から上がれなくなったリクトは、顔を茹ゆでたクラーケンのように赤く染め上げながら、タムリナの姿を凝ぎよう視しした。

　とても、目を逸そらせるようなものではない。その鍛え上げられながらしなやかさを残した肉体は、まさに砂漠の宝石と呼ぶにふさわしかった。

「……見とれてくれているのか。それならば、こうして来たことも滑こつ稽けいではなかったと思える。安心したぞ」

　タムリナは少女らしい面おも影かげを残した顔で、嬉うれしそうに笑う。リクトはどんな顔をして向き合えばいいのか分からなかったが、出来る限り真しん剣けんな顔をしようと心がけた。

「な、何のつもりだ……？　お、俺はちゃんと、風呂に入ってるって示しておいたはずだが……」

「もちろん、リクトが入っていると確かく認にんした。他の男が入っているところに、間違えて入るようなことは決してしたくなかったからな。私は、そんな淫いん売ばいではない」

「い、いや、そんなことは思ってないけど……ま、待ってくれ、こっちに近づかないでくれ、ほんとに見えるっ……！」

　薄衣越しに、タムリナの豊かな双そう丘きゆうの頂点にある桃もも色いろの部分が浮き上がっている。そこはリクトの視線に反応して、ふっくらと薄衣の下で主張をはじめた。

　タムリナは自分の女としての意識を自覚しながら、それでも落ち着いたふりをしてリクトを見つめる。水面から出ている濡れた身体は鍛え上げられ、胸筋がはっきりと盛り上がっている――少年のような見た目に似合わぬ、鋼のような肉体。

　どんな男を見ても今まで覚えなかった感情が、タムリナの胸に生まれる。心臓の鼓こ動どうが速まっていくのを感じながら、タムリナはリクトの制止を聞かずにさらに近づき、あろうことか、湯船のへりに手を置いてリクトの方に身を乗り出した。

　重力に従ったふたつの果実が目の前で揺れている。リクトはもはや抜き差しならない状態に追い込まれていたが、辛かろうじて理性をかき集め、視線を上げてタムリナを見る。

「……エルセリアの誇り高き戦士よ。私はおまえに命を救われ、敵かた討きうちの機会さえ与えられた……それに、今の私が持てるもので、報むくいなければならない。私の家名はファヴィオラ……ファヴィラス族の族長の娘むすめで、おまえたちの国においては貴族にあたるはずだ」

「貴族だから、ど、どういうことになるんだ……？」

　リクトは同じ年とし頃ごろだろうタムリナに、完全に圧あつ倒とうされていた。マリエスやセシルに迫せまられても同じように焦あせってしまうのだが、出会ったばかりの娘に迫られているという非現実感に、ますます冷静な考えを持つことができない。

「私は姉と同じく、後宮に召し上げられたが……皇帝の気まぐれか、一度も伽とぎに呼ばれることはなかった。貴族の娘として、女官から多少は手ほどきを受けたが、実際にしたことはない。拙つたないかもしれないが、私がおまえの献けん身しんに報いることが出来るとしたら、この身ひとつの奉ほう仕ししか……」

「い、いや……俺はレグディオラ潜せん入にゆうの手引きをしてもらえるだけで十分で、むしろ俺の方から礼をしないといけないんだ。だから、ほ、奉仕とかは……」

　遠えん慮りよする、と言い切れないものがある。リクトも若い男であり、日ひ頃ごろから、魅み力りよく的てきな女性たちの誘惑をすんでのところで断り続けているが、それは男として枯かれているということでは決してない。

　まして、アルシェが風呂に入ってくるようになってからは、ますます大変になっていた。外では理知的な姿しか見せない彼女が、風ふ呂ろ場ばではあどけない笑え顔がおを振りまいて甘あまえてくるのである。それでどぎまぎしているとマリエスに『ちっちゃい女の子にしか反応しない』と言われてしまったりもするのだが、そうでもないと言うとマリエスが本気で恥はじらうため、あえてリクトは勘かん違ちがいをそのままにしていたりもするのだった。

「……リクトは、私では物足りないのか？　それとも、私のような戦士の女は抱だきたくないか？」

「だ、抱くとか……お、俺は、そういうことはまだ……」

「成人の儀ぎを終えていないのか……？　それとも、そういった慣習を持たないのか。どちらにせよ、おまえのような立派な戦士の男は、女を抱かずにはいられないはずだ。父上もそういうものだと私に教えてくれたぞ」

　タムリナの知識はどうやら偏かたよっているようだ、とリクトは茹であがりそうな頭で考える。父親も余計なことを教えてくれたものだ……娘がこういった行動に出ることがあるとは、予想していなかったのかもしれないが。

　彼女は真剣に身を捧げようと考えている。しかも、それを自己犠ぎ牲せいのようにも思っておらず、当然のことだと考えているように見えることが、リクトをさらに困こん惑わくさせた。

　――まさかこんなふうに、大人の階段に招かれることになろうとは。

「……不服ではない場合は、男の……その、一部が、眠りから目覚める竜の如く猛たけるのだと聞いている。確かめさせてもらおう、さあ、立つがいい」

「た、立てるかっ……た、タムリナ！　俺たち、まだ仲間になったばかりだから、お互いに理解を深めて……そう、大義を成し遂げたあとに、冷静になってだなっ……」

　リクトは最後の抵てい抗こうを試みる。流されてしまいたいという思いは、アルシェたちの顔を思い浮かべれば霧む散さんさせるほかはなかった。最も怖こわいのはシスティナだ……彼女は実の弟の貞てい操そうがおびやかされると、目に見えて怒おこってしまう過保護な姉だからだ。

「……理解を深めて……その後で、私を抱くかどうか決めるのか。男と女のあいだには、そのような駆かけ引ひきがあるものなのだな」

　タムリナは得心がいったというように、リクトの前に無防備に晒されていた胸を手で覆おおうようにして身を退いた。リクトは安あん堵どと名残なごり惜おしさを同時に味わわされる。

「おまえのような誠実な男が、私の探していた戦士であってくれれば良いのだが……いや。私は、神託に関係なく、おまえを信じることにしたぞ。おまえのために我わが弓を捧げ、この身体を、おまえの子を産むものだと思うことにしよう」

「そ、そうか、良かった……じゃなくて、こ、子っ……!?」

「なんだ、鳥のような声を出して……男が女を抱くということは、子をなすということだぞ。そんなことも知らないのか？」

　知っているだけに驚おどろいているのだと、リクトは心から叫さけびたかった。タムリナを説得しているうちに、なぜか彼女の信しん頼らいが際限なく高まっているように感じる……あけすけなことを言いがちなマリエスでも、子が欲ほしいと直接的に言ったことはさすがになかった。

「……この戦が終わったときに、もう一度リクトに尋たずねよう。しかし、今のうちに、私の身体がどのようなものかは知っておいてもらいたい。もし私の身体を不足に感じるのであれば、私はそれなりの努力をしなければならないからだ……」

　タムリナはリクトの返事を聞かないままに、今度は浴よく槽そうに入ってくる。そして彼かれの正面にしゃがみこむと、あろうことか、その右手を手に取り、自分の胸に触れさせた。

「うぁ……や、柔やわらか……た、タムリナ、それは……」

「んっ……そ、そうか……男が触れると、こんなに……」

　タムリナはみなまで言うことが出来ずにいる。彼女の湯帷子の薄布に包まれたふくらみは、ちょうど手におさまるか、少しはみ出すくらいのものだった。比べるならば、セシルより少し控ひかえめで……とリクトは比較しかかり、どちらに対しても失礼だと首を振った。

「この手で私の身体に余すところなく触れ、子を生なすときが来るのだな……想像しただけで狂おしいものだ。こんな感情があるとは知らなかった……」

　ここまで誘惑をされては、耐えられるものではない。リクトは右手だけでなく、左手も動かして触れてしまいたいと思い始める。それでは獣けもののようなものではないか、と自分を恥じ入り、それでも右手から伝わる感かん触しよくが、徐じよ々じよに抑よく制せいをきかなくさせる。

「……リクト、私のことを、戦士の誇りを失った、ふしだらな女だと思うか……？」

　熱く潤んだ目でリクトを見つめたまま、タムリナは湯帷子の襟えり元もとをはだけ、素す肌はだをさらそうとする。その褐色が眼前に広がっていく――途と中ちゆうで、ぴたりと止まった。

「あるじ殿……仮にも敵国の皇こう妃ひに、出会ったその日に手をつけようとは。お主、童どう貞ていではなかったのか？　あまりの手の早さに、フィアも引いておるぞ」

「お、お母さん……私は一いつ緒しよに入らなくてもいいって言ったのに……リクト様にもご迷めい惑わくだから、あんまり急なことしないで」

「っ……いつの間に現れたのだ、おまえたち」

　湯帷子をはだけようとしたタムリナを止めたのは、白い髪の女性――赤竜の竜人族、フレイアだった。彼女は娘のフィアを伴っているが、フィアは恥じらって母の後ろに隠かくれている……と、冷静になりかけて、リクトはフレイアが一糸まとわぬ全ぜん裸らであることに気がついた。

「うわっ……ふ、フレイア、なんで裸はだかなんだっ……!?」

「風呂には裸で入るものであろう。わらわも温泉などは久しぶりなのでな、あるじ殿と酒でも酌くみ交かわしながら浸かりたいと思って来たのじゃ」

「も、申し訳ありません、リクト様……私もお酒を持ってついてくるように言われて……わ、私は隠していますから、ご安心くださいっ」

　フィアは恐きよう縮しゆくしきりで、いつも頭につけている、アルシェの従者としての白い飾かざりを取り忘れている。その手には、酒の瓶びんと杯さかずきを載せた盆ぼんを持っていた。

「……リクトはいつも女と風呂に入っているのだな。道理で私が入ってきても、落ち着いているわけだ……さすがは強き戦士、童貞といえど剛ごう毅きなのだな」

「ふふっ……童貞か。なかなか良い響ひびきじゃな……わらわも人のことは言えぬが」

　竜人族は一人でも卵を産んで子供を作ることが出来る。そのため、フレイアも自分と同じで……と考えつつ、リクトはその成熟した肢し体たいを目まの当あたりにして喉のどを鳴らした。真っ白な素肌に、母性に溢あふれたふくらみと、鮮あざやかに色づいた尖せん塔とう……と観察したところで、リクトは言うことを聞かない身体に鞭むちを打ち、水しぶきを上げて後ろを向いた。

「あ、あんまり嫁よめ入いり前の裸を、男に見せるもんじゃないっていうか……か、勘かん弁べんしてくれ……っ！」

「気にするな、わらわがあるじ殿と一緒に入りたいのじゃ。タムリナと言ったか、お主もそちらの方で湯船に浸かっていても良いぞ」

「先に来たのは私だ。そちらの方が年上で、敬意を払うべきではあると思うが……」

「……今、年とし増まと言ったか？　ふふっ……竜をも恐れぬとはお主のことよ。わらわの炎で炙あぶられれば、少しは人生の教訓を得られそうじゃな」

「お、お母さん……大人げないことはやめて、ゆっくりお風呂に入ろ？　ね？」

　フィアが必死になって止めていることに感謝しつつも、リクトは背中を向けたままで動くことが出来ない――すると、浴室の外から、さらにかしましい声が聞こえてきた。

「な、なんでセシル姉も来てるの？　もう一回入ったじゃない、お風呂」

「マリーが一人で部屋を抜けだそうとするからです。気づかないと思ったのですか？　だとしたら、浅はかだと言わざるを得ません」

　まず聞こえてきた声はマリエスとセシル――それだけではない。ミリアーネ、システィナ、そしてアルシェまでが来ていて、声が聞こえてくる。

「リクト君の成長を確かめるというのも、この遠えん征せいの楽しみではあったのよね。機会がないと思っていたけれど、ノーザニカ要塞も気が利いているわね」

「そのために温泉を引いているわけではないだろうが……あ、アルシェまで来てしまったのか？　子供はもう休む時間だと思うのだが」

「お兄様のお背中を流すのは、私の役目です。システィナお姉様こそ、夜よ更ふかしはお肌はだによくありませんよ」

「むっ……わ、私はまだ肌に衰おとろえを感じてはいないぞ。ちゃんと水を弾くしな……そうだ、リクトに確かめてもらえばいい。私とアルシェの肌のどちらが若いのかを」

　その戦いはさすがにアルシェに軍配が上がってしまうだろう、と思いつつ、審しん判ぱんを務めれば自分の命が危あやういであろうこともリクトは悟さとっていた。

　――姉上、みんな、不ふ甲が斐いない俺を許してくれ……もう、いろいろ限界なんだ。

「水の精霊ウンデイーネよ……鏡のごとき水を張りめぐらせ、我が身みを……」

「リクト、魔術で逃にげたら後で私たちの寝室に来てもらうからね」

「お、お背中を流すだけですから……どうかお付き合いください、リクト殿」

　マリエスとセシルに止められ、リクトはぐっ、と詠えい唱しようを途中で飲み込む。恐る恐る後ろを向くと、浴室いっぱいに八人の女性が並んで、それぞれに恥じらいの程度は違ちがっても、浴槽に座ったリクトを熱っぽい瞳ひとみで見下ろしていた。

「……リクトお兄様、私たちもお付き合いしてよろしいでしょうか？」

　恥じらいながらアルシェが聞いてくる姿に、リクトは目め眩まいを覚える。もう逃げられない――ならば、魅み惑わくの時間を享きよう受じゆするしか、生き残る術は残されていなかった。
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　翌朝、リクトたちはもう一度軍議を行った。

　タムリナの手引きにより、リクトたちがレグディオラの兵へい站たん経路のひとつを辿たどって、敵の軍事拠きよ点てんを探す。可能ならばそのまま敵の帝都に潜入し、皇こう帝ていを討つ。そう聞かされたリベルタはしばらく答えに詰つまった。

「兵を連れて砂さ漠ばくを移動するのは賭かけになる。目的地が分かっていて砂漠を行軍するならいいが、そうでない場合は危険でしかない」

「……分かった。レグディオラの皇妃は、ここまで単独で旅をしてきた……彼女が通った経路を使えば、確実に帝都に向かうことができるということか。その道は、大軍を通すことはできないのか？」

　許しを得て軍議に参加しているタムリナが、リベルタの問いに首を振る。

「私が通ってきたのは、砂漠の民のみが知る道だ。おまえたち草原の民が馬を死なせずに通るには、別の道を通る必要がある。前の戦で、駱駝ルバツカを六頭捕とらえていると聞いた。それらに騎き乗じようできる人数で行動すれば、最も速く移動することが可能だ」

　レグディオラの駱駝騎き兵へいのうち、弓や槍やりで騎乗者のみが倒たおされ、ほぼ無傷で捕ほ獲かくされた駱駝がいる。タムリナの乗っていた駱駝・アムリは軽傷で済んだため、あと六人が同行することが可能だった。

「俺、マリエス、セシルさん、フレイア、フィア……そして、アルシェだな」

「……お兄様、ありがとうございます。同行を許してくださって」

「私たちはノーザニカの守備に就つく。そして、敵の拠点を叩く目め処どが立ったら、軍を三つに分けて攻め上がる……そういうことだな」

　システィナの言葉に、アルシェは頷うなずきを返す。

「敵が私たちの意図に気づいて、兵站を断たつ可能性は否定できません。砂漠に入ってからも、私は情報の収集を続けます。リベルタさん、鳥を使って連れん絡らくをしますので、要塞に飛んでくる鳥を落とさぬよう、兵士の皆みなさんに伝えておいてください」

「……アルシェ様、砂漠の旅は過か酷こくな道行きになるでしょう。あなた様に何かあっては、私はクルド様に顔向けが出来ません」

「おまえたち、暑さの対策はしておいたほうがいい。水の精霊魔術エレメンタルを使える者がいれば、比ひ較かく的てき安全に旅をすることが出来るのだが……」

　タムリナの言葉に、マリエスとセシルがリクトの方を向く。リクトは通常なら一種類しか習得できない魔術を、三種類同時に身につけている。そのうちの一つが、水の精霊魔術だった。

「代だい償しようとなる宝ほう珠しゆさえあれば、術を持続させることは難しくないけどな……水の膜まくでみんなを覆って、湿しつ度どを保ちつつ、熱を遮さえぎればいいのかな」

「そんな高度なことを、当たり前に出来るのか……我が弟ながら、優ゆう秀しゆうすぎるな」

「ああ、いや、やってみたことはないけど。水の精霊魔術の基本は、気温を下げて、空気中から水を作り出したりすることなんだ。もちろん、天然の水源なんかを利用したほうが、大規模な魔術が使えるけどな。水すい筒とう一いつ杯ぱいの水を作り出すくらいなら、どこでもできる」

　リクトは試ためしに、と言わんばかりに小さな蒼あおい宝珠を取り出し、それを媒ばい介かいにして、手のひらの上に水球を作り出す。それはリクトの手のひらを離はなれるとぱしゃっと弾けて、石いし床とこに染み込んだ。リベルタは目を見開いて感嘆する。

「リクト殿がいらっしゃれば、砂漠で渇かわくこともない……ということか。『光刃の魔ま王おう』は、戦せん闘とうにおいて無敵というだけではないのだな」

「無敵ってことはない。世界は広いからな……自分より強い奴がいないなんて、俺は生まれてこのかた、思ったことがないよ」

　謙けん遜そんのつもりはないのだが、その場の誰もが感かん嘆たんする。システィナは弟を誇らしく思いながら、立ち上がってその肩に手を置いた。

「私たちは私たちの役割を果たそう。リクト……いつもお前たちに頼たよらなくてはならず、心苦しくはあるが。我が国、そしてアルマジーアのため、その剣けんを存分に振るってくれ」

「ああ……出来る限りのことはする。そして、必ず生きて戻もどるよ」
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　リクトたちは駱駝に鞍くらを乗せ、少し騎乗して慣らしたあと、ノーザニカ要塞から出立した。駱駝は馬より鞍の位置が高かったが、地面を歩くときの衝しよう撃げきが伝わりにくく、乗のり心ごこ地ちはリクトたちが想像していた以上に良かった。

　アルシェもリクトの指導を受けて乗馬を覚え、自分で駱駝にまたがっている。リクトたちはアルシェを中心に置いて守るような陣じん形けいを取りながら、北東に向けて進んだ。レグディオラ軍が使う三つの経路、その最も東側。荒あれ地ちを越え、丘きゆう陵りよう地帯を越えると、地面の色が次し第だいに変わり始め、やがて砂地に入る。初めての砂漠に一行は少なからず緊きん張ちようしていたが、駱駝は砂に脚あしを取られることなく一定の速さで進んでいく。

「こんな動物がいれば、砂漠を迅じん速そくに進軍出来るわけだ……」

「ここから遙はるか北、カリム運河の上流に、駱駝を繁はん殖しよくさせている牧場がある。そこから駱駝を船に乗せて下流に運び、騎き兵へいとして戦線に投入しているのだ」

「タムリナさん、その下流には、敵の拠点があるのではないですか？」

「私は軍人ではないから、その存在を直接に知る機会はなかったが……カリム運河の下流には、『メディナ運河要塞』と呼ばれる要塞があると言われている。その姿はまるで水上に浮うかんでいるようで、外からの侵しん入にゆう者しやをまるで受け付けないらしい」

　敵の軍事拠点とおぼしき存在について情報は得られたが、それが実際にどんなものか分からない。アルシェはエルセリアを攻めたときと同じように、要塞についての情報を少しでも多く得なければ、ただ損害を被こうむるのみだと考える。

　水上の要塞。それは水の中に基き礎そを作ってその上に作られたものかもしれないし、凄すさまじい大きさの船かもしれない――侵入者を受け付けないというなら、どうやって攻め落とすのか。敵兵は、どのようにして中に入り、拠点として利用するのか……。

「侵しん入にゆう出来ないってことは、遠くからの砲ほう撃げきなんかではびくともしないってことか。よほど、外がい壁へきが厚いらしいな……まるで、ルクサンブルの城じよう壁へきみたいだ」

「レグディオラにも、エルセリアみたいに昔は魔道の使い手がたくさんいて、要塞を作ったとか……？」

　頭を悩なやませるリクトたちを窘たしなめるように、セシルが駱駝を追い付かせて声をかける。

「どのみち、どのような要塞か確かめない限りは、攻こう略りやくの糸口は掴つかめませんね。水上にあるということは、船を使って侵入することになるのでしょうか」

「……考えられる方法は幾いくつかありますが。その運河要塞が本当に敵の拠点かどうかを確かめるには、鳥に偵てい察さつをお願いできる距きよ離りまでは近づく必要がありますね」

「ふむ……わらわが見てきても良いのだがな。必要があれば、いつでも命じてもらって構わぬぞ」

「あっ、フレイアさん、前から思ってたんだけど……一回竜化しちゃうと、服が破れちゃうんじゃない？　その場合、替かえはどうするの？」

「お母さんの服は、私の荷物に大量に入っています……砂漠に入ると着き替がえが必要になるというので、いっぱい入れさせられたんです」

　フィアは母を恨うらみがましく見やるが、フレイアは涼すずしい顔をしている。フレイアは捕らえられたフィアを救うために命を賭けて戦い、娘を取り返したのだが、まだ共に過ごす時間は短いというのに、娘との親子関係をしっかりと築き上げていた。

「フレイアさん、お兄様の前で竜化を解除するのは、よほどのことがない場合はしないでくださいね」

「ふふっ……まあ、あるじ殿は将来性を重んじる方じゃからな。アルシェが危き惧ぐするのもわかるが、焦ることはない。ゆっくりと大人になるまで、あるじ殿は待っていてくれるだろうからの」

「ぶっ……ごほっ、けほっ。人の考えてることを勝手に決めないでくれ……俺は別に、成長を待ってるとかいうわけじゃないからな」

「小さいままでも良いってことよね……でも、大きいほうにも興味はあるんだから、やっぱり早いうちに……ぶつぶつ……」

「マリエス、何か不ふ穏おんな気が出ていますよ。リクト殿が怖がりますから、抑えてください」

　怖がっているわけではなかったが、マリエスがことあるごとに既き成せい事実を作ろうとしているのは確かだったので、リクトは訂てい正せいはしなかった。かといって、自分から迫ったとすれば生き娘むすめの恥じらいを見せるのだろうから、乙おと女め心ごころは難しい。

「って、何を考えてるんだ俺は……そうだ、そろそろ日差しもきつくなってきたし、水の精霊魔術を使おうか。温度を下げる魔術を使うのは久しぶりだから、使いながら調節させてもらってもいいか？」

「わらわとフィアは、竜人じゃから暑さには強い。人間の皆のみに術を使ってくれれば良いのじゃぞ。わらわたちにも使ってくれるというのならば、止めはせぬが」

「私もお母さんと同じくらいには暑さに強いですから、大だい丈じよう夫ぶです。まだ竜化は出来ませんから、全く同じというわけではないんですが」

　フィアはまだ長命な竜人族の中では幼体と言っていい年ねん齢れいで、今年で十五歳さいになる。しかし同い年の男性どころか、鍛え上げた騎士に対たい抗こう出来るほどの凄まじい膂りよ力りよくを持ち、竜の鱗うろこに匹ひつ敵てきする硬こう度どを持つ皮ひ膚ふには武器攻こう撃げきが容易に通らず、炎にも強い。

　その戦士としての高い能力を以て、フィアは暗殺者としてアルシェの兄クルドを殺害している。しかしアルシェは、長く従者を務めた彼女が敵に操あやつられていたことを知ると、兄を殺した罪を咎とがめずに赦ゆるした。フィアはそのことに感謝し、罪を償う意味でも、アルシェと、彼女と共にあるリクトを守ると誓ちかっていた。

「水精霊ウンデイーネに捧ささげる宝珠は、水場があれば新しく生成できるからな……タムリナ、最初の水場までは今日中に辿り着けそうか？」

「そうだな……私一人の時は常に駱駝を走らせていたが、この速さでも日が沈しずむまではかからないだろう。しかし、水場の近くにはレグディオラの兵が駐ちゆう留りゆうする砦とりでがある。見張りもいるだろうから、夜の間に接近しなければならない。夜は際限なく冷え込むから、日が落ちたすぐ後に水場に近づくのが理想だ」

「いえ……敵軍の中ちゆう継けい地ちとして使用されているなら、本ほん拠きよ地ちに知られないように工作を行いつつ、砦の機能を停止させるべきです。リクト様、可能でしょうか？」

「ああ、敵を倒すだけなら問題ないが……エルセリアだと魔術を利用して、情報伝達を速くしていた。敵が同じような手段を持っていたら、砦が襲おそわれた時点で本拠地に知られる可能性は否定できないな。そればかりは防ぎようがない」

「いえ、魔術による情じよう報ほう網もうは形成されていません。情報網を維い持じするには中継地に常に魔ま術じゆつ師しを置く必要がありますが、レグディオラには優秀な術師が少ないようです。それは、鳥の目から地形を見下ろせばわかることです」

　アルシェの言葉に、タムリナは目を見開く。まだ年とし端はもいかぬ少女が軍事を熟知し、リクトたち軍人に臆おくすことなく進言している……そして、全面的に採用されている。

「……私はまだ、戦士としては半人前だ。アルシェは小さいのに、すでに軍師として認められている……生き方の密度に、違いがあるということか」

「タムリナは弓を使うんだよな。その弓、変わった形をしてるけど……何か、特とく殊しゆなものなのか？」

　タムリナが背負っている弓は赤く塗ぬられ、棘とげのようなもので装そう飾しよくされている。鱗の厚い砂竜には通じなかったが、強く弦つるが張られていて、装そう甲こうの薄うすい鎧よろいなら容易に貫かん通つうするだろうと思われた。

「この弓は蠍さそりの弓という。砂漠に住む蠍という生き物の毒を抽出し、集めたものを鏃やじりに塗って放つものだ。かすっただけで、駱駝の倍の大きさを持つ、象という生き物の動きを止めることが出来る。殺すことが目的ではなく、麻ま痺ひ毒なのだがな」

「麻痺か……それなら、敵を捕らえるときに使えそうだな」

「蠍ってどういう生き物なの……？　砂漠にいるって、そのあたりにもいるの？」

「ああ、刺し激げきしなければ攻こう撃げきはしてこないが、その辺りにもいるだろう。駱駝は飢うえたとき蠍を捕ほ食しよくすることもあるから、もし踏ふんでも麻痺毒の効果は受けない。その点では、駱駝に乗ってさえいれば心配はない」

　もしレグディオラ軍の駱駝を捕らえることが出来ていなかったら、と想像して、マリエスは冷ひや汗あせを流す。セシルも気持ちは同じで、駱駝の上から足元を見下ろし、蠍がいないかとつい探してしまう。

「よし、それじゃ、話も一段落したところで……水の精霊よ、蒼の宝珠を一つ捧ぐ。大気に宿る水を凍いてつかせ、広げ、冬をもたらせ……《氷結陣フロスト・ノヴア》」

「えっ、い、凍てつかせるって……きゃぁぁっ、寒い寒いっ！」

「り、リクト殿、これは暑さを防ぐというより……っ、くぅ……っ」

　リクトが詠唱を終えると同時に、一行を冬の寒さが包み込む。足元に霜しもが発生するほどの冷気に、フレイアとフィアを除いて全員が震え上がった。

「お、お兄さま……凄すごい魔ま術じゆつですが、これでは熱を奪うばわれすぎてしまいます……っ」

「わ、悪い……っ、俺もあらゆる呪じゆ文もんを知ってるわけじゃなくて、使えそうなやつを選んだだけなんだ……えーと、他に何かなかったか……」

「くっ……少しの寒さなら新しん鮮せんだと思ったが、これは寒すぎる……リクト、これは強き戦士であるおまえが、我らに与あたえた試練なのか……？」

　全員が外がい套とうを取り出してかぶり、震えながら進む。駱駝は毛皮が厚いために、意外に寒さに強く、意に介かいさずに進み続けていた。

「あるじ殿、とりあえず《氷結陣》は解除してはどうじゃろう」

「私とお母さんは極ごく高温・極低温でも平気ですけど、これは人の身には辛いです」

「あ、ああ……ちょっと待ってくれ。《解除リリース》、だったか」

　リクトが精霊魔術を解除すると低温の空間が消失し、今度はすぐに暑くなる。リクトは頭を悩ませたあげく、頭の端はしにあった魔術を思い出した。

「そうだ、こっちの方がいいな……水精霊よ、蒼の宝珠を一つ捧ぐ。《水の天蓋ウオーター・シエル》！」

　リクトが呪文を唱えると、水の膜が一行を包み込む。日差しによる苛か烈れつな熱が遮しや断だんされた上に、内部の湿度が下がり過ぎることなく、砂漠の環かん境きようがまるで苦にならなくなる。

「はぁ～……一時はどうなることかと思ったけど、これなら外套なんてかぶらなくてもいけそうね。タムリナちゃんはそんなかっこうで暑くない？」

「出来るならば、女は肌を見せぬほうが良いのだ。私は女である以前に戦士だから、そのような決まりは気にしないのだが……顔を隠すには都合が良いからな」

　皇妃であるタムリナがリクトたちと行動を共にしている事実は、なるべくならレグディオラに把は握あくされるべきではない。タムリナは口を布で覆い、露ろ出しゆつの多い衣装の上から外套を羽織って、正体を分かりにくくして行動していた。

「タムリナちゃんの格好って、何だか踊おどり子こみたいなのよね……リクト、そういうのって好きだったりする？」

「な、何をいきなり聞いてるんだ……緊張感がなさすぎるぞ」

「踊り子というのは、あながち間違いではないな。女性の戦士は、祭りのときに、神に捧げる舞まいを踊るものだ。おまえたちの国ではしないのか？」

「舞ぶ踏とう会かいとかはしょっちゅうあったけど、踊り子っていう感じでもないわね……でもリクトが興味あるなら、一回はそういう格好もしてみたいかも」

「あなたは……リクト殿どのの関心を引くことは、あとで考えてください。気を抜ぬいていると怪け我がではすみませんよ」

「はーい。それにしても、どれくらい進んだのかしら……後ろを向いたら、もう砂漠しか見えないけど。これって、方角が分からなくない？」

　マリエスが疑問を口にすると、タムリナは小さな石を取り出す。

「この『導きの石』があれば、方角を常に確かめられる。この石は、北の方角を向いている部分が白く光るという性質を持っているのだ」

「ということは、それをリベルタさんたちにも手に入れてもらう必要がありますね……」

　アルシェが言うと、タムリナは済まなそうに手元の石を見つめた。

「済まない、導きの石は一つしかなく、産出される数も少ない。私のような個人が持っているのは、これが我が部族の宝だからだ……我がファヴィラス族全体でも、石は三つしか所有していない」

「それほど貴重なら、戦場で落とした奴やつがいるってこともないか……なんとかして、入手したらノーザニカに届けないとな」

「それについては方法を考えておきます。敵の中継地で手に入れることができればいいのですが……」

「おそらく、最低でも二つは見つけられるだろう。それだけあれば十分か？」

「はい、最善は三つですが、二つでも手に入れば大きな助けになります」

　アルシェが軍議の際に話していたことから、リクトには彼かの女じよの意図が分かっていた。ノーザニカから攻め上がる際に、アルマジーア・エルセリアの連合軍は、レグディオラの兵站経路を用いる。大軍を一つの経路で通すよりは、分ぶん割かつしたほうが、中継地の水源に兵が殺さつ到とうしすぎて混乱が生じることを避さけられる。

　十五万の兵を三つの経路に分けて送り込む。レグディオラが行おうとしたであろうその策を、逆に利用する……そのためには、出来るだけ迅速に、敵国の軍事の内情を調べつくす必要があった。攻め上がっても、敵の拠点を叩けなければ意味はない。
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　レグディオラ軍の中継地である砦が近づいたところで、リクトたちは日が落ちるのを待ち、明かりを灯ともさずに小高い砂さ丘きゆうの上から砦の様子を窺うかがった。いくら乗り心地が良いとはいえ、ずっと駱駝に乗っていることも出来ないため、全員が降りて歩いている。

「砂漠の中に、いっぱい木が生えてる……すごい、水もたくさん。あれって、地面の底から湧わいてきてるの？」

「砂漠とは、岩がん盤ばんの上に土の層があり、表層に砂が積もっている地形のことをいう。岩盤の下には、広い空くう洞どうが空いていることもある……そこに大量の水がたくわえられ、地表まで湧いてくることがあるのだ。大地に染しみこむうちに濾こされた水は、そのまま飲むことができる……可能なら、沸わかした方が良いが」

「砂漠の通行の拠点としては、うってつけってことだな……さて。アルシェ、どうする？」

　夜の冷え込みに備えて外套を被ったアルシェは、しばらく砦の様子を見ていた。明かりが灯っているが、外に出る者はない。土で作られた簡素な建物のほかには、動物の皮をなめして継つぎ合あわせて作られたテントがいくつもあり、その中で兵が寝ね泊とまりしているようだった。

「……何か、音が聞こえます。何かを打つような……」

「これって……鞭の音？　誰だれか、懲ちよう罰ばつでも受けてるのかしら……」

「敵とはいえ、あまり気分のいいものではありませんね」

「何か声が聴きこえるか、試してみよう」

　リクトは自律魔道を使い、五感を強化することができる。耳に意識を集中すると、通常は聞こえない砦の中の物音のすべてを聞き取ることができた。




――話が違うじゃないか！　帝てい都との軍人より、金貨五枚も安いなんて……ぐぁっ！

――武器商人は大人しく、我らの言い値で売っていれば良いのだ！　帝都で金貨十枚であろうが、我らは五枚で買う！　従わなければ貴様は帰さん！




「……どうやら、ろくでもないことが起きてるみたいだな。どうも軍人が、武器を納めにきた商人を不当に拘こう束そくしてるらしい」

「中央から離れると、どうしてもそういう軍人が出てくるのかしらね……はーぁ。そんなこと言われたら、その商人さんを助けてあげたくなっちゃうわよね」

「そうですね……敵の兵力はそれほどでもないようですし。しかし、本拠地に連絡されては厄やつ介かいです」

「……ここは商人を助け、導きの石を手に入れましょう。そうすれば、ここの部隊はどこに移動することも出来なくなります」

「そうだな。相手に気付かれずに倒すには、私の弓も有効だ……刺ささった時点で昏こん倒とうし、意識を失うからな」

　タムリナと同じように、リクトたち魔将も、騒さわぎを起こさずに敵を倒す方法は心得ている。リクトはフレイアとフィアにアルシェの護衛を頼たのみ、マリエスとセシル、タムリナを伴ともなって、罠わなに気を配りながら砦に近づいていった。

　巡じゆん回かいする兵はなく、リクトたちはさしたる障害もないまま、石で作られた砦まで辿り着く。隠形ハイデイングの魔術を使って念のために身を隠していたが、その必要もないほどだった。

　鞭の音は砦の中から聞こえていたが、もう聞こえてこない。リクトたちは物もの陰かげに隠れて歩いてくる兵をやり過ごし、彼らの会話を聞いた。

「強ごう情じようなやつだ……あのままでは、明日には死ぬのではないか？」

「ミストルクへの見せしめだ。奴らはいい武器を作るが、財を貯ためこみすぎている……我らのおかげで稼かせいでいるのだから、還かん元げんしてもらわねばな」

　タムリナはすっと弓に矢を二本番つがえる。そして、歩き去る兵に向けて言った。

「違うな。戦士の武器には、相応の代価を払はらわねばならん」

「なっ……!?」

　兵士たちが振ふり返かえる前に、タムリナは弓を引き絞って矢を放つ。二本の矢は兵たちの腕うでを掠かすめて飛んでいく――そして、タムリナが言っていた通りに麻痺毒が回り、兵士たちはリクトたちの姿を認めることなく昏倒した。

「すごーい……潜せん入にゆう任務にはうってつけの武器ね」

「これは、彼らの言っていたミストルクに作ってもらったものなのだ……戦士の武器や防具を作ることにかけては、ミストルクの技術は抜きん出たものがある。それを安く買かい叩たたこうとは、名工の誇ほこりを汚す行こう為いだ」

　タムリナの話を聞いて、リクトはミストルクと呼ばれる人々の持つ技術に関心を持つ。エルセリアにも優秀な武具職人はいて、今も十分に頼れる裝備を得ているが、常に少しでも良い裝備を求めるのは、武人としての性だと自覚していた。

「リクト殿、今なら捕つかまっている商人を連れ出せます。私とマリエスは、タムリナ殿を連れて導きの石の捜そう索さくに回ります」

「ああ、そっちは任せた。俺おれは商人と話して事情を聞いたら、外に連れ出す。あとでアルシェたちのところで落ち合おう」

　セシルは首しゆ肯こうしたあと、風精霊シルフの力を借りた《風姿のウインド・ハ隠形イデイング》を使い、三人の姿が空気に溶け込むようにして見えなくなる。リクトは三人の気配が離れたあと、商人が捕らえられていると思おぼしき地下への階段を降りていく。

　タムリナが麻痺毒で倒した男たちのいずれかが牢ろう番ばんだったのか、誰も見張りはいなかった。砂が入り込んだ石造りの簡素な牢ろうに、一人の少年が縛しばり上あげられ、床ゆかに転がされている。

「あ、あんた……誰だ……？」

　何度も鞭で打うち据すえられたのか、少年はアザだらけになっていた。しかしその目に宿る光は失われておらず、リクトをしっかりと捉とらえている。

「大きな声は出すなよ。俺は、お前の敵じゃない。不当に捕まっているようだから、ここから出してやろうと思っただけだ」

「……あんた……その肌の色……砂漠の民たみじゃないな……」

　リクトは少年を縛っている縄なわを切る。少年は身体の痛みに顔をしかめつつ、身体を起こして座り込んだ。

「助けてくれてありがとう、礼を言うよ。おれはラムサ・シュヴァイクってんだ。砂漠を股またにかける隊商の一員さ。まだ、使い走りみたいなもんだけどな」

　その話し方や仕草から、リクトはラムサが自分より年下だろうと見当をつける。表情が豊かで、笑うと白い歯が見えた。

「あんたには、何か礼をしなきゃな。レグディオラ軍とはこれからも、あまり波風を立てないように付き合っていかなきゃならないが……このオアシスまで武器を届けに来たのは失敗だったよ。支し払はらいに帝都の軍人を通さない時点で、おかしいとは思ったんだけど」

「武器を安く買い叩いて、上前を撥はねられそうになったんだな。持ってきた武器はどうする？　回収しなくていいのか」

「うーん、できれば回収したいけど、もう納入しちゃって倉庫に入れられちゃったからな。おれは自分の駱駝さえ取り返せればいいよ。武器の代金も取れれば、なお良いかな」

「武器を残していくなら、正当な代価はもらっておくべきだな。しかし、この中継地に、そんなに貨か幣へいがあるものなのか？」

　リクトが素そ朴ぼくな疑問を向けると、ラムサは苦笑いをする。そして、頭上を指さす……それは、レグディオラの軍人たちを示す意味だった。

「あいつらは、帝都から離れてることにかこつけて金を貯めこんでるのさ。帝都で金を貯めても、すぐに皇帝の配下の役人が嗅かぎつける。役人どもは、みんなが皇帝に怯おびえてることをいいことに、やりたい放題だからな」

「……聞くに耐たえない非道を働いてる男が、皇帝で居られる理由が分かった気がするよ」

　権力を握にぎっている者の下には、その権力を利用しようと思う者が集まる。今の皇帝の下についた方が得だと判断する者が、レグディオラには少なくない――おそらくは、軍人もそうだろう。戦争は、軍人が権力を得るための大義名分になる。

「ラシード皇帝は、自分を諌いさめる権力者を軒のき並なみ粛しゆく清せいしたあと、言うことに従う者をそれらの地位につけた。そいつらからしてみれば、皇帝は無二の恩人さ。『処しよ刑けいの丘おか』で首を刎はねられるところも見せられるもんだから、後で逆らう気も起こらないだろうな」

　ラムサの話しぶりからは、彼かれもまた今の皇帝ラシードを良く思っていないことが伝わってくる。タムリナだけでなく、多くの民がそう思っているのならば、ラシードを討うてば戦争が終結に向かう可能性はある。

　リクトは自分の素す性じようを話すべきかどうかを考えていたが、ついに結論を出す。全すべてを明かし、協力を得られれば、レグディオラを止める足がかりが掴めるかもしれない。

「……まだ、俺からは名乗ってなかったな。俺の名はリクト、ここから遥はるか南東にあるエルセリア王国の将軍だ。アルマジーア帝てい国こくとは同盟を結んでいる……友国へのレグディオラの侵しん攻こうを止めるため、仲間と共にここまでやってきたんだ」

「やっぱり……あんた、実りの原から来たのか。俺たちの国を止めるって、あの皇帝を倒そうってのかい？」

　実りの原と言われてリクトはすぐに思い当たらなかったが、砂漠と比べれば遥かに肥ひ沃よくなアルマジーアの平原を指すのだろうと思い当たる。

「皇帝を倒す……か。可能ならば、そうするつもりだ。そうでなくても、敵の重要な拠点の機能を止めれば戦争は終わる。手て筈はずが整えば、アルマジーアとエルセリアの連合軍が、南から来ることになっている」

　包み隠さずに話したのは、中ちゆう途と半はん端ぱに伏ふせながら話せば、逆にラムサの信しん頼らいを得られなくなると考えたからだった。ラムサは驚おどろきながらも、リクトの言葉が真実なのか、測るような目で見つめてくる。

　そして、ラムサは小さく首を振って嘆たん息そくする。それはリクトを信じなかったからではなく、自じ嘲ちようを表していた。

「恩人を疑うなんて、俺は小さいやつだ……あんまり派手な話で、すぐに信じられなかったよ。レグディオラは戦争に勝つって言われていて、アルマジーアの大きな要よう塞さいを攻め落とすって話を聞いたからな。あんたたちの反はん撃げきの目はないんだと思い込んでたよ」

「ノーザニカ要塞のことなら、ぎりぎりのところで俺たちが守った。敵の将軍ランギスとは一いつ騎き討うちをしたが、相手は手傷を負って逃げていった……今はどの辺りに居るかわからないけどな」

「な、なんだって……？　ランギスっていったら、レグディオラ軍の二番目の地位にいる将軍じゃないか。あいつに手傷を負わせて、あんたは無傷で済んだってのか？」

　真実を話している以上、リクトはただ頷く他はなかった。ラムサはしばらく呆ぼう然ぜんとしていた――信じられない、と言い出しかねない顔で。

　しかし、その目が徐じよ々じよに輝き始める。驚きは憧あこがれに変わり、ラムサは勇者か何かを見るような目をする。

「す、すげえや……そういえばあんた、ここまでも無傷で、騒ぎも起こさずに入ってきたもんな。それって、めちゃくちゃ強いからなのか？」

「魔術を使えば、見つからずに侵入するくらいはできるさ」

「魔術……あんた、魔術が使えるのか。だったら、おれたちが作る武器を、最大限に活いかせるかもしれないな。おれたちは特殊な鉱石を使って、魔ま力りよくに反応する武器を作ってるんだ。並みの武器より、数倍上の破は壊かい力りよくが出せるんだぜ」

「そうか……ラムサは『ミストルク』なんだったな」

「ああ、そうだ。聞いたことあるかい？　砂漠を行き交って、自分たちで作った武器を売り歩いてる隊商さ。俺はそこの頭領の息子むすこなんだ」

　ラムサたちが武具職人であったことは、リクトにとって思いがけない幸運だった。

　黒竜の血を浴びた剣は、修復されたとはいえ、最強の武器とはいえない。リクトが持っている中で最高の硬度を誇るものは赤竜フレイアの角だったが、常に武器として使うのは、やはり使い慣れた剣だった。

　もし、赤竜の角を武器に加工出来るのなら、それ以上の武器は望むべくもない。

「特殊な鉱石か……石じゃなくて、他の素材を加工することはできないか？　例えば……」

　リクトは腰こしの後ろに提さげた物入れから、赤竜の角を取り出す。それを見たラムサは目を瞬しばたたいていたが――それが何なのかに気づいた瞬しゆん間かん、飛び上がるほどに驚きよう嘆たんした。

「りゅ、竜の角っ……!?　ななっ、なんでそんなもん持って……」

「ああ……俺がこの剣を使って、持ちうる最高の技を使って折った」

「お、折った……この剣で？　こ、この角、今は白いけど、このスジは赤竜の角だ……間ま違ちがいない、図ず鑑かんで見た。これより硬かたい角なんて、この大陸には存在しないんだぜ……？」

　赤竜は竜の中でも高位に位置し、人の前に姿を見せる中では最強の竜種と言われている。正確には竜ではなく、竜化した竜人族の角だが、ラムサの言う通りなら、『まことの竜』たる赤竜と形状は変わらないのだろうと思われた。

「話の続きは後にしよう。この砦を出たら、もう一度依い頼らいさせてくれるか。俺はこの角を、剣にして使いたいんだ」

「うぉぉ……こんなとこでそんなスゲえ素材にお目にかかれるなんて。砂竜の角なんて目じゃねえよ……すげえよ、すげえよ……」

　ラムサは感激しながらも、名残なごり惜おしそうに一度赤竜の角をリクトに返す。ここまで喜ばれると思っていなかったリクトは苦笑しつつも、ラムサを連れて砦を後にした。
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　一度砦を脱出したリクトたちだが、セシルたちの報告で、この中継地にレグディオラの連絡兵が定期的にやってきて、砦の守将が報告を上げていると分かった。

　魔術で情報網を作っているわけではなく、物理手段のみで連絡を取っているのならば、マリエスの固有の能力である《幻魔眼ヒユプノス・アイ》を用いれば、守将の行動を操って偽にせの報告をさせることで、レグディオラ軍の本隊に知られないままに、この中継地の機能を奪うことができる。

　さらにアルシェはラムサに、軍との取引を続けてもらうように頼んだ。ラムサが所属する『錬金鍛か冶じ師し』の隊商『ミストルク』は、レグディオラの広大な砂さ漠ばくを行き来して鉱石を掘ほり、武器を作って売っている。彼らも今の皇こう帝ていに反感を持ってはいるものの、軍との取引をやめてしまえば商売が成り立たなくなってしまうし、軍がミストルクに対して強硬な手段に出ることもありうる。それは避けておきたいところだった。

「おれたちは自由に動けた方がいいってことか。そのほうが、リクトの兄貴たちに協力しやすいもんな。あんた、ちっこいのに頭いいな」

「……小さくありません。私はお兄様にも、ちゃんと一人の女性として認められて……」

「あ、アルシェ、お手て柔やわらかにしてやってくれ。ラムサも悪気があるわけじゃないんだ」

　アルシェはまだ憤ふん慨がいしている様子だったが、リクトになだめられて辛かろうじて怒いかりをおさめる。ラムサは失言に気づいて、申し訳無さそうに頬ほおをかいた。

「いや、リクトの兄貴が頼るんだから、立派な軍師さまだよな。悪かった、謝あやまるよ。これはうちの武器を納入した分の代金だけど、ひでえ目に遭あった仕返しに多めに持ってきたから、あんたに渡わたしとくよ。軍師って金の勘かん定じようもするんだろ？」

　アルシェはラムサの差し出した袋ふくろを見て目を瞬く。リクトは彼女の反応を見て、入手した経けい緯いが経緯なので、受け取っていいものかと迷っているのだと慮おもんぱかった。

「レグディオラの民の血税から出てる金……というと、ちょっとためらわれるものはあるけど。アルマジーアでフィアの持ってた銀貨が役に立ったのと同じで、先立つものが必要になるかもしれないからな。もらっておこう」

「は、はい……分かりました。ありがとうございます、ラムサさん」

　ラムサは照てれ隠かくしに鼻の頭をかいたあと、今度はリクトに向き直る。

「兄貴、武器の材料をおれに預けてくれないか？　代わりになる剣も渡しておくけど、大事な戦いの前には、絶対に新しい剣を完成させて届けるよ」

「ああ。頼んだぞ……いい剣が出来るのを期待してる」

　リクトは黒竜の血を浴びた剣と、赤竜の角のふたつをラムサに預ける。ミストルクの技術である『融錬』は、基礎となる武器に、新たな素材を融ゆう合ごうさせる技術である。それをどうやって可能にしているのかまでは、ラムサは一族の秘伝だと言って明かさなかった。

「確かに預かったよ。おれ、絶対にすげえ剣を作るからさ。待っててくれよな！」

　ラムサは言うと、すぐ近くに隊商が来ているからと言って、砦から密ひそかに連れ出した自分の駱駝ルバツカに乗り、夜の砂丘に走り去っていった。

「この砦はアルマジーアへの攻撃軍が通るとき以外は、ほとんど兵がいないみたいだな」

「じゃあ、全員無力化しちゃいましょうか？　そうしたら屋根のあるところで寝ねられるし、食料の心配だってなくなるしね」

「そうですね……水場の近くに生えている木の実だけでは、十分とは言えませんから」

　マリエスの意見にセシルが同意すると、他の女じよ性せい陣じんも次々に同意をはじめた。

「わらわは酒が飲めれば言うことはない。これだけ夜は冷え込むのだから、酒で身体を温めるようなこともあると思うのじゃがな」

「確かに……それはあるかもしれませんね。アルシェお嬢じよう様さまには、まだお召し上がりいただくには早いですけれど……」

　フレイアとフィアの親子も満まん更ざらでもない様子だった。最後に残ったタムリナをリクトが見やると、彼女は腕を組んで微笑ほほえむ。

「戦士は戦う前に、景気付けに酒を飲むことがある。酔ようほどではなく、たしなむ程度に口をつけるのが良い」

「反対意見はゼロか……わかった。俺たちが砦の全員を眠ねむらせる。その後で、幕舎テントでも借りて休むとしようか」

「よーし、やるわよ！　って言っても、この砦って言うほど人が居なさそうよね……私たちが砂漠まで来ると思ってなかったのかしら？」

　アルマジーアの馬は、駱駝と違ちがって砂漠を移動することは出来ない。それゆえに、レグディオラが砂漠をアルマジーアに対する天然の防ぼう壁へきだと思っていたことは想像に難かたくなかった。




　リクトたちは砦に居た兵たちをこともなく無力化し、土つち壁かべで作られた兵舎に集めて寝かせた。マリエスの言葉通り、兵は全員で三十名ほどで、アルマジーアの侵攻を警けい戒かいしていなかったことが見てとれた。

　しかし敵の大軍が駐留していれば、こうも上手うまくはいかない。アルシェは事前に鳥を偵察に放ち、この中継地に敵軍が来ないことを事前に確かめていた。三つの経路のうち、敵が次に使うのは、西側か中央の道だという見当もつけていた。そちらの道に輸送兵が行き交い、大軍を支えるための食料が運び込まれていたからだ。

　アルシェは全員を砦の一室に集めた。砦にあった地図を広げ、現在の状じよう況きようを皆みなに説明するためだ。

「この中継地にすぐに敵軍が流れこんでくることはありませんが、他の経路からは、ノーザニカを目指して敵軍が送り込まれています。本隊の方々なら防衛してくれると信頼していますが、ノーザニカ要塞はかなり老ろう朽きゆう化かしています。敵が攻こう城じよう兵器を投入してくる可能性もありますし、このまま数すうヶか月げつも防戦を続ければ、陥かん落らくの可能性も否いなめません」

「新しい砦を作るにも、ノーザニカを完全に修しゆう繕ぜんするにも時間がかかるか……その時間をとらせないように、敵は波状攻撃を仕し掛かけてくる。そういうことだな、アルシェ」

「はい。敵の兵力の全てを把握できてはいませんが、先日交戦したランギス将軍の隊は、あの兵力でノーザニカを落とせると思っていたのでしょう……それが撤てつ退たいを選んだということは、さらに兵力を増す余地があるということです。ランギス将軍は驃ひよう騎き将軍と伺いました……レグディオラの軍には、それ以上の地位の者はいますか？」

　アルシェに質問を向けられ、タムリナは少し考えてから答えた。

「ランギスより上の将軍は居ないが、ラシードがその上にいる。レグディオラでは、皇帝が大将軍を兼かねているのだ。昔、大将軍が皇帝に成り代わろうとしたことがあり、それを防ぐために軍の権力を皇帝が掌しよう握あくするようになった」

「ということは、皇帝が率いる兵はもっと多いってことね……皇帝自身が軍を率いて攻せめてきたら、総力戦じゃないと退けられそうにないわ」

「そうなれば、多くの者が死にます……ルクサンブルが陥落したあの時よりも、遥かに犠ぎ牲せいは大きくなってしまう」

　そして、その総力戦に敗れたとき、アルマジーアは滅ほろび、エルセリアにまで戦火は届く。

　――どんな方法を使ってでも、それを防がなければならない。

　リクトたちは何も言わずとも、意見を一いつ致ちさせていた。故郷を守るため、遥か北にまで旅をしてきたのだ。

「……私もレグディオラの民として、出来ることがあったはずだった。しかし、余りにも無力だった……皇帝の凶きよう行こうを目の前にしながら、何一つ……」

「娘むすめよ、それは違うぞ。人にはどうしても成し得ぬことがあり、何もかもに責任を感じることこそが傲ごう慢まんというものじゃ。出来ぬことは出来ぬ、ならば誰かの力を借りる。お主はそれを選び、前に進んだのであろう？　ならば、悔くいるでない。悔いる暇ひまがあったら、少しでも先のことを考えよ」

「……フレイアといったか。何か、只ただ者ものではないように感じていたが……そこまでの威い風ふうを得るまでに、どんな人生を送ってきたのだ」

「タムリナ、フレイアは竜人族なんだ。もう二百年以上も生きてるから、人間にしてみれば二回以上も人生を全まつとうしてるようなものだよ」

「竜人……そうか。それで、人間とは根本から違う強さを感じるのだな……フレイアの娘もまた、竜人の子ということか」

　タムリナが感かん嘆たんすると、フィアは恥はずかしそうにする。フレイアはそんな娘を見て、リクトにもめったに見せることのないような優やさしい笑え顔がおを見せた。

「リクトお兄様の元には、それこそひとつの軍団に匹敵する人たちが集まっているんです。フレイアさんは、五千人の魔術軍団を相手にしてひとりで戦ったんですよ」

　赤竜は魔術に対する耐たい性せいを持っているため、高位の魔術師が相手でなければ倒たおすことはできない。タムリナも竜種の魔ま術じゆつ耐性については知っていたが、それでも五千人をひとりで相手に出来るという事実は、途と方ほうも無いものだと感じていた。

「……お前たちに出会い、力を借りられたこと。それがどれほどの幸運によるものだったのか、今さらに分かった……リクトは、超越した強さを持つ者を、さらに抜きん出た力で統とう率そつしていたのだな」

「どちらかと言うと、統率してるのはアルシェだけどな」

「アルシェちゃんも、リクトの影えい響きようを受けて、軍師にしては大だい胆たんになってる気がするけどね」

「時には胆たん力りよくを求められるのが軍師ですから、私は良いことだと思います」

　話題を振られたアルシェは顔を赤らめて照れ、リクトはそんな彼女を愛らしく感じて頭を撫なでる。そんな二人を見て、タムリナはふと、遠いところを見るような目をする。

「……姉上」

「ん……タムリナ、何か言ったか？」

　問いかけるリクトに、タムリナは笑顔を返し、首を振る。

「いや。昔のことを思い出しただけだ」

　そう答える彼女が、リクトには少し寂さびしげに映る。しかし今は、なぜそう感じるのか、確かめられるほどに彼女のことを理解できてはいなかった。
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　ほんの少しだけ、のはずだった。

（それが、どうしてこうなった……としか言いようがないんだが）

　砦の中にあった広間で食事をする際に、喉のどを潤うるおすためという名目で、リクトたちはオアシスの水とナツメヤシの実で作った酒を飲むことにした。

　そこまでは良かったのだが、大おお瓶がめの半分だけを開けるつもりが、いつの間にか二つの大瓶が空になっていた。マリエスが、砦の指揮官の部屋に隠してあった酒を発見してきて、何食わぬ顔で全員に注いで飲ませてしまったのである。

　最初の一いつ杯ぱいですでにほろ酔いになっていた一行は、二杯目を口にすると劇的なまでに崩壊した。酒の力は恐おそろしい、とリクトは水を口にしながら考える。リクトはもう三杯も飲まされていたが、さすがにこれ以上はまずいと思って踏みとどまった。

　目の前に、飲み過ぎた場合の悪い例が、わかりやすく繰くり広ひろげられている。

「だーからぁ、リクトはちょっとエルセリアにはいない系統の美人に会ったから、一時的に意識しちゃってるだけなの。わかる？　タムリナちゃん。いいえ、タムちゃん！」

「変な名前の切り方を……するな。私の名は、族長の娘としての……誇り高き名だ」

　タムリナはマリエスの絡み酒にも、正面から応じている……ように見えるが、彼女の褐かつ色しよくの肌はだも赤みを帯びて、身体が微び妙みようにふらふらと揺ゆれていた。

「それに……リクトが私を意識しているというなら、それはマリエスに、魅み力りよくが足りないからではないか？　女の魅力は、どれだけ美しい舞いを踊れるかで……決まる。私の姿を見れば、リクトは、舞いの実力を自然に認めて……んっ」

　んっ、というのはどうやら吐と息いきのようだった。あきらかに酔っているのだが、それがリクトには正直を言えば色っぽく見えてしまって、咎とがめる気になれない。

「リクくんは、褐色の肌に興味があるのですね……私は日焼けをすると赤くなってしまいますから……ひっく。お望みに応こたえてあげられません……ひっく」

「ということは、さらに色白なわらわでは、琴きん線せんにも触ふれぬというわけか……？　それは困る。わらわは今度子供を作るときは、人間として作ろうと思っているのに。土ど壇たん場ばであちらが立たぬとなっては、女の矜きよう持じを折られてしまいそうじゃな……」

「い、いや……俺は何も言ってないぞ。それは、タムリナは綺き麗れいだと思うけど、みんなのことだってだな……」

「……本当ですか？　お兄様、先ほどからどこを見ているのかと思ったら、みなさんの体つきを見比べていませんか。英えい雄ゆう色を好むといえど、ただ胸が豊かだとか、それだけで女性を判断してはいけないと思います。小さくても、触さわってみれは柔やわらかいとお伝えしたはずです」

「アルシェ様、そのようなことを日常的になさってるんですか？　すごいですねぇ……リクト様、アルシェ様のお胸の感かん触しよくはいかがでしたか？　私もすごく柔らかそうだなって、お風ふ呂ろのお世話をさせていただくたびに思ってたんですよねー」

　アルシェもフィアも顔が真っ赤になっていて、いつもならば言わないようなことを次々に口にする。アルシェの従者として畏かしこまった態度でいることの多いフィアは、特に素が出ていつもとの差が大きくなっていた……これでは忠節を守るメイドというよりは、歳相応に噂うわさ話ばなしが好きな少女というようにしか見えない。

　リクトがなんと言っていいのかと迷っているうちに、どういう話の流れでそうなったのか、マリエスとタムリナは立ち上がり、舞いの対決を始めていた。

「な、なかなかやるわね……その腰つき、私に対する挑ちよう発はつと受け取ったわ」

「おまえこそ、戦士である私の舞いについてこれるとは……見上げたものだ。しかし、リクトは私の方にこそ見とれているようだな」

「なんですってっ……リクト、どっちの舞いがきれいなの？」

「い、いや、どっちがっていうか……どっちも綺麗で、甲こう乙おつ……」

「はっきりしてもらわなければ困るな……何のために、おまえだけに見てもらうために舞ったと思っているのだ。最初から繰り返すから、しっかりと見ているがいい」

　マリエスはエルセリアの貴族の舞ぶ踏とうを披ひ露ろうしているが、それは舞踏会に出てきた男性が残らず見とれ、女性は羨せん望ぼうの眼まな差ざしを送る、優美なステップだった。

　一方タムリナの舞いは情熱的で、身体全体を緩ゆるやかにうねらせるような、その肢し体たいのしなやかさをことさら強調するようなものだった。

　それを見せつけられながら、リクトは間違えてナツメ酒を飲んでしまったアルシェに抱だきつかれ、フレイアに酒の代わりを勧すすめられながら迫せまられ、フィアとセシルはいつの間にか居なくなっている……恐らく、先に寝てしまったのだろう。逃にげたともいうが。

「あるじ殿……わらわも一児の母親とはいえ、一人の女であることに変わりはない。包み隠さずに言えば、人並みにもてあますものもあるのじゃ……分かるじゃろう？」

「持て余すって……え、ええと、若さとか、そういうことか……？」

「それは包み隠した言い方じゃな。単刀直入にいって、性欲じゃ」

「せ、性欲って……」

「あるじ殿の初めてを、わらわが奪うばってやっても構わぬぞ……初めて同士じゃが、わらわの方が長く生きておるゆえ、知識は誰にも引けをとらぬ」

　フレイアの文字通り人間離れした美び貌ぼうが迫ってくる。アルシェに抱きつかれたままで逃げられず、リクトは自分の貞てい操そうが絶体絶命であることを自覚し――今は情熱的に舞っているマリエスたちが、この状況に気づけばどうなるのかと思い、冷ひや汗あせが止まらなくなる。

「お兄様……アルシェはいつも、お慕したい申し上げています……」

「くっ……あ、アルシェ、逃げるぞっ！　ここは逃げないとダメだっ！」

「あっ……待たぬか、あるじ殿っ！　わらわの話はまだ終わっておらんぞっ！」

　服をはだけようとしていたフレイアは、胸を押おさえながら追いかけようとする。しかしここでリクトが誘ゆう惑わくに負ければ、他の女性陣が黙だまって見ていてくれるわけもない。

　それゆえに、今は逃げることが上策なのだ。リクトは自分に言い聞かせながら広間のある建物を出て、就しゆう寝しん時に使うと事前に決めていた幕舎に入る。夜の砂漠は気温が極きよく端たんに低下するが、革を何重にも重ねて作られた幕を屋根にした幕舎は、フェルトが床に敷しき詰つめられて適度な温かさが保たれていた。

「大変な目に遭いましたね、お兄様……私を連れてきてくれて、ありがとうございます」

「アルシェには酒はまだ早いしな……悪いな、いつもこういう時は付きあわせて」

　リクトがアルシェの頭を撫でると、薄うす暗くらがりの中で、彼女は顔を赤らめて朗ほがらかに笑う。

「いいえ……私も早く、一人前の女性になって、皆さんに追いつきたいですから」

「背せ伸のびはしなくてもいいんだぞ。俺はアルシェが大きくなるまで、ゆっくり待つから」

「……はい。お兄様は優しいのですね……それとも、お兄様も初めてなので、勝手がわからないのでしょうか……」

「っ……ま、まあ、俺の歳で浮ういた話の一つもないっていうのは変かもしれないな……十八で仕官して、すぐ結けつ婚こんする男も多いしな」

　エルセリアでは『十騎長』という、十人の兵を率いる者から将校と呼ばれる。その上が百騎長、千騎長は将軍と言いい換かえられ、万騎長は『魔将』と呼ばれる者たち――つまり、リクトたちである。

　訓練学校で優ゆう秀しゆうな成績を収めた者は卒業後に仕官すると十騎長の位を与あたえられ、成人男子の平均以上の俸ほう給きゆうを得る。それを機に結婚する者は多く、軍人のほとんどが、若くして家族を養っている場合が多かった。

　十八歳でも適てき齢れい期きであると言われる中、独身であるリクトは、女性将校や貴族たちから熱ねつ烈れつな支持を受けていた。エルセリアの王都セラムで過ごした時間は長くはないが、あまりにも女性たちのアプローチを受けすぎるので、マリエスもセシルも気が休まらない日々を送っていたのだった。

「……これは、私の我わがままだと分かっていますが。お兄様にはまだ、そのままでいてほしいです。私の裸はだかを見たときに、どきどきしてくれていたお兄様のままで……」

「裸を……そのお話は初耳です。リクくん、どうして秘密にしていたのですか？」

（この声は……せ、セシルさん……!?）

　リクトは幕舎の中に誰もいないとばかり思っていたが、改めて考えてみると、酒しゆ宴えんの場を出る時にセシルの姿がいつの間にかなくなっていた。

「隙すきを見せると、すぐに二人きりになろうとするのですから……私の方が年上といえど、あまり余よ裕ゆうを見せてもいられません。アルシェは策士なのですから……」

「……お兄様は別の場所で休むとおっしゃっておられましたが、セシルさんのご協力も得られれば、今から外に出て行くにはかなりの決断力が必要になります」

「えっ……お、俺は……その、やましいことは何も考えてないけど、別に出て行くつもりは……」

　動どう揺ようのあまりにリクトが口を滑すべらせてしまう――暗がりの中でも分かるほどに赤らんでいるセシルの顔が、リクトにはさらに赤くなって見えた。

「ま、待った……セシル姉、今のはその、誤解っていうかっ……」

「リクくん……アルシェの誘さそいであれば、寄より添そって眠ることも厭いとわないというのですね。そんなところを戻もどってきた他の皆が見たら、どう思いますか？　もし私がここに伏せていなければ、リクくんは隊長としての信頼を損そこねるところでした。システィナ様がご不在の今、姉代わりの私としては、そんなことを看過するわけにはいきません」

「セシルさん、酔っていらっしゃるわりに、弁べん舌ぜつがなめらかです……いつも口数が少ないのは、言葉を選んでいるからだったのですね」

「感心してる場合じゃ……アルシェは酔ってないよな？」

　アルシェはセシルに心から共感し、尊敬の目で見ている……どうやら、酒の匂においだけで酔ってしまったということらしい。

「……セシルさん、休むときは服装はどうされますか？」

「そうですね……鎧よろいの下に着る肌はだ着ぎはありますが。女性のほうが数が多いですし、この中はあたたかいですから、素す肌はだに毛布一枚でも問題ありませんね」

（問題大ありだっ……というか、問題しかない……っ）

　それを声に出せないのが自分の男としての未熟さなのかと、リクトはいつかの姉の言葉を思い出して自省する。若い男が女性の裸に興味が無いと言ったら、男色を疑われてもおかしくないところで、仕方のないことだ。リクトはそんな言い訳だけは早く思いつく自分が、つくづく女性に弱いことを痛感する。

「アルシェ、眠る前に水浴びをしてきましょうか。お酒の匂いをさせていては、リクくんも寝ね付つけないと思いますし」

「はい……お兄様、見張っていていただいても大だい丈じよう夫ぶですか？」

　兵を倒したとはいえ、無防備に水浴びをするのは気になる……そう言われてしまっては、リクトに断る理由はなかった。




　その後、リクトは幕舎で女性陣がやってくるのを戦せん々せん恐きよう々きようとして待っていたが、幸か不幸か、危き惧ぐしていた事態にはならずに済んだ。

「はふぅ……リクトったら、そんなところばっかり……」

「んっ……リクト、私たちには成すべき使命が……」

　マリエスとタムリナの寝ね言ごとを聞きながら、リクトは緊きん張ちよう感を強しいられる任務の中で、女性も色々と溜たまったりするのだな、と冷静を装よそおって考えていた。とても眠れるわけもなかったが、不ね寝ずの番ばんをするには丁度良いと開き直ることにした。







第三章　レギンソードの夜
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　中ちゆう継けい地ちの地図はレグディオラの帝てい都とレギンソードの位置も示していたが、駱駝ルバツカを使っても数日はかかるほどの距きよ離りがあった。

　地図の上には、レギンソードの近くから流れてくる大河があった。大河は途と中ちゆうで東西に分かれており、南東に流れてくる河は海に続いていた。

　リクトの水精霊ウンデイーネの制せい御ぎよは完かん璧ぺきになり、誰だれもが汗ひとつかかずに旅を続ける。タムリナだけは肌はだ寒さむいと言って、外がい套とうを深くかぶって肌を隠していた。太陽の光も和やわらげられるため、マリエスたちは肌を隠さずに涼すずしげな格好をしている。

「あ……あれ？　ずーっと向こうに見えるのって、『果ての線』ってやつ？」

　砂漠の丘きゆう陵りようから、海が見える。海の向こうは果てしなく、真っ二つに天と海が分かれているように見えることから、『果ての線』と呼ばれていた。

「海か……久しぶりに見たな。エルセリアにいると、絶ぜつ壁ぺきから見下ろすことしか出来ないからな」

「アルマジーアの南方は海に面していますが、船の技術などはあまり発達していません。お父様は、良い船が作れるようになったら交易をしたいとおっしゃっていましたが……」

「船……あれって、船じゃない？　レグディオラの船着き場……？」

　マリエスが指差す先、河口の近くに一隻せきの軍船が止まっている。それを見ていたアルシェは、河が流れてくる方角に視線を移した。

「タムリナさん、あの河がカリム運河なら、運河要塞からここまで続いているのですか？」

「……そういうことになる。しかし、私は要塞の姿までは見たことがない。軍人でなければ、近づくこともできない場所だ」

「つまり……この船着き場にある船は、運河要塞の近くを通ってきた。もしくは、運河要塞から、何かを運んでここまで来たとも考えられます」

「偵てい察さつしてみれば、あの船が何を運んできたかは分かるはずじゃ。しかし……この河の流れでは、逆らって上ることは出来まい。片道で使い捨てにするほど、船に使う木材が余っているとも思えぬな」

　フレイアの分ぶん析せきを、アルシェは何も言わずに聞いていた。同じことが、彼かの女じよも引っかかっていたからだ。

「海を経由して、北に戻るとも考えられますが……帆ほを張って風で進む船ですから、この風向きでは、それも難しいでしょう」

　アルシェは手て漕こぎ船ぶねというものもあると知ってはいたが、遠目にも、レグディオラの船がそのための機構を備えていないことは見てとれた。

「ねえ、どうするの？　あの船も敵の重要なものなら、確保しておいた方がいいんじゃない？」

「派手な行動を取ると、俺おれたちの存在を知られることになるが……それも良よし悪あしだな。敵の意識がこちらに向けば、ノーザニカを攻めづらくなるかもしれない」

「いえ……皇帝を倒すには、ここで事を起こすのは得策ではありません。先ほどの中継地で偽の報告をさせた意味がなくなってしまいますから」

「……アルシェ、何か迷ってるのか？」

　リクトに問われて、アルシェは駱駝の上で微笑んだ。心配ないと言うように。

「あの船の存在は、何かの鍵かぎになる気がしました。タムリナさんに未来を占うらなってもらったら、あの船が出てきたりはしないでしょうか」

「アルシェがそう言うのなら、出てこないとも言えないが……私の占いはそれほど融ゆう通ずうの利くものではない。何度占っても、同じ光景が見えるだけだ……今見える未来を過ぎなければ、その先が見えることはない」

「今見える未来……四つの腕うでの怪かい物ぶつってやつか」

　タムリナの見た未来の中で、その怪物と戦っていたのは自分かもしれない――もしそうならば、自分が勝つことで、タムリナに未来を見せられる。

（……あんたが言ってたことを思い出すよ、クルド）

　アルシェの兄クルドは、妹に未来を与えるために戦い、命を落とした。

　クルドを殺あやめた当人であるフィアは、今でもそのことを悔やんでいる。取り返しのつかないことをしたと自分を戒いましめながらも、その竜人としての類たぐいまれな戦せん闘とう能力を、アルシェの従者として振ふるうと誓ちかった。

　もし竜人の力をクルドが持っていたら、あの時命を落とさず、アルマジーアとエルセリアの戦争は違う形で決着を迎むかえていたかもしれない。フィアを倒しきれずに敗れたということは、人としての極きよく致ちにあったはずのクルドの強さは、種族の壁を超こえられなかったことになる。

「リクト、どうしたの？　真ま面じ目めな顔しちゃって……」

「……いや。四つの腕の怪物なんてものを倒すには、それこそ今さらな話だが、人間を超える覚かく悟ごをするべきだと思ったんだ」

「リクトは既すでに常人離れしていると思うが……マリエスもセシルも、その魔ま術じゆつの技術は感嘆に値あたいする。物語の中の英雄のようだ」

「そ、そんな……セシル姉は英雄っぽいけど、私はただの恋こいする乙おと女めっていうか」

「そういう発言をせずに威い厳げんを見せていれば、魔将らしいのですが……いえ、黙っていてもあなたは容姿が華はなやかすぎていけませんね」

　ずっと緊張の糸を張り詰めさせていたアルシェは、仲間たちのやりとりを見て相好を崩くずす。リクトも彼女の様子に気づいていて、その微笑みを見て安あん堵どした。

「ひとつ案を思いつきました。あの船で番をしている兵がいたら……これを使って、お話を聞いてもらいましょう」

「それならば……私なら、レグディオラの民たみとして交こう渉しようができる。私は皇こう妃ひとして表おもて舞ぶ台たいに出たことがないから、今の姿ならば素す性じように気づかれることはないだろう」

　タムリナはフードをかぶり、口元は布で覆おおっている。それは戦士というよりは、占い師らしい姿だった。

「あの船を買収すればいいのだな？　しかし、金を渡しても裏切る可能性もあるが」

「三分の一をその場でお支し払はらいして、残りは後で渡すようにと言っておいてください」

「ああ、分かった。あとは、私の弓を交渉に使うまでだ。軽く痺しびれさせて、解げ毒どく薬やくを渡すかわりに我が部族に忠誠を誓えと……な、何を見ているのだ？」

「タムリナもなかなか過激な手段を使うな……と思って、感心しただけだよ」

「な、なんだそれは……ああっ、私をおてんば娘を見るような目で見るな！　そんな目をしていいのは父上だけだ！」

　容姿は大人びて見えるが、タムリナの言動には少し危なっかしさを感じる。リクトはアルシェとは違うタイプだが、彼女はおてんばな妹のようなものだと思い始めていた。

「父上のことを言ったのは、私がまだ親おや離ばなれしていないからではないぞ。戦士としての心構えの全すべては、父と姉から受うけ継ついだのだ」

「っ……す、済まない。そうか……父さんと、姉さんから……」

　リクトは反射的に詫わびようとする。彼女の姉がラシードに殺されたのだと聞いていたことを思い出したからだ。

　しかしタムリナは眉まゆを下げて笑うと、リクトの肩かたに手を置いてなだめた。

「気にすることはない。リクト、私のあとからついてきてくれ。私ひとりで交渉するよりは、おまえが近くにいてくれた方が安心だ」

「心配しないでタムリナちゃん、いざとなったら私も幻魔眼を使えるように構えてるから。リクトと二人で見張りがしたいわけじゃなくてね？」

「ふふっ……それは頼たのもしいな。マリエスはリクトの前では強くなるようだからな」

　昨夜行われた舞まいの対決を経へて、マリエスとタムリナの間には好敵手としての意識を超え、友情が生まれていた。リクトも朝になってからそれを知ったのだが、同時になぜ最後まで見ていなかったのかと責められもした。

「……私もリクトが見ていると、うかつなことは出来ないという気持ちになる。ここにいる皆が、例外なくそうなのだろうな」

「あ、あはは……私は例外のはずなんですけど、ばれちゃってますか？」

　フィアの言葉はリクトに聞こえていたが、あえて聞かないふりをした。母親のフレイアもリクトに関心を寄せている以上、母娘で……ということになってしまうからだ。

（……あれ？　でも、この話の流れだと、まるでタムリナが俺に……）

「お兄さま、どうしたのですか？　もうタムリナさんは行ってしまいましたよ」

「あ、ああ、すぐに追いかける。マリエス、行くぞ」

「はーいっ♪」
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　レグディオラの船の番をしていたのは、二人の船乗りだった。彼かれらは軍人ではなく雇やとわれただけに過ぎず、ただ「船の番をしていろ」と命じられただけで、その船が何のために船着き場に停てい泊はくしていて、何に使われるのかも知らされていなかった。

　マリエスの幻魔眼を使えば、知っていることを隠さずに話させることも出来るが、それをするまでもないほど、彼らには嘘うそをついている素そ振ぶりが全くなかった。

「でも、重要なことは分かったな。あの船乗りが雇われる前は、もっと多くの軍船が停泊していた」

「それが一晩のうちに消えていた……私たちがここに来る、一ヶか月げつほど前のことのようだ」

　リクトとタムリナは、得られた情報をアルシェに報告する。アルシェは口頭で話されたことを全て書きつける必要もなく頭に入れていた。

「海に出ると、リプ＝ツェン司教国の領海に入るため、それは考えにくい。しかし軍船は、あの河の流れを遡さかのぼれない……」

　ならば、軍船は一つを残してどこに消えたのか。

　アルシェはひとつの結論を見いだしていたが、それが事実なのか、今は確かめる術すべがなかった。

「帆を張って、風を受けて進む船が、河の流れに逆らう方法がひとつだけあります」

「風の方向が変わる……ってことか？」

「はい。要よう塞さいから兵を運んできた船は、風向きが変われば要塞に戻ることが出来る……もしくは、上流にあるレグディオラの帝都近くまで行けるのかもしれません」

　もし自分がレグディオラの軍を運用するなら、必ず河を利用する。アルシェはレグディオラの地図を見たときに、ひと目でそう考えていた。

「運河に民を近づけないようにしている理由は、そこにあったのか……軍道として利用しているなら、あまりその実態を広めたくないはずだ」

「レグディオラの軍は帝都の近くでの訓練を経て、まず船で運河要塞に向かい、そこから三方向に分かれて進軍してきているのでしょう。それを可能にしているのは、圧あつ倒とう的てきな水運です。彼らは行軍距離を縮め、士気を保ったままで攻めることを可能にしていた」

「運河要塞……私たちが潜せん入にゆうして、どうにか出来るものなのかしら。とりあえず、見てみないとね」




　マリエスが言うとおり、リクトたちは河の流れを辿たどり、運河要塞を目指した。

　レグディオラの国土を南北に貫つらぬく河の流れが、二つに分かれる点……しかしそこには、猛もう烈れつな砂すな嵐あらしが巻き起こり、リクトたちの視界を阻はばんでいた。

「っ……これは……魔術、なのですか……？」

「これでは空から乗り込むことも出来ぬか……よもや、砂嵐で守られている城じよう塞さいとはな。タムリナが実態を知らぬわけじゃ」

「……こんなことは今までなかった。運河要塞には近づけなかっただけで、砂嵐が起こっているなどと聞いたことはない」

「あの途方もなく大きな影かげが、運河要塞なのか……？」

　大河が二つに分かれることによって作られる、三角形の地形。まるで河に南側から打ち込まれた楔くさびのように、『それ』は存在していた。

　メディナ運河要塞――それはカリム運河が二つに分かれる要よう衝しように作られた、外周十マール（十六キロメートル）にも及およぶ巨きよ大だいな城じよう郭かくだった。

「リクト殿……この声は、砂竜のっ……！」

　砂嵐の向こうにある要塞から、天に轟とどろくような砂竜の咆ほう哮こうが聞こえてくる。

「あの要塞に、砂竜が……それも、一匹ぴきや二匹じゃない……！」

　運河要塞で、砂竜を戦線に投入するための準備が今まさに行われている。

　やがて要塞から大量の砂竜が送り出される光景を想像し、リクトは戦せん慄りつを覚える――二十騎の騎竜兵ならば倒すことは出来ても、百騎ならば、倒しきる前に甚じん大だいな被ひ害がいが出る。一いつ般ぱんの兵では、何百人が同時に攻こう撃げきを仕掛けても、砂竜を倒すことなどできないからだ。

「砂竜を使し役えきし、砂嵐を恒こう常じよう的てきに発生させる魔術……タムリナさん、そんなことが出来る人に心当たりはありますか？」

「……蜃しん気き楼ろうの魔ま女じよ。あの女しか、考えられない」

　その存在が、名前を聞くたびに大きくなっていくようにリクトは感じていた。皇こう帝ていラシードに助力する、強力な魔ま術じゆつ師し。仮にその力でこの砂嵐を持続的に発生させているのなら、それはもはや、天災に等しい力を持っているということになる。

「……今はまだ、運河要塞を攻めるだけの準備が整っていません。このまま北上して、レギンソードを目指しましょう」
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　アルシェは砂嵐に近づくことなく、運河要塞から捕ほ捉そくされないよう距離を取って大河を渡わたることを選せん択たくした。駱駝ルバツカは人を乗せたままで泳ぐことができ、全員が無事に川かわ幅はば一マールの大河を渡り切る。

　リクトたちはそのままオアシスをたどりながら北上し、三日をかけてレギンソードに到とう着ちやくした。帝都の正門をくぐると、初めに見た砦とりでと同じような、白い土つち壁かべの建物が密集する平民街があった。

　平民街の市場は行き交う客と商人で溢あふれ、その全てが褐色の肌を持つ人々だった。リクトたちは肌の色で看破されないように幻げん術じゆつを使って行動する必要があった。

　タムリナは後宮に入る前に、客としてレギンソードに買い物をしに来たことがあるため、内情には詳くわしかった。平民街の宿の中でも、客の素性をあまり探さぐらないところを選び、リクトたちは拠きよ点てんを得て、まず街で情報収集を試みることにした。皇帝に近づく方法を探るためだ。

　皇帝の近きん況きようを尋たずねると、必ずと言っていいほど人々が口にするのは『蜃気楼の魔女』の名前だった。誰の意見も聞き入れなかったラシードが、蜃気楼の魔女の言うことには唯い々い諾だく々だくと従っているという。

　そして、蜃気楼の魔女と共に現れた『白き狼おおかみの剣けん士し』のことも噂うわさになっていた。

　その剣士は、帝都の闘とう技ぎ場じようで何人もの剣けん闘とう士しを返かえり討うちにした砂竜を、大剣の一ひと振ふりで倒したという。身みの丈たけほどにも大きな大剣を片かた腕うでで使いこなす姿を見て、ラシードはいたく気に入り、身辺の護衛を任せるようになった。そして、今では衛将軍に相当する地位を与えている。

　――皇帝の側近となったその二人がいる限り、皇帝の命は安あん泰たいだ。どれだけ恨うらまれても、暗殺で死ぬようなことはない。

　タムリナが皇帝を倒そうとして成らなかったのも無理はない、とリクトは思った。砂竜を倒せるような剣士が傍そばにいるなら、むしろ、その剣士とタムリナが戦わずに済んで僥ぎよう倖こうだったのだとすら思える。




　幻術が使えるリクトとセシルは、日中に街で情報を集めて回った。夜になって宿に戻り、宿屋の一室で全員に報告する。

「魔術師と剣士、二人抜ぬきん出でて強い人がいて……それに砂竜がいっぱい。一匹ずつならいいけど、いっぱい出てくると手て強ごわいわね」

「砂竜とは、元からあれほどの再生力を持っているものなのですか？」

　セシルが問いかけると、タムリナは首を振った。

「いや……それも、蜃気楼の魔女が現れてからだ。砂さ漠ばくの民は、大昔から男たちが大勢で砂竜を狩かることで糧かてを得てきた。元から再生能力はあったが、傷を受けてもすぐに再生するような個体はいなかった……尻尾しつぽが切れても、二週間で再生するほどではあったがな」

「元から持っている砂竜の能力を強化した……そして、多少なりと人の言うことを聞くようにもした。暴走の危険があっても、確かにあの強さなら、前線に投入する意味はある」

「しかし……竜の再生力を増し、使役する行こう為いを、人の力で行うことが出来るとしたら。『禁呪』の力を借りて行うほかは、考えられません」

「低級といえど、砂竜は魔術への抵てい抗こう力りよくを持っておるからな。例外的に、禁呪は竜に影響を与えることを可能とする……ハルヴォルの使っていた『鬼き神じんの指輪』と違ちがい、使役が完璧ではないのが救いじゃが」

　フレイアは竜人族であることを隠かくすために角つの隠かくしをつけているが、角の一本は折れている。『鬼神の指輪』をつけられていた角を、リクトが切り落としてフレイアを呪じゆ縛ばくから解放したのだが、まだ完全に再生してはいない。

「あの運河要塞に、どれくらい砂竜がいるのかは分からないが……前線に投入される前に阻そ止ししないとな。まともに戦える人間が限られる以上、俺たちの手で倒すしか……」

「……お兄様、今、ラシードはこの都に滞たい在ざいしているのですか？」

「ああ、それは間ま違ちがいない。少し前に、レグディオラの各部族の族長がこの都に集まってきて、皇帝は彼らと会合を行ったそうだ。その後は、宮きゆう殿でんの外に出てきていない」

「……私では成し得なかったことだが。後宮に忍び込むことができれば、お前たちならばラシードを殺すことができるかもしれない」

　タムリナはことを成し得なかった無念からか、目を伏ふせて言う。アルシェは熟じゆく慮りよを重ねてから、静かな決意と共にリクトを見やる。

「運河要塞に潜入する方法は、既に見当をつけています。でも、出来るならば……ここで、レグディオラの力を削そいでしまいたい。大将軍を兼かねるラシードを倒たおせば、敵軍の機能は一時的に麻ま痺ひします。その間に、ノーザニカの軍を呼び寄せます」

「暗殺が成功するかどうか……蜃気楼の魔女と、側近の剣士と戦うことになるかもしれないわけね。私とセシル姉が適任なんじゃない？　魔術師と剣士だから」

　マリエスはけろっとして言うが、その瞳ひとみにはある種の覚悟があった。

　命を賭としてでも任務を遂すい行こうし、皇帝ラシードを手にかける。それを恐れないエルセリアの魔将としての矜持が、マリエスとセシルにはある。

「……リクト殿は我が軍の要。私たちにもしものことがあっても、エルセリアの王となられるその日のために、生きてもらわねばなりません」

「もちろん、死ぬ気なんてさらさらないけど。『禁呪』が出てくると、命がけになっちゃうのは仕方ないっていうかね……私の火精霊術で防げるか、難しいところだし。まあ、先手必勝の戦法で、反はん撃げきされないように……」

「……マリエス、セシルさん。大人数で潜入するのは難しいかもしれない……でも、俺は、敵の最も強い相手と、自分で戦いたい。馬ば鹿かなことを言ってるとわかってるが、俺にも自分の強さに対しての誇ほこりがある……」

　リクトの言葉に、誰も何も言わずに耳を傾かたむけていた。マリエスはそう言うだろうと思った、というように、穏おだやかに微ほほ笑えんでいる。

「だから、『白い狼の剣士』と戦う役目は譲ゆずれない。セシルさんにも」

「……リクト殿」

　セシルは砂竜を倒すまでに、多くの手数を必要とした。その砂竜を一いち撃げきで倒した剣士は、確実に力量で上回っている――魔将を超えた剣士がこの国にいるという事実を信じがたく思いながら、それが事実なら、命を落とすこともあると予感していた。

「リクトならそう言うと思った。でもね、後宮に入る方法を考えたら……男の人だと、ちょっと無理じゃないかと思うのよね。タムリナちゃん、どう？」

「……後宮に入りこむことは、さほど難しくはない。本来なら、各部族の族長の娘むすめや、親族などが後宮に入るのだが……ラシードの非道が伝わり、娘の存在を隠すことが多くなった。人数が欠けると、後宮の役人は娘を集めてくる。見み目め麗うるわしい女性ならば、素性を質ただされることもなく入ることができる」

「なるほどな……しかし、それは側室として後宮に入れられるってことじゃないか。さすがに、マリエスとセシルさんにそれをさせるのは……」

「いいえ……私も行きます。敵のうちに入り込んで初めて分かることもありますから」

　アルシェの発言に、全員が驚おどろいて目を見開く。彼女はこの宿で、フィアを護衛につけて待機しているものだと誰もが思っていたからだ。

「軍師というものは、ただ後方で兵を率いるものではありません。時には自らが、最後に策を成なし遂とげるために動かねばならないのです。それが時に、危険を冒おかすことであっても」

「……そうでなければ、運河要塞を最低限の被害で落とすことは出来ない……か。でも失敗すればどうする？　アルマジーアは反撃の機会を失うことになるぞ」

　アルシェの決意が固いことを知りながら、リクトは諌いさめようとする。アルシェはそんなリクトを見て笑ってみせた。

「リクト様……お忘れですか？　私の身体からだは神を宿しています……どんなことがあっても、私はこの切り札があるかぎりは無事でいます」

　アルシェは光と戦の神の巫女みこであり、女神アルマーンをその身体に宿している。しかしその力は思い通りに操あやつることはできないと、アルシェが自分でリクトに言っていた。

　だが、アルシェの力で一度は救われているリクトは、これ以上反論する気にならなかった。なぜ、危険を冒してレグディオラに同行したのか。それが、自ら敵の懐ふところに入り込むためだったのだと、リクトは今いま更さらに思い知らされる。

「女神アルマーンを宿した少女が、軍師としても一軍の切り札になるとは……それも巡めぐり合あわせじゃな。わらわもアルシェを止めることは出来ぬ、わらわたちはアルマーンの生み出した存在じゃからな」

「……アルシェ様、私の手でラシードを倒せれば、それで……」

「フィア、あなたがとても強いことは分かっています。でも、あなたは命を捨てようとしているところがある……明るくしていても、私には分かってしまうんです。ですから、あなたには任せられません」

　フィアはそれ以上何も言えずに俯うつむく。そのスカートの中に隠された長い二つの曲刀こそが、アルシェの兄の命を奪った武器だった。

　震ふるえるフィアに近づき、アルシェは正面から包み込むように抱きしめる。見下ろすような背せ丈たけの少女に背中を撫なでられ、フィアは目を覆って涙なみだを流し始めた。

「アルシェお嬢じよう様さま……私は……私はまだ……っ」

「許されてはいけない……そう思っているんですね。だから私は、いつもあなたに命じなければいけないんです……私と、リクトお兄様と一いつ緒しよに、生きてくださいと」

「……今回は、俺たちだけで行く。フィアとフレイアはここで待っててくれ。フィアに暗殺をさせるのは、俺も気が咎とがめるからな」

　――手を汚よごすのは、自分でいい。

　リクトの言葉は、重く皆みなの心に響ひびいた。

　アルシェは時折リクトが見せる子供のような笑え顔がおを脳のう裏りに思い浮かべる。誰よりも優やさしく、強く、それゆえに人を殺めなければならない。

　たとえそれが悪逆の皇帝だとしても、リクトは堂々と正面から戦いを挑いどむのだろう。それだけは自分の編む全ての策を超えた、揺ゆるぎのない未来なのだとアルシェは思った。




４




　レグディオラ帝てい国こくを構成する十六の部族は、全て騎神グルナディンを信しん仰こうしているが、神に捧ささげる『舞い』が部族ごとに異なっている。

　中でもタムリナの部族であるファヴィラス族は、その舞いの妖よう艶えんさから人気が高い。帝都の盛り場の中にはファヴィラス族の舞いを見せる店があり、そこに宮殿からやってきた役人がお忍びでやってきては、踊おどり子こから美女を選んで後宮に連れて行くのだという。見返りに支払われる代価は踊り子として十年働いて得られるかどうかという額で、誰もがラシードの非道を知りながら、後宮に向かうのだという。

　踊り子は家族の負ふ債さいなどを背せ負おっていることが多く、それを一度に返すことが出来るとはいえ、露ろ出しゆつの多い服を着て踊りを見せることを、生いき恥はじだと考える女性が多かった。レグディオラの女性は日差しを避さけるために目以外を布で覆っているが、それは肌はだを見せてはならないという風習によるものでもある。

　タムリナは族長の娘として、皇帝が年に二度行う酒宴で舞いを披ひ露ろうする踊り手として参加し、そこで観衆を魅み了りようしたことで後宮に入ることになった。正式な輿こし入いれを行った皇妃の中では、タムリナは百人目――しかしタムリナが後宮に入った時には、ラシードの暴ぼう虐ぎやくによって殺された者が十数名、逃げ出そうとして処しよ刑けい、あるいは牢ろうに入れられた者がいて、皇妃は七十人を切っていた。

　側室として後宮に入った女性は五十人ほどで、代わる代わるラシードに呼ばれて伽とぎを行っても、ラシードはそれが皇妃なのか、側室なのかも見み極きわめようとせず、同列に扱あつかうことを好んだ。

「その露ろ悪あくな趣しゆ味みのおかげで、後宮に入る隙が出来た。蜃気楼の魔女は、皇帝が来ない限りは後宮には姿を見せない。ラシードが伽に訪おとずれたときに近づくしかない」

　もしその機会を逃のがせば、蜃気楼の魔女に看破されることになる。リクトたちは機会が一度しかないことを肝きもに銘じて、翌日の後宮入りに備えて眠ねむりに就ついた。




「……ん」

　リクトは夜の間にふと目を覚ます。こうして目が覚める時は、何かの気配を感じ取ったときだ。

　部屋の中に、タムリナの姿がない。リクトはいつかもこんなことがあった、とアルマジーアの宿場町でのことを思い出す。

　しかし、あの時ほどの焦しよう燥そうを覚えなかった。タムリナの気配は、それほど離はなれていない場所から感じられたからだ。音を立てないように扉とびらを開けて、外に出る。すると、感じていた気配が先ほどより強くなる。

「……リクト」

　囁ささやくような声がして、リクトはその姿に気付く。タムリナが、部屋を出てすぐのところで、窓に背を向けて立っていた。

　砂漠の熱を室内に入れないための小さな窓。そこから入り込んだ淡あわい月の光が、タムリナの身体を包つつんでいる。

「少し、話がある。私のことを信用出来るのなら、ついてきてくれ」

「……信用か。今さら言うのもなんだが……タムリナは、レグディオラの人間だからな。裏切るかもしれないっていうことか」

　タムリナは答えずに、リクトを見つめる。美しい宝石のような瞳が、揺らぐことなく、黒くろ髪かみの青年の姿をとらえる。

「……いや。そんなことは、決してありえない。私はそれほど、演技が上手うまくもない……」

「タムリナが姉さんを殺されたって言った時に、思ってたよ。俺がもし姉上を……システィナ殿でん下かを奪うばわれたら、タムリナと同じくらい……いや、それ以上に怒おこるだろうって」

「システィナ……私と、少し響きが似ているのだな……」

「言われてみればそうだな。でも、タムリナはなんていうか……俺にとってみれば、おてんばな妹って感じに見えるよ」

「……では、アルシェは淑しとやかな妹だということか。そう言われても、何も反論はできないが。自分でも少しは気にしているのだ、女らしくないことを」

　そんなことはない、と言えば口説き文句になってしまう気がした。タムリナの態度から、自分がどのように意識されているのかを察することが出来ないほど、リクトは鈍にぶくもない。

「私がもっと女らしければ……捧げものを、受け取ってくれたのか？」

「……いや。俺は意い気く地じがないやつだからな。みんなが傍に居て想おもってくれるのに、手を出すことも出来ないくらいだから」

「それは……違う。リクトは、求められるのが必然のような人物だ。誇り高い戦士で、女を見下さず、対等に扱う……つまりは……優しいのだ」

　優しいと言われるたびに、リクトは思う。それは優しいのではなく、ただ臆おく病びようなだけなのだと。

　しかし、もしこの戦いが終わり、エルセリアに戻もどるときが来たら。その時には、リクトは答えを出すつもりでいる。その決意を伝えるには、生きて帰らなければならない――。

「優しいかどうかは、自分じゃ分からないが……とにかく俺は、タムリナを信じる。話を聞かせてくれ」

「……ありがとう。では……こちらに来てくれ」

　宿を出たタムリナは、リクトの方を振り返らずに帝都の路地に入っていく。人気のない静かな道を通り抜けると、そこは、帝都の一部を見み渡わたすことが出来る高台だった。

　空には半分に欠けた月が浮うかんでいる。タムリナはしばらく月を見上げていたが、何かを決意したように視線を伏せたあと、後ろのリクトを振り返る。

「……リクト。私はおまえの強さを目にした時、神しん託たくの戦士なのだと思った……その気持ちは、今でも変わっていない」

「どうしたんだ、急に。もう少しで、ラシードの所に辿たどり着つけるっていうところで……」

「……私は、おまえを利用しようとした。おまえが強い戦士だと知ったとき、私が一番先に考えたのは、これで復ふく讐しゆうを成すことが出来るということ……だった」

　タムリナは気き丈じように話そうとしていたが、最後に声が震える。

　彼女は悔くいているのだ、とリクトは気付く。今からタムリナは、懺ざん悔げをしようとしている。誇り高き戦士である彼女が、その頬ほおに涙を流すほど、自責の念に駆かられている。

「おまえに全てを捧げることで、私は罪の意識を逃れようとした……他人に自らの復讐を託たくし、その手を汚させることを肯こう定ていしようとした。それが最低の行為だという自覚すらもなかった……私は、ラシードを倒すことだけが、自分の使命だと思っていたからだ」

「……今は、変わったっていうのか？　だとしたら、何が変わったんだ」

　リクトの問いに、タムリナの瞳が揺れる。その頬は、夜の淡い明かりの中でもはっきりと見てとれるほどに赤みを帯びていた。

「私にはまだ、資格がないと気づいた。アルシェも、マリエスも、セシルも……フレイアも、私よりずっと、おまえとの時間を共有している。私にはおまえに信しん頼らいされるほどの時間も、おまえに信じてもらうほどのことも、何も出来ていない」

「そんなことは、比べるようなものじゃないだろ。俺は確かに、タムリナのことを信じてる。俺に復讐を託したんじゃない、志が同じだったんだ。初めから、同じ方向を向いてここまで来た……違うか？」

「……リクト」

　同じ方向を向いている。その言葉に、タムリナの頬に新しい涙の筋が伝っていく。

　――ああ。この男は自分が何を言ったとしても、すべて包み込んでしまう。そんな男だからこそ、あれだけの人々に愛され、強くあることが出来るのだ。

　その胸に包み込まれたなら、ずっと抱いだいてきた寂さびしさや悲しみを、全てさらけ出すことができるだろうか。そうすることができたら、どれほど――。

　焦こがれるような衝しよう動どうを覚えながら、タムリナは涙を拭ぬぐう。涙と一緒に、溢れかけた想いを拭い去る。

　戦いは続いている。全てが終わるまで、いや、終わったとしても、タムリナはもう、リクトに今の想いを伝えることは出来ないのだろうと思った。

　あまりにも、遠かった。初めに肌に触ふれさせたあの夜よりも。

「おまえの言うとおりだ。私たちは同じ方向を向いてきた……ラシードを倒し、帝国を変える。そのために、ここまで来たのだ」

「ああ。泣いてる場合じゃないぞ……俺の胸で泣けっていうのは、まだ早い」

「……そうか……リクトには、私の考えていることなど、全て見通されてしまうのだな」

　タムリナは柔やわらかく微笑む。その目は赤く、涙が再びこぼれそうになる。

　しかし誇り高き戦士の少女は、自らが涙を落とすことを許さなかった。手の甲こうで涙を無造作に拭うと、赤らんだ目で笑ってみせた。




　タムリナは落ち着いたあとで、かつてラシードを自らの手で殺そうとした時のことをリクトに話した。

「私にはアミルという友人がいた。同じ部族で、子供の頃ころを一緒に過ごしたのだが、両親が帝てい都とで商売に失敗し、借りた金を返すために踊り子として働いていた……アミルはそこで役人に誘さそわれ、後宮に上がった。しかし寝しん所じよで乱心したラシードは、彼女をその手で殺してしまった……」

　アミルという少女の遺い骸がいは、タムリナの暮らすファヴィラス族の集落に送られてきた。それを見た両親は絶望し、病を得て娘の後を追うようにして亡なくなった。いまわの際きわまで、娘に詫び続けていたという。

「私はアミルが殺されたあと、皇妃として後宮に入った……ラシードを殺すために。私は自分が伽に呼ばれる前に、全てを終わらせるつもりでいた。側室との伽を終えて、寝所を出るあの男を、私は隠し持っていた武器で討とうとした……毒を塗ぬった短刀で切りかかったのだ。しかし、どこからか現れたあの女……エレンディラに阻止された。あの『蜃気楼の魔女』と名乗る女は、私が皇帝を殺そうとしたと知ると、私を始末しようとした……私はラシードを討つまで、死ぬわけにはいかなかった。後宮から逃げ出し、帝都に貢みつ物ぎものを届けに来ていた同じ部族の者の助けを得て、駱駝を手に入れ、アルマジーアを目指したのだ」

　タムリナを助けた同族の者が、その後どうなったのか……それは、タムリナの悲痛な表情が、言葉にせずとも示していた。おそらくは、『蜃気楼の魔女』か、皇帝の手の者によって殺されている。

「あの女は、私を殺さずに逃した……私のかわりに、見せしめのように同どう胞ほうを殺した。私は自分が、誇り高き戦士だと思っていた。自分が強いという自信もあった……そんなものは、何の役にも立ちはしなかった。私はあの女がその気になればいつでも殺されてしまう程度の、小さな存在でしかなかった……」

　自分のことを戦士だと言い、いつも強く振る舞ってきたタムリナの身体が震えはじめる。

　アルシェもそうだった。自分の弱さを隠し、強くあろうとして、涙を殺して戦いつづけた。タムリナもまた、死の恐きよう怖ふに怯おびえながら、自分の命を奪おうとした者がいる帝都に戻ってきたのだ。自らの命を賭して、これ以上の無益な血を流さないために。

「……こんなにも無力では、何も変えられないというのに。私は姉の無念も晴らすことができず……おまえたちと共に戦う資格さえ……っ」

「もういい」

　リクトはタムリナの言葉を制し、その身体を抱きしめた。片腕だけをその背中に回して、力強く引き寄せる。

「……もう、いいんだ。タムリナは、自分に出来ることをしようとした……見てみぬふりをしないで、立ち向かった。こんなに広い国の中で、それが出来た人間がどれだけいる？」

「……立ち向かってなどいない。私は、逃げることしか……」

「タムリナがアルマジーアに来て、俺おれたちに助けを求めてくれたから、俺たちはここまで来られたんだ。一緒に最後まで戦おう……後こう悔かいはもう必要ない。どんな無念も、決してあきらめなければ、生きてさえいれば……希望に変わるんだ」

　リクトはタムリナに語りかけながら、かつてアルシェが死を選ぼうとした時のことを思い出していた。
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　生きることで償つぐなえる罪があるとフレイアは言った。リクトも命があるかぎり、その言葉を信じ続けると決めていた。

「……おまえが共に戦おうと言ってくれるのなら。私は自分の弱さを、この生命が尽つきるまで忘れていられる。リクト……私の命はおまえのものだ。おまえの好きなように使ってくれ」

　命は誰だれかに使われるものではない。そう言おうとして、リクトは何も言えなくなる。

　タムリナはリクトの首に手を回して、頬に口づけをする。その柔らかい感かん触しよくが離れていくと、褐かつ色しよくの肌を持つ少女は、花のように可か憐れんに笑った。戦士ではなく、一人の女として。
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　翌日、後宮に入るための手て筈はずを整えたリクトたちは、宿で身み支じ度たくをしていた。

「……後宮は男子禁制って言うけど、下働きの男くらいはいるんじゃないのか？」

「皇こう妃ひと側室の数と比べて、ラシードが後宮に滞在する日数は少ない。少し考えれば、男が後宮にいるとどうなるかは想像がつくだろう。そのために、男性は完全に排はい除じよされているのだ。もし入り込んで捕つかまれば、城門の前に首を晒さらされてしまう」

　だからといって、リクトは自分が女性のかっこうをさせられるとは思ってもいなかった。昔から中性的だとか、システィナと面おも立だちが似ていると言われることが多く、少しでも男らしくなろうと鍛たん錬れんに励はげんできた。その努力を否定するというのは、複雑な気分ではある。

　しかしマリエスたちが調達してきた服を着て、精霊魔術エレメンタルの幻げん像ぞうによって女性らしく見えるようにした結果、女じよ性せい陣じんはあまりに出来過ぎたリクトの姿に、それぞれの感想をもって見とれた。

「お兄様……女性のかっこうをしても、こんなに似合ってしまうなんて。システィナお姉様が見たら、なんとおっしゃるでしょうか」

「リクト、子供のころは女の子の服着せられたりしてたもんね。ミリアーネ様、小さいころはそういう趣味があったし」

「あ、あの頃のことは、リクト殿どのもあまり良い思い出ではないはずです……ですが、確かに似合っていましたね。私よりも女の子らしかったと記き憶おくしています」

「幻術で体形を調整しているというが、胸や腰こし回まわりは誰を参考にしているのじゃ？　見たところ、胸は控ひかえめじゃな。フィアより小さく、アルシェより大きい程度か」

「リクト様は真ま面じ目めですから、あまり大きくすると失礼だと思ったのでは？」

　フレイアとフィアの言ったとおりで、胸は女性として見られるために重要な点だが、あまり大きくしすぎるとアルシェの機嫌を損そこねるかもしれない……という思いがあった。アルシェは胸の成長に努力を注いでいて、少し大きくなったとシスティナに言われては、とても喜んでいると知っていたからだ。

「まあ……俺とアルシェは後宮に入るためのお付き役だし、女性に見えれば何でもいいんだけどな」

「うーん……口調を矯正するのはかわいそうだし、出来るだけ話さないようにした方がいいかもね。それにしてもリクト、可愛かわいい……何させてもそつなくこなしちゃうんだから。女装まで最強なんて、さすがは魔ま王おうね」

「ま、魔王は関係ないだろ……まあ、俺もなんとか後宮に入っておきたいからな。演技とはいえ、みんなが後宮に入って皇帝に近づくのを、外で見てることはできない」

　リクトが断言すると、女性陣は揃って頬を赤らめる。迷いなく守りたいと言ってくれるこの少年に対して、頼もしさを感じずにはいられなかった。







第四章　皇帝暗殺
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　後宮の中のことに詳しいタムリナは、リクトたちの手引きをするために、幻術で姿を変えて同行することになった。フィアとフレイアは宮殿で異変が起きればすぐに察知出来るように、外側から監視を続けている。

　側室として後宮に入ったマリエスとセシルは、女たち数人ごとに与あたえられる居室に入れられ、リクトとアルシェ、タムリナは下働きとして厨ちゆう房ぼうの手伝いに回された。仕事が一段落すると、リクトは幻術で姿を隠し、後宮を抜け出して宮殿に向かう。

　皇帝を見つけるまで、さほど時間は必要なかった。宮殿の三分の一を占しめる大広間、そこにラシードの姿があったからだ。

　石造りの荘厳な建築物――レギンソード宮殿の謁見の間で、ラシードは玉座に座すわり、次々にやってくる来客に相対していた。見通しのいい広間に、細かな模様の縫い込まれた赤い絨じゆう毯たんが敷かれ、その上に宝石で彩られた豪ごう奢しやな玉座が置かれ、その両脇には男と女が一人ずつ立っている。

　一人は灰色のフードで深く顔を覆おおい、顔のほとんどが隠れている。そこから覗のぞいている肌は褐色ではなく、アルマジーアの人間の肌の色とも違う。

　――青白く、熱を感じさせない。その男が存在しているだけで、リクトは自分のところにまで冷気が届くように感じた。

　もう一人は、黒く長い髪を持つ、ローブを着た若い女性だった。その手に持つ杖つえは、魔術師が用いるもの――話に聞いていた通りならば、禁呪を発動する魔道具ということになる。

　しかしリクトは、今の段階では断定を避けた。禁呪の魔道具は存在さえ禁じられていて、所持しているだけで死罪となる。国の違いは関係なく、禁呪についての法は、全すべての宗教の総本山とされるリプ＝ツェン司教国によって定められているため、レグディオラでも禁呪に対する認にん識しきは同じはずだった。

　それよりも、リクトが認めなければならないと感じたのは、その女性が絶世の美女であるということだった。ラシードを前にして萎縮している男たちも、その女性をどうしても見ずにはいられず、ただ一瞥されただけで陶然とした表情に変わる。

　そして――ラシード。その残虐さから、緋ひ皇こう帝ていと呼ばれる男。

　褐色の肌を竜種――おそらくは砂竜の鱗うろこの鎧よろいで覆い、その屈強な体たい躯くに見合うだけの刃渡わたりの長い曲刀を手にしている。その形状を、リクトは一度だけ見たことがあった――円月刀シヤムシール。湾曲した刃は、斬きり裂さき振ふりぬくことに特化している。

　ラシードは細い瞳――まるで爬は虫ちゆう類るいのような目で、やってくる者たちの言葉に短い言葉で答える。今は一人の若い将校が、地方部族の謀む叛ほんの計画を察知したことを報告していた。

「クカカ……まだオレに逆らう輩やからが残っているとはな」

「僭せん越えつながら……娘を殺されたことへの復讐だと、文を送りつけてきています」

「……そうか。そんなことでひとつ部族を潰つぶしてもつまらんな。エレンディラ、砂竜サンドドレイクを一匹ぴき用意できるか？　人の無力さを知らせるには、いい薬だ」

「はっ。陛下の仰せのままに」

　エレンディラと呼ばれた女性は、艶あでやかな唇くちびるを動かして言葉を紡ぐ。砂竜という言葉を耳にした若い将校は青ざめたままで、地面に伏して床ゆかに頭をこすりつけたあと、広間を辞した。それが、皇帝の前での退出の礼らしい。

「砂竜が手に入ってから、どうにも駒で遊んでいるような感覚になってしまう。アルマジーアも、この玉座に座ったままで落とせると思っていたがな……どうやら、草原の民たみと森の民が手を組んだようだ」

「砂竜は一定以上の戦果を挙げています。陛下が動かずとも、百騎ほど騎竜兵を用意すれば、アルマジーアの国土全てを蹂じゆう躙りんすることが出来るでしょう」

「ただの兵なら蹴散らすだろう。しかし、敵は砂竜を倒している。魔ま術じゆつか、剣か……どちらにせよ、相当の使い手がいるということだ。俺とヴォルフ以外に、そのような人間がいるとはな」

「……ランギスならば、砂竜と渡り合うことは出来る」

　ヴォルフと呼ばれた男がラシードに答える。今まで微動だにしなかった男が、玉座に座るラシードに視線を動かし、見下ろしていた。それを不愉快そうにすることもなく、ラシードは玉座に頬杖をついて笑みを浮かべている。

「ランギスは強いが、あれはただの人間だ。一つ間違えれば砂竜に噛かみちぎられて死ぬだろう。オレとお前は違う」

「……そうか」

　ヴォルフは短く答える。皇こう帝ていと対等の立場で話し、それをエレンディラも黙認している……リクトは彼かれらの関係性が、まだ完全には飲み込めずにいた。

「砂竜を上回る力を持つ者が居たとしても……陛下に及およぶ者は、この大陸にはおりません。ご自分でも、それは分かっておいででしょう？」

「フン……処刑する相手が、ヴォルフほどの力を持っていればまだしも、虫けらどもでは自分の力を試すこともできん。軍人を斬って士気を落とすのも面白くない」

「……サジルがいる。奴やつも、ランギスに認められた使い手だ」

「クカカカッ、虫けらと剣けんを合わせて何になる？　人の肉を持っていれば人なのではない、虫は虫だ。奴の魂たましいの形は虫のありようと変わらん」

「……衛将軍サジルは運河要よう塞さいに収容しておりますが、いかがなさいますか？」

「そうか……ならば、肉としては使いようがあるか。奴のことはメディナに移った後で、オレが処断する。奴を将軍につけたのは、オレの落ち度だ」

　言葉とは裏腹に、ラシードは話に聞いた通りの暴虐を感じさせる笑みを浮かべる。纏まとっている鱗の鎧もあいまって、まるで砂竜そのもののような獰どう猛もうな表情だった。

「メディナには、いつ発たれるのですか？」

「エレンディラ……お前の力があってそれを聞くのか？」

「……失礼いたしました」

「ラシード、エレンディラにあまり無駄な力を使わせるな」

「おまえたちの力は、オレの使いたいときに使う。その契約は忘れてくれるな」

　ヴォルフとエレンディラ……『白き狼おおかみの剣けん士し』と『蜃しん気き楼ろうの魔ま女じよ』は、ラシードと何らかの契約を結んでいる。

　リクトは腰こしに帯びた銀の剣に手を掛け、《絶影ノ道ブリンク・ロウ》で距きよ離りを詰め、《光刃ノ道ゼスフオギア・ロウ》を放つことを考えた。ラシードが運河要塞に向かえば、おそらくは運河要塞に駐ちゆう留りゆうしている軍が動くことになる。

　しかし、ヴォルフがそれを許さない。ヴォルフが背中に帯びているぼろ布を巻きつけた巨きよ大だいな武器――その大剣が、攻こう撃げきを阻むために抜かれることは間違いなかった。

　――一撃でいい。たった一撃、ラシードに届けば、それで終わる。

　しかしこの柱の陰から飛び出した瞬しゆん間かん、あのヴォルフという男は、確実に反応する。これまで戦ってきた強者の中でも、その実力は群を抜いて感じられた。

　アルシェにはまだラシードを討うつようにとは言われていない。リクトは剣にかけた手をやっとの思いで外すと、水の精霊魔術エレメンタルで身を隠してその場を離れた。




　リクトがラシードの様子を見に行ったあと、数刻して、後宮の女たちが『礼の間』に向かった。マリエスとセシルも他の女の作法に倣い、追従する。リクトは魔術で姿を隠し、礼の間の端はしに立ち並ぶ列柱のひとつに隠れ、セシルとマリエスを陰から護衛する。

　やがてラシードが、礼の間に侍女を従えて入ってきた。ラシードの通る絨毯を挟み、向かい合って座った女たちがひれ伏して頭を下げたあと、少しだけ顔を上げる。薄うすいヴェールで覆われているその顔は、立っているラシードからは全ては見えないはずだった。

　しかしラシードは、並んでいる女の中から、一人に目を留める。その一瞥の意味を悟さとった瞬間、リクトは少なからず全身を強張らせる。

　――ラシードの一瞥を受けたのは、セシルだった。袖のない白い服と、足元の引き絞られたゆったりしたズボンを身につけた彼かの女じよは、髪をいつもとは違ちがう紐ひもで結い上げている。マリエスはその近くにいて、ラシードのセシルへの視線を感じ取りながらも、顔を上げずに耐たえていた。

　ラシードが奥おくに作られた上座に座ると、皇妃の中でも位の高い者たちが数人席を立って寄り添う。女性を幾人も侍らせながら、ラシードは表情一つ変えずに、女達の身体に遠えん慮りよ無く触れ、運ばれてくる食事を口にする。

　広い室内には香が焚たかれ、甘ったるい匂においがリクトを不快にさせる。嗅いでいるだけで女達の目がとろりと恍こう惚こつを帯びていき、ラシードに触れられることをねだるようにしなだれかかる。

　頽たい廃はい的と言うほかない光景を見て、マリエスは顔を赤らめながら唇を噛んでいた。セシルは静かに目を閉じているが、その手はきつく膝の上で握られている。

「オレは明日の朝、宮きゆう殿でんを離れる。レグディオラはこれより一月の間に、実りの原を手に入れることになる。お前たちの半分は、白い肌の女と入れ替えることになるが……払い下げる先は、オレの胸三寸次第だ。せいぜい尽くすがいい……クカカカカッ」

　ラシードの言葉に、座っていることしか許されない女達が動どう揺ようを隠せずにいる。リクトはこの後宮という世界においては、ラシードの寵ちよう愛あいを得られるかどうかが、生死を決めるのだと悟っていた。

　この国の皇帝は女を喰くらうものとして定められているのか。それともラシードが常じよう軌きを逸いつしているのか。

（……どちらにせよ、ろくなものじゃないな）

　やがて女たちが立ち上がり、ラシードの前で舞まいを見せ始める。マリエスとセシルはまだ後宮に入ったばかりで、それをただ見ているだけの役割を与えられていた。

　ラシードは表情一つ動かさずに、女たちが腰を妖しく揺らし、布の隙すき間まから香油の塗られた肌を垣間かいま見みせるさまを眺めていた。

　まるで、女に欠片も興味を持たないとでも言うかのように。それでいながらこの宴を続けさせるラシードは、どこかが壊れている。

　リクトは一刻も早く宴が終わるようにと祈っていた。マリエスとセシルを、少しでも早くこの場から遠ざけたい――そう思わずにいられなかった。
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　宴を終えたあと、香を嗅いだ女たちの半数は動けなくなり、寝しん室しつに運ばれた。リクトはアルシェとタムリナの元に一度戻ってからマリエスとセシルの無事を確かめに向かったが、居室に戻っていたセシルは、すぐにラシードの侍女に呼ばれる。

（セシルさん……大丈夫だ。俺がついてるから）

　リクトは姿を見せずに、セシルにだけ聞こえる声で言う。セシルは気丈に頷うなずくと、侍女に案内され、ラシードの元に向かった。




　皇帝の寝室に入ったセシルは、その部屋の異様な香気に言葉を失った。新たな香は焚かれていないが、数十年も焚かれ続けた香の饐すえた名残りと、そして数えきれないほど交わされた営みの残り香が、床に、壁に、天井に、余すところなく染みついていた。

　天てん蓋がいから吊つるされた薄膜の向こう、十人ほどは同時に寝ねられるほどの広すぎるベッドの端に腰掛け、男が座っている。男は一人で盃に酒を酌み、セシルのことを一瞥もせずに呷あおっていた。

「……そんな所にいつまでも立っていないで、座れ」

　ラシードは初めてセシルを一瞥する。セシルは後宮で身に着ける衣装の中では露出の少ないものを選んだが、それでもリクト以外の男に見られることには抵てい抗こうを感じた。

　リクトは気配を隠かくして、この部屋のどこかで見守っている……自分を守ってくれている。そう思うと心強さを感じるが、出来るならば、リクトが行動を起こすような事態は避けておきたいとセシルは思った。騒さわぎを起こせば、後宮からすぐに離脱せざるを得なくなる。

「今は伽などには興味はない。獣けものを見るような目で見てくれるな……まあ、オレは客観すれば、おしなべて獣と呼ばれるのだろうがな」

「……皇帝陛下。私に、何をお望みなのですか？」

　伽でないのなら、なぜ後宮の女を呼んだのか。その問いに答えず、ラシードは新たな盃を干す。セシルは演技とはいえ、ラシードに媚こびるような呼び名を使うことに苦痛を感じながらも、役目を果たすべく心を無にしようと努めていた。

「新しい女の中では、武人らしいと感じた。もうひとりふたり、そういった者はいたようだが……お前を選んだのは、ただの気まぐれだ」

　夜よ伽とぎを務める女の演技をする必要がなくなり、セシルは心中で安あん堵どする。

　もしラシードに組み伏せられるようなことがあれば、隠し持った短たん剣けんで刺すつもりでいた。その殺気を殺しきれているかと案じるが、ラシードは爬虫類のような目を細め、今は機嫌を損ねてはいないように見えた。

　ラシードが盃を差し出す。セシルは従うことを断固として拒否する思考を押し殺し、盃を酒で満たした。

「……香を嗅いでも、酒を呷っても、頭が痺しびれん。望んだままにはならんものだな」

　悪逆の皇帝と呼ばれた男は残りの酒を、瓶びんを掴んで一気に呷る。

　その姿は驚くほどに孤独に見えて、セシルはラシードという男が分からなくなる。

　残酷で、血を好み、人を人とも思わぬ男。しかしそれが今は、何かから逃れるように酒を口にしている。

「陛下は……何かを、私に話されたいのですか？」

　セシルは立ったままで尋たずねる。彼女がその身に帯びて隠した剣が、存在感を放つようにリクトは感じる。

　今が、ラシードを殺す絶対の好機だった。それでも、この男が無防備に一人になることがありえるのかという思いが、リクトとセシルの胸にある。

「……昔の話だ。オレは、女に負けたことが一度だけある。誇り高く、誰よりも強い、戦士の女だった」

　宴の席では何も見ていないように見えたラシードの目が、今は何かに向けられている。

　リクトは、それは過去なのだと思った。目の前に立つセシルには、その視線は向けられていなかった。

「知っているかもしれんが、オレはディオラ族……代々皇帝に就いてきた部族に生まれた。しかし、オレが皇帝になる前に、ファヴィラス族が一時的に力を強めたことがあった。一人の女戦士が、その力を砂さ漠ばくに轟かせていたからだ」

「……その戦士が、陛下を負かせたのですね」

「ああ。あまりの強さに、オレは圧あつ倒とうされた……自分が皇帝になるべくして生まれたという思いは、粉々に砕かれた。強い戦士であるということは、人々を率いる力を持つということだ。同時に、国を……オレたちにとっての世界を、好きに出来るということでもある。オレは女を、子供を産むための存在だとしか思っていなかった。その女だけが、男と女が対等でありうるのだと教えてくれた」

　玉座に、そして礼の間に居たラシードは、傲ごう岸がんな支配者でしかなかった。

　しかし今セシルに過去を語るラシードの目には、正気の光が戻っていた。それはラシードの言うとおりの気まぐれなのかもしれないと、リクトは思う。

　いつ裏返ってもおかしくない危うさが、ラシードの目にはある。

「だが、その女はある日突然に死んだ。流行り病にかかり、あまりにもあっけなく、この世から消え去った」

（……どういうことだ？）

　リクトはラシードの言う女性が、タムリナの姉なのではないかと思っていた。しかし、ラシードの言葉はそれを否定している。

　タムリナの姉は、ラシードが手にかけたはずだ。つまり、流行り病で亡くなった女性は、タムリナの姉ではないことになる。

「その時に、オレは思った。オレが、そしてその女が信じていた神は……騎神グルナディンは、どんな慈じ悲ひも与えはしなかった。オレは神は存在すると思っていたし、神性魔術セイクリツドの力を神の奇き跡せきのようにも思っていた……だが、結局は違う。オレたちが信じていた神は、人間という虫けらに、気まぐれの奇跡を見せてぬか喜びをさせていただけだ……！」

「っ……陛下……！」

　ラシードは盃を握にぎりしめて砕くだく。その手から滴る血が、ぽたぽたと寝室の床に血痕を広げていく。

「……ならば、救いを与える神を選ぼう。破は壊かいと死を代だい償しように求め、オレの望む力を、奇跡を与える神を……グルナディンなど、そこにいて、そこにはいない。遥はるか高みからオレたちを見下ろしているだけの、信しん仰こうの残骸に過ぎない」

「その神が……禁呪をもたらす、《忘れられた神》だというのですか……？」

　セシルは演技を忘れて問いかけてしまう。その瞬間、リクトには、ラシードの表情が歪ゆがんだように見えた。

「そうだ……その通りだ。俺に逆らう者の血は、今俺が信じる唯一の神に捧ささげられた……クカカカカカッ……！」

　けたたましい獣のような笑い声を上げると、ラシードは盃を握っていた手を広げる。

「血が……止まっている……」

「言っただろう、人間は虫けらだ。傷をつければ血を流し、打ちどころが悪ければあっさりと死ぬ。そんな脆もろいものでいることが耐え難くなった……オレは人でなくなりたかった。殺す度に咎を覚える人の心など必要なかった。オレはこれから、屍しかばねの道を築き上げなければならない……全てはオレの神のためだ」

「そんな……ことをっ……」

（――セシルさんっ！）
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　ラシードが言葉にすることの邪じや悪あくは、セシルにとって到底耐えられるものではなかった。

　この男を今すぐにでも討たなければならない。その思いに衝き動かされ、セシルは忍ばせていた短刀を抜き放ち、ラシードに突つきかかる。

「なっ……!?」

「フン……やはりか。女……お前には、演技は向いていないようだな」

　セシルの突きは、剣聖の名に恥じぬ速さだった。ラシードの胸に刃が深々と突き立っている……しかしラシードは、苦痛をまるで感じていないようだった。

　何が起きたのか分からず、セシルは刃の柄つかから手を放してしまう。ラシードは柄を握り、胸から引き抜いた。

「ぬぅぅっ……！」

　流れ出した血は、幾いくつも数えぬうちに止まる。ラシードの胸に空いた傷は瞬く間に塞がり、血は固まって、砂のようにサラサラと床に落ちる。

「殺意を浴びた時だけ、オレは生きている実感を得ることが出来る……クカカカッ。礼を言うぞ、女」

「なぜ……胸を貫つらぬかれて、無事でいられるわけが……っ」

「誰もオレを殺すことはできない。首を刎はねても死なんものを、どう殺す？」

（……馬ば鹿かな……それじゃ、本当に……）

　ラシードは《忘れられた神》に信仰を捧げ、禁呪の力で、その身体を怪かい物ぶつに作り替えている。もし首を落としても死なないのならば、砂竜の再生力さえ上回っていると言えた。

　《光刃》で首を落とせば答えが出る。しかしセシルとラシードの距離が近く、技を放てばセシルを傷つけてしまう――ならば。

（我わが影は、我が姿を辿る――《分身ノ道アルター・ロウ》）

　本来ならば質量を持つ残像を作り出して攻撃する自律魔道ソーサリーだが、質量を失わせることも出来る。

　猛もう然ぜんと後ろから迫る殺気を感じ取ったラシードは、セシルを解放し、腰に帯びていた短剣を抜いて後ろに振り抜く。

「……どうやら、お前一人ではないようだな。誰が俺を殺しに来た……シャァッ！」

　ラシードは獣じみた叫さけびと共に短剣を投げ放つ。リクトはそれを苦もなく避けたが、石壁に短剣の刃が飲まれ、柄を残して突き刺さった。

「オレを殺すなら、竜でも連れてこなければな。話に聞く赤竜の炎ならば、この身体も焼き尽くせるかもしれんぞ……クカカカカッ……！」

　魔術を使うための翠みどりの宝ほう珠しゆを、セシルは幾つか身につけている。しかし持てる魔ま法ほうを使っても、ラシードを仕留められるとは思えなかった。

「それでも、私は……ラシード、お前を討つっ……！」

「――後は俺がやる……ラシードッ！」

　セシルが魔術の詠えい唱しようを始めようとしたとき、リクトは既すでに剣を抜いていた。

（《魂力ノ道ソルブレス・ロウ》ッ！）

　魂こん魄ぱくから魔ま力りよくを発生させ、限界を超こえて力を引き出す、魔道の秘術。リクトはそれを言葉にすることなく詠唱し、魔道の力を発現させた。

　そしてすかさず、魔力を銀の剣に収束させる。

　全霊を込めて繰り出すのは、最大の奥義――《光刃》。




――我が魔力を刃に変え、全てを斬り裂く光と成す――




「《光刃ノ道ゼスフオギア・ロウ》ッ！」




　紫むらさきの魔力を火花のようにほとばしらせる剣で、リクトはラシードに斬りかかる。

「うぉぉぉぉぉっ！」

　斬撃の軌道は、確かにラシードを捉とらえたはずだった。

　セシルは信じ難いものを見る――ラシードとリクトの間に入り、黒い大剣でリクトの剣を止めている一人の男――白い狼の剣士、ヴォルフ。

（止められた……俺の、光刃が……！）

　今までに一度しか止められたことのない技。赤竜の角を使えば全てを貫くことが出来る技が、初めて剣で受け止められる。

　漆黒の大剣を覆う、氷のように冷たい魔力――それをリクトは、初めて見るはずだった。

　その力に任せた太刀筋が、過去の戦いの一つを思い出させる。

（似ている……あいつに……いや、こいつは違う……！）

「リクト殿っ、加勢は一人ではありませんっ！」

「くっ……！」

　リクトとラシードの間に割り込むことを可能にしたのは、何の前触れもなく、ヴォルフが『その場に姿を現した』ということだった。

　それを可能にする方法はひとつ――高位の神性魔術によって空間転移すること。しかし、それこそ、人間の使える魔術ではない。

　その有り得ないはずの事象が、リクトの目の前で再度繰り広げられる。部屋の隅の暗がりから、湧き上がるようにして姿を見せたのは――蜃気楼の魔女、エレンディラだった。

「皇帝の邪魔をする者は、排除する……お前たちには、ここで死んでもらう」

　リクトは一度後ろに飛び、ヴォルフから距離を取る。エレンディラはすぐには仕掛けず、蛇の絡からみついたような形状の杖をリクトに向けて言った。

「全ての系統の魔術を使いこなす剣士……しかし、我が神の祝福を受けた剣士の前では、無力に過ぎない。我が前に出てその剣を振るえ、ヴォルフ」

　顔を外がい套とうと覆ふく面めんで隠した大柄な剣士は、自重で床にめり込んでいた黒い大剣を片手で持ち上げると、その肩かたに担ぎ上げる。

（なんて力だ……およそ人間が振るうように作られていない剣を……）

　ヴォルフは外套の下には銀色の鎧に身を包つつんでおり、遠くから見た時と同じように、唯一見えている目元の肌はだは蒼そう白はくを超えて、青みがかった銀色のようだった。人らしい熱を持つ血のめぐりが感じられない。

「我が名は……ヴォルフ。《白き狼の剣士フラム・ヴオルフ》……」

　その低い声に、リクトはどこか聞き覚えがあるような気がした。

　しかし、その男の黄金色の目は、今まで一度も見たことのない瞳ひとみの色だと言い切れた。

　ヴォルフの黒い大剣が、鈍にぶく輝かがやき始める――表面に施された赤い刻印が、まるで血のようにも見える、禍々しい姿をした剣が、持ち主の殺気に呼応するように、低い唸りのような音を放ち始める。

「――《重閃ヘヴイ・シ剣ルヴアンス》」

　男は何の前触れもなく、およそ片かた腕うでで振り回せるものではないはずの大剣を、まるで細剣でも振るうかのように、猛もう烈れつな勢いで突き出してくる。

「っ……《妖斬ノ道スレイング・ロウ》ッ！」

　リクトは剣を魔力で強化し、斬撃を放ってヴォルフの一いち撃げきを辛かろうじてそらす。突きの勢いは殺されず、リクトの後ろにあった回廊の列柱が砕けて破片を撒まき散ちらした。

　衝しよう撃げきはヴォルフの手にも響ひびき、隙すきが出来る――そう思った瞬間、ヴォルフはリクトの想像を超えた動きをする。大剣を引き抜くと、それを体幹の力で無理矢理に止め、横よこ薙なぎに切り返してくる――！

「――《横一ラテラル・文字スラツシユ》」

「くっ……！」

　大質量を横から叩たたきつけられるその瞬間、リクトは剣に瞬しゆん時じに魔力を注ぎ込み、出来る限りに強化する。そして激突の瞬間に斬撃と同じ方向に飛ぶことで、リクトは両断されることを辛うじて防いだ。

　常軌を逸した挙動――筋肉や関節が人間の限界を超えるだろう動きを、ヴォルフは苦痛など欠片も感じさせず、ただ無表情で繰り出し続ける。

　しかし、冷徹な暗殺者とも違う。ヴォルフは攻撃が当たるその瞬間にのみ、勝利への妄執じみた餓が狼ろうの眼光を垣間見せる――それを見たリクトは、久しぶりに、強者を前にしたときの血の猛りを覚える。

「……エレンディラ。ここは俺おれ一人でいい。ラシード陛下をお連れしろ」

「クカカカ……新参者のお前が、オレのために命を賭かけるか」

「ヴォルフ……何を考えている？　おまえは私の命令だけ聞いていれば良い」

　エレンディラが硬質な口調で命じても、ヴォルフは冷たい双そう眸ぼうを向けるだけで、従いはしなかった。エレンディラは気圧されることなくその視線を受けていたが、諦めたようにふっと目を閉じる。

「……その剣を、今後も我らに捧げてもらわなければならない。そのための代償だと思っておきなさい。私は常にあなたの意のままに動くわけではない」

「それで構わん。言っておいたようにしてくれ……それだけで、アルマジーアは無力化する」

「何を……言ってる……？」

　リクトはヴォルフの言葉に、全身を走り抜けるような戦せん慄りつを覚える。

「アルマジーアとエルセリアが同盟を組む過程で、動いていた者たち……《光刃の魔王》と、《月つき影かげの少女軍師》。このふたつは同時に存在してこそ、最大の脅きよう威いとなる」

「入り込んだネズミは、二匹ではない……か。最低でも、礼の間に居たあと一人……いや、足りんな。あの女も、一度殺されかけただけで退くとは限らん」

　ラシードは愚鈍などではなかった。自分に向けられる殺意を察していながら、決定的な機を得るまで、それを表に出さずにいたのだ。

　セシル一人では自分を殺せないとも確信して彼女を呼び、気まぐれに過去を話した。その過去さえも戯れにすぎなかったのかもしれないと、リクトは惑わされる。

「……この後宮の中において、異質な存在。それを探り出し、呼び寄せるまでのこと」

「っ……リクト殿っ……！」

　エレンディラが杖を掲かかげた瞬間、彼女の眼前の影から、三つの人間の姿が浮かびあがる。

「……エレンディラ……！」

「ど、どういうこと？　私のことを転移魔術で呼び寄せたっていうの……？」

　タムリナはエレンディラに全身から放つような殺気をぶつけるが、エレンディラはそれを意に介かいさず、座り込んでいるアルシェの前に立った。

「自分の存在について把は握あくされている可能性を考えていれば、こうはならなかった……アルシェ・メルエット。アルマジーア皇帝の娘むすめにして、同盟軍の軍師よ」

　下働きの娘として、簡素な服を身につけたアルシェは、自らを見下ろすエレンディラをまっすぐに見返す。

「……あなたたちは……グルナディンを信仰しているようには見えません。その身体に纏っているのは血の匂い……ハルヴォルと同じことを、繰り返すつもりなのですね」

　ハルヴォルと同じ、禁呪を用いる者たち。そして、アルマジーアとエルセリアの戦について知っている。その二つの事柄は、ハルヴォルと彼らを結びつけるには十分だった。

「《忘れられた神》の信仰者たち……あなたたちは、なぜ戦を起こすのですか……？」

　アルシェに問われて、エレンディラはその美しい顔で微笑ほほえむ。

　しかしリクトは、その笑え顔がおの奥にある狂気を感じ取る。人間は戦に勝たなければならず、殺さなければ自分が殺されるだけだと言ったハルヴォルと同じ、血に取とり憑つかれた者の歪みを、もはや隠すことが出来ていなかった。

「おぼろげな神の姿を敬い、偽りの安寧に身を委ねるこの世界で、ただひとつ真実を教えてくれるものこそが、我らの神だからです。幾つもの屍を重ね、流血と絶望の果てに、《忘れられた神》は唯一の名を取り戻し、七番目の神として降臨する……」

　エレンディラはまるで歌うように語り終えると、ラシードを見やる。ラシードは薄い笑みをその顔に貼り付け、愉快そうに肩を揺らした。

「アルマジーアの神は光と戦の神と聞いた。神の本質は、互たがいに争い合い、手駒として生み出した者たちの血が流れようと、永遠に奪い合い続けるというものだ。オレは実りの原を求め、森の国を求め、その次には別のものを求める。飽くことなく、全て喰らい尽くすまで、それを繰り返し続けるのだ」

「……神がなぜ戦いを終わらせたのか。その姿を隠したのか……《忘れられた神》が、なぜ封ふうじられたのか。それは、戦が何も生み出さないからです」

「生きることで生み出されるものもまた、何もない。全ては緩ゆるやかに滅ほろびに向かっている。レグディオラがアルマジーアを滅ぼしても、それは滅びの一片に過ぎません。そうして始まる戦の果てにこそ、我らが求める答えがある。ラシード……あなたに救いをもたらした神は、復活を望んでおいでです。あなたに、さらなる救済を与えるために」

「クカカカ……オレはもう救済など求めていない。そんなことはもうどうでもいい……オレはただ、人間の本質を見極めたいだけだ。誰だれもが憎しみ合い、滅ぼし合い、喰らいあう獣なのだということを、思い出させたい……ただそれだけだ」

「ラシード……なぜ姉を殺した。あれほどおまえを愛していた姉さんをっ！」

　タムリナが激げき昂こうして叫ぶ。それを見たラシードの表情から笑みが薄れ、消える。

「殺した……だと？　オレは……セリーヌを、殺して……」

「皇帝の心を惑わすか……女め狐ぎつね。見せしめに仲間が殺された意味も理解できぬとは」

「っ……タムリナちゃん、危ないっ……火の精霊イフリート、お願いっ！」

　エレンディラがタムリナに杖を向けた瞬間、マリエスはタムリナを庇かばいながら精霊魔術を放つ。詠唱を省略しても十分に強力な火炎弾が、エレンディラに正面から直撃する――しかし、彼女はこともなく魔術を無効化し、熱量を霧む散さんさせる。

「オレは……オレが殺した女は……」

「陛下……敵の讒ざん言げんに耳を傾かたむけてはいけません。あの女はあなたを惑わそうとしているだけです」

「……タムリナ……そうか……セリーヌの妹……」

　エレンディラはラシードに近づき、その耳につけた飾かざりに触れる。すると、動揺していたラシードの目から光が消え、次に開いた時には、元の獰猛な眼光を取り戻していた。

「……ヴォルフ、この場は任せる。エレンディラ……その軍師の娘を連れて来い」

「アルシェッ……！」

「リクトお兄様、どうかご無事で……私は、必ずっ……！」

　エレンディラの足元の影が広がり、アルシェとラシード、そして自分自身を闇やみの色に染めて、一いつ瞬しゆんにして消失させた。

　アルシェの身を案じながら、リクトは、アルシェは初めからこうするために後宮に入り込んだのではないかと考えていた。

　神を宿しているアルシェならば、案ずることはない。そう信じて、この場を切り抜けることこそが、自分たちに課せられた使命だ。リクトはそう自分に言い聞かせると、銀の剣をヴォルフに向けた。

「セシルさん、マリエス、タムリナ……ここは俺に任せて、脱出してフレイアたちと合流してくれ。俺はこの男と戦わなきゃならない」

「剣士同士の戦いは、一いつ騎き討うちでなければならない……というのですか？」

「そ、そんなこと……でも……ああっ、もうっ、絶対無事に帰って来ないと許さないから！」

　マリエスとセシルが、タムリナを連れてその場を離はなれる。ヴォルフは黒い大剣を上段に構え、全身の筋力を最大限に活かしきった斬り下ろしを放とうとする。

「……俺が相手をしても、あの女共なら一瞬で死ぬということはないだろう。俺には魔術も剣も通じないがな」

「ラシードといい、不死身の人間ばかりなんだな……だが、俺の《光刃》を弾くことはできても、喰らって無事で済むかは別の問題だ」

「俺の一撃で飛ぶ命で、いつまで戦い続けられるか……試ためしてやろう……！」

　一撃を繰り出す瞬間、ヴォルフの身体と剣は一体になり、完全な軌道でリクトに向けて振り下ろされる。

「――《兜割りヘツド・クラツシユ》……！」

「――《水の偶像アクア・フイギユア》！」

　リクトは水精霊ウンデイーネの力で映し身を作り出し、ヴォルフの剣は水を両断して地面に突き立つ。リクトはすかさず次の魔道を発動し、勝負をつけようとする。

「我が影は、我が姿を辿る――《分身ノ道アルター・ロウ》！」

　魔力で質量のある分身を作り出す。リクトの姿は三人に分かれ、その全すべてが同じ構えを取り、地面を蹴ってヴォルフに同時に肉にく薄はくした。

『我が剣閃は二つに分かれ、全て真なり……《双刃ノ道ジエミニス・ロウ》！』

　三つの分身が、同時に二発ずつの斬撃を放つ。

「……なんだ、これは……っ！」

　回避不能の攻撃がヴォルフの身体を斬り裂く。しかしリクトの手には一撃を入れた手応えではなく、異様な感かん触しよくが伝わってくる。

「《重閃ヘヴイ・シ剣ルヴアンス》！」

「うぉぉっ……あぁぁっ……！」

　リクトの攻撃に怯ひるむことなく、ヴォルフは黒い剣を猛烈な勢いで突き出す。リクトはそれを辛うじて受け止めたが、威い力りよくを殺しきれずに押し飛ばされ、壁に叩きつけられた。

「がはっ……あ……」

　自律魔道ソーサリーで強化している肉体に攻撃を通されたのは、久しぶりのことだった。リクトは喀かつ血けつし、敵の一撃もまた、魔術で強化されているのだと理解する。

「……《忘れられた神》を信仰することで……魔術を使えるっていうのか……？」

「そうだ……まだ我が神は、かけらほどしかこの世界に影えい響きようを及ぼすことは出来ない。しかし死と破壊を司る我が神の力は、今の時点でも他の六つの神を凌しのいでいる」

「……そうか。その身体も、そうやって得たものなのか……？　それとも、ラシードと同じように、自分の身体を作り替えたのか」

「俺がこの身体に宿しているものは、ラシードとは違う。それ以上のことは、これから死ぬお前には語る必要がない」

「ぐぁっ……あぁ……！」

　リクトは近づいてきたヴォルフに首を掴まれ、凄すさまじい握力で締め上げられる。

（なんだ……この冷たさは……まるで、氷……血が、凍りついている……！）

　リクトが放った六つの斬撃は、ヴォルフの身体に傷を残している。しかし血が凍りついて、それ以上の出血を止めていた。

「ぐぅっ……あぁ……《光神アルマ・ヴアリス聖鎧・セイン・ガル》……！」

「くっ……！」

　リクトが神性魔術の発動句《神詞ヴアリス・ノーム》を辛うじて唱えると、右手の甲こうに女神アルマーンの紋章が浮かび上がる。

　アルマーンの力は《忘れられた神》の力とせめぎあい、リクトの手が触れたヴォルフの肌に火傷やけどを負わせる。その隙に首を締める手から解放され、リクトは飛ぶようにしてヴォルフから離れた。

「はぁっ、はぁっ……人間を人間で無くして戦わせることが……《忘れられた神》のやり方だっていうのか……？」

　ヴォルフは振り返る。そして黒い大剣を拾い上げると、腰を落として突きの構えを取る。

「人間のままでは、人間としての強さしか得られない。リクト……俺は何も後こう悔かいしてなどいない。一度死ぬことでしか、俺はこの強さを手に入れることが出来なかった」

　剣の大きさはまるで違っている。相手の姿も――いや。
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　リクトはヴォルフと剣けんを交えた時から、『懐かしい』と感じていた。

　一度死ぬことでしか強くなれなかった、と男は言った。

　その無念を抱かかえて死んでいった、アルマジーアとエルセリアの戦について知っている者。そして、卓たく越えつした剣技を持つ男。

　それが一人しか居ないと分かっていながら、リクトは最後まで認められなかった。ヴォルフが深く被っていたフードを外し、その下にある顔を見せるまで。

「……クルド……グレイシオ……ッ！」

　アルマジーアの前騎き士し団長にして、アルシェをリクトに託たくし、死んでいった勇将。

　その黒い髪が、神性魔術の光を帯びることで灰色に変わることから、《灰色の狂狼グレイ・ヴアサーク》と呼ばれた男。

　ハルヴォルの謀略に落ち、操あやつられていたフィアに命を奪うばわれたクルドが、その面おも影かげを残しながらも、変わり果てた姿でそこにいた。

　精せい悍かんな青年の面影はそのまま残っているが、身体に流れる血の凍てつくような冷たさからか、肌は青白く、髪は銀色に近い色に染まっている――そして、その頬ほおから首元にかけては、狼おおかみのような体毛に覆おおわれている。

　リクトは獣人という言葉を思おもい浮うかべる。その金色の瞳と黒い瞳孔には覚えがあった――狼の目、そのものだ。

「狼と呼ばれた俺が、狼の力を宿され、この世に戻った。人間は魂たましいにも、記き憶おくと意志を刷り込むものらしい。この身体になって目覚めても、俺は俺のままだった」

　クルドの遺い骸がいが失われた理由。それは《忘れられた神》の信仰者たちによって、蘇そ生せいさせられていたからなのだと、リクトは理解する。

「……俺にアルシェを守れと言ったことは、忘れたのか？　それとも、敵に……」

「エレンディラは俺に『氷狼』を宿し、仮初めの身体を動かした。ただ、それだけだ……俺は自分の意思で剣を振るっている」

「っ……そんなことを言って、アルシェが認めると思うのか……あいつは、お前をあんなにも慕って……っ！」

「一度目の生を終えるまでは、俺はアルシェの兄だった。しかし、今は違う……俺はただ、どこまでも強くなりたいだけだ。自律魔道を操り、俺の全力の剣を打ち破ったお前よりも……竜人の娘として生まれ、こともなく俺を殺したフィアよりも」

　滔とう々とうと語るヴォルフの目には、後悔も怨えん嗟さもなかった。

「自分の強さに限界を感じて……人間以外の力を手に入れたかったっていうのか……？」

「そうだ。俺という人間の強度は、あと数年もすれば限界を迎むかえていただろう……人間は無限に強くなることはなく、衰おとろえていく」

「……お前は国のために……アルシェのために、戦っていたんじゃなかったのか……？」

　リクトにはクルドの武人としての感情は、理解できる部分が少なからずあった。リクトも強さを求めて、今でもそれが足りないと思っている。

　しかしクルドがアルマジーアとアルシェを捨て、裏切ったという事実が信じがたかった。アルシェにそのような現実を突きつけることが耐えがたかった。

「俺は戦の行方には興味がない。アルシェはもとより、俺など及びもつかない知謀を持っている。今は窮きゆう地ちにあるように見えても、その目は戦の勝利を見据えているはずだ」

「アルシェを連れ去るように言っておいて、勝手なことを……」

「エレンディラには、それだけの感謝はしている。しかし、俺はエレンディラに、アルシェに手出しをさせるつもりはない。その時は、あの女の首を刎ねると言ってある」

「……簡単に言うが、エレンディラは只ただ者ものじゃない。そうする前に、クルド……お前の命が奪われることだってありうる」

　クルドがエレンディラの禁呪によって蘇生したならば、彼かの女じよに敵することは、もう一度命を失うことを意味する。リクトにはそうとしか考えられなかった。

「エレンディラに蘇生されたことは感謝している。しかし魂は譲り渡していない。生ける屍が、もう一度死ぬ前にどのように剣を振るおうと自由だろう」

「……俺たちがエレンディラを倒たおしても、アルマジーアに戻ることは出来ないのか？」

「俺はもうクルドではない……《白き狼の剣士フラム・ヴオルフ》だ。理を外れた存在には、帰る場所などどこにもないんだよ」

　クルド――ヴォルフは、構えていた剣を引くと、肩に担ぐ。その足元の影かげが広がり、エレンディラが転移の魔術を使った時と同じ現象が起こり始めた。

「待て……っ、アルシェをどこに連れていったんだっ！」

「お前には分かるはずだろう……忘れるなよ、リクト。俺が最後に何を言って死んだのか。忘れた時には、俺がお前を殺すことになる」

「勝手なことばかり言うな……お前はまだ、人間のっ……！」

　まだ、人間の部分が残っている。リクトがそう叫ぶ前に、ヴォルフの姿は闇に包まれ、痕跡を残さず消失していた。

　リクトは首にかけて肌身離さず身につけている双そう月げつの秘石を取り出す。アルシェの持っている対ついの石から伝わってくる気配は確かに続いていたが、声は何も聞こえなかった。







第五章　水上の要よう塞さい
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　後宮から脱出したリクトたちは、合流したフレイアたちから、レギンソードの近くに隊商がやってきていることを知らせられた。

　ラムサに一度会っておかなければならない。武器を納入しているミストルクならば、軍の動向をある程度察知しているかもしれない――そう考えたリクトたちは、帝てい都との民たみから感付かれないように、ミストルクに接触を試みた。




　レギンソードの外れに幕舎が幾つも建てられている。ミストルクの構成人員は千人という規模で、幾つもの家族や護衛の戦士たち、駱駝ルバツカの世話をする者たちが共同体を形成する、ひとつの移動する村のようなものだった。

　リクトはラムサに呼ばれ、彼かれが『工房』として使っている幕舎に入った。そこには、剣としての形がすでに出来上がった、リクトの新しい剣が置かれていた。

「ラシードは逃げちまったのか……リクトの兄貴、あの黒くろ髪かみの子は？」

「アルシェは……敵にさらわれた。蜃しん気き楼ろうの魔ま女じよの魔術は、凄まじいものだ。甘く見ていたわけじゃないが、それでも想像を超えていたよ」

「おれも直接見たことがないから、何とも言えないけど……蜃気楼の魔女は悪魔か何かだって、噂うわさされてる。誰も逆らおうなんて気は起こらない……そんなやつと戦って無事でいる兄貴は、やっぱつええよ。おれはそう思うな」

「……悪いな、励ましてもらって。大丈夫だ、俺は落ち込んでるわけじゃないからな」

「うん、さっきからあの剣を見てくれてるもんな。材料がすげえから、親父にも強力してもらって、妹と一いつ緒しよに頑張って作ったんだ」

「初めまして、兄がお世話になっています。ローゼ・シュヴァイクです」

「ああ、俺たち双子なんだ。顔がそっくりだけど、ローゼは髪が長いから女だって分かるだろ」

「もう……お兄ちゃんったら。言わなくても分かるから、どうでもいいことでリクト様をわずらわせないで」

　ラムサもローゼもリクトからは幾つか年下に見えるが、妹の方がしっかりしている。鍛か冶じ師しとして炉を見ていることが多いからなのか、水すい晶しようの眼鏡を身につけていた。

「俺のことはラムサから聞いてたみたいだな。お兄さんは危ないとこだったが、商人としての根性は一人前だったよ」

「お、おれは商人っていうか、どっちかっていうと職人なんだけど……ま、まあいいや。リクトの兄貴、剣を見てくれよ」

「黒竜の血で硬化した金属と、赤竜の角……本来なら、竜の素材同士は溶け合わないのですが、黒竜血の金属がうまく繋つなぎの役割を果たしてくれたんです。赤竜の角を溶かすために炉がひとつ壊れてしまいましたが、父上は感動していました。赤竜の角を加工できるほど、ミストルクの技術が進んでいたと確かめられたので」

「俺の国じゃ、赤竜の角を加工出来る職人は居なかった……礼を言うよ。その技術を持ち帰ることができれば、エルセリアの武器も飛躍的に良くなるかもな」

「本当なら武具が必要ない世の中になってほしいんだけどさ。今はリクトの兄貴に、最高の武器を使ってもらいたい……平和になったら、もっと別のものも作れるようになると思うんだ。海を渡った先には、俺たちが見たこともないような技術がいっぱいあるんだぜ」

　そう言って目を輝かせる兄を見て、ローゼは同意するように微笑む。そして、リクトに置かれていた剣を見せた。

「これが……俺の使っていた剣を元にして作った、新しい剣……」

　黒竜の血を浴びた剣である《鎧通し》を基き礎そにして、赤竜の角を融ゆう合ごうさせたその剣は、もとよりも少し長く、長剣といえる長さになっていた。

　黒い鞘さやに収められたその剣を、リクトは抜き放ち、その姿に息を呑のむ。

　赤竜の角は、魔力を込めなければ赤くはならず、白い。その白と、黒が半分ずつ混ざり合い、融け合うようにして刀身を作り上げていた。

　柄を握ると、長く使った愛剣と同じように、手に吸い付くように感じる。そして、まだ魔力を込めてもいないのに、刀身が静かに鳴り、主の姿を認めているように見えた。

「リクトの兄貴……この剣はまだ、完成してはいないんだ。もう少しで鍛えあげられるのに、俺たちだけでは、最後の槌つちがどうしても打ち込めない」

「私たちミストルクの宝、『クルーデルの槌』は、魔力を込めて打つことで、どんな硬かたい素材も鍛えあげることができます……しかし私たちでは、一度に込められる魔力に限りがある。申し訳ありません、未完成のままになってしまって……」

　ローゼは申し訳無さそうに目を伏せる。しかしリクトは、二人の話を聞いて、この剣を完成させることは不可能ではないと考えた。

「その『クルーデルの槌』を、俺に振らせてくれ。素人考えかもしれないが……俺は魔力においては、他の誰にも譲るつもりがないんだ」

「リクトの兄貴が……分かった。兄貴の魔力なら、この剣を目覚めさせられるかもしれない……いや、きっと出来るはずだ」

「この剣は、リクト様を待っていたんです。さあ……このクルーデルの槌に、持てる全ての魔力を込めて、刀身を打ってください」

　リクトは鉄かな床とこに剣を置き、ラムサとローゼが二人がかりで運んできた槌を受け取る。小ぶりな槌でありながら、まるで岩塊のような凄まじい重さがあった。

「こんな槌で鍛えれば、それは強くなるわけだ……打たせてもらう。少し、離れててくれ」

　ラムサとローゼは距きよ離りを置き、固かた唾ずを呑んで、リクトが剣を打つところを見守る。

　――ラシードを、そしてヴォルフを斬きるには、この剣を完成させなければならない。かつて赤竜の角で、決して破れぬ盾たてを破ったときと同じだ。

　リクトの魔力がクルーデルの槌に伝わると、槌が紫むらさき色いろの光を放ち始める。

「す、すげえ……槌があんなふうに光るなんて……っ」

「これなら……っ、リクト様、お願いっ……！」

「まだだ……これでも足りない。俺の魂を、この剣に込める……！」




　――我が魂の波動を力に変え、ことを成す。世界よ、変容せよ。




「《魂力ノ道ソルブレス・ロウ》ッ！」




　リクトは持てる最大の魔力を槌に込める。幕舎の中に閃せん光こうが瞬き、ラムサとローゼは光の眩まばゆさに、見ていることも出来なくなる。

「――うぉぉぉぉっ！」

　振り下ろされた槌が刀身に打ち込まれた瞬しゆん間かん、凄せい絶ぜつな光が迸ほとばしる。

　刀身が燃え上がるような炎に包まれたあと、赤竜の角が赤く光を放ったまま、剣は黒と赤の色彩に変わる。その赤は、まるで刀身に炎が宿っているかのような模様を作っていた。

「こ、こんな……こんな剣が、この世にあっていいのか……？」

「燃えるような赤竜の炎……それを宿した武器が作れるなんて……」

　リクトは二人に歩み寄ると、剣をかざして見せる。ラムサとローゼは、手袋をつけた手で刀身に触れる――すると。

「温かい……リクトの兄貴の魔力に応じて、赤竜の炎は力を発するんだ。今はその時じゃないっていうことか」

「……綺き麗れいな剣です。私達二人では作れなかった……リクト様の力があってのものです」

「いや、二人のおかげだ。この剣で、俺はラシードを止める。約束するよ」

　リクトはラムサとローゼの頭を撫なでる。二人はくすぐったそうにしていたが、リクトが手を離すととても嬉うれしそうに笑った。

「兄貴、ローゼは惚ほれっぽいから、あんまり優やさしくしないでくれよ。まあ、兄貴みたいな男だったら、俺は何も言わないけどさ」

「も、もう……お兄ちゃんったら。私はそんなに単純じゃないわよ」

　ローゼはそう言うものの、幕舎の外から様子を見ていたマリエスたちからしてみれば、リクトが女殺しぶりを発揮してしまったのは、それこそ火を見るよりも明らかだった。




２




「ん……」

　狭い窓から、光が差し込んでいる。アルシェが目覚めたのは、石造りの部屋の一室だった。
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　耳を澄ませると、遠くから水の流れる音が聞こえてくる。何か、大きなものが動いているような音もする――この建物がとても大きく、水の近くにあり、ここまで振しん動どうが響いてくるような、大規模な機構を備えている。

　それだけの情報から、アルシェは自分がどこに連れてこられたのかを悟さとっていた。

「……ここが、運河要塞」

　思いがけず、中に入り込むことができた。何故ここに連れてこられたのか――それは、蜃気楼の魔女が、自分がリクトに仕える軍師だと知ったからだ。

　そして、容易に手出しをすることが出来ない運河要塞に連れてきた。服装は蜃気楼の魔女に眠ねむらされた時のままで、特に乱れた様子もない。

　――リクト様、私は無事でいます。どうか、そちらもご無事で……。

　首にかけた双月の秘石を取り出し、アルシェは両手で握りしめて祈る。すると、リクトの方からも、必ず助けに行くという念が伝わってきた。

　自分の姿を、秘石を通じて幻げん像ぞうとして映し、離れているリクトに見せることもできる。しかしそうすると、秘石が再び使えるようになるまで時間がかかる。

　アルシェはリクトの元に戻りたいという気持ちに駆られるが、静かに息を整えて、感情を抑えこむ。今は敵地の中にいて、誰にも弱みを見せることはできない。

　そのとき、部屋の扉とびらが叩かれる。砂さ漠ばくにおいては貴重だろう木製の扉が開き、姿を見せたのは、砂漠の民でも、南方の民でもない、青ざめた白い肌を持つ男だった。

「……出ろ。エレンディラが、呼んでいる」

「エレンディラ……蜃気楼の魔女が、ここにいるのですか？」

「そうだ……今のところ、危害を加えるつもりはない。しかし下手な行動をすれば、斬らねばならん」

　感情の起伏を感じさせない口調だが、アルシェはヴォルフという男が、言葉を違えるようには思えなかった。

　敵軍の軍師として、すぐに処しよ刑けいされるということはない。ならば、自分に何を求めているのか……敵の目的は何なのか。それを確かめるために、アルシェはヴォルフの後について歩き出した。




　運河要塞の下層に、外からの水を引き込んだ、小さな庭園がある。元は皇族の家族が運河要塞の視察に随ずい行こうした際に、憩いの場として用いられる場所だったが、今は立ち入るものもなく、砂漠特有の植物と、花が手入れもなく咲き乱れていた。

　庭園に置かれたテーブルの前に、一人の女性が座すわっている。ヴォルフはそこには近づかず、アルシェだけを魔女の元に送り出した。

「ようこそ……アルシェ・メルエット・ハーン。アルマジーアの皇女よ」

「……あなたがハルヴォルに禁呪を与あたえ、アルマジーアとエルセリアの戦火を導いたのですか？」

　エレンディラは整った形の眉まゆを下げ、かすかに微笑む。しかし、目の光は冷たく、表面の感情とは違ちがう深い暗黒を湛たたえている。

「それを聞くことは、あなたの命の行く末にとって、あまり良い影響を与えない。あなたは私の質問にだけ答えればいい」

　その答えこそが、何よりも雄弁な答えとなる。

　兄を失う原因となった戦を、目の前の女性が起こした。そのことを許せないという思いと、今は冷静でなければならないという思いが入り混じる。

「……私に、何を尋たずねたいのですか？」

「女神アルマーンそのものであるあなたが、この世界を人間であった頃ころと同じように見ていられるのかどうか。それを聞きたかった」

「私は……神などではありません。ただの人間です」

　嘘うそをついているつもりはなかった。アルシェはアルマーンを宿している間も、その人格を奪われたり、心のありようが変わるということは無かったからだ。

「そうか……やはり。アルシェ・メルエット……あなたにはここに居てもらわなくてはならない。アルマジーアに帰ることは無いと思いなさい」

　エレンディラが告げた直後に、獣けもののような声が響いてくる。その尋じん常じようならざる声を聞いても、エレンディラは全く揺らがなかった。

「あなたは、ここで……砂竜を使って、何をしているのですか……？」

「この声を聞けば、察することは出来るでしょう。全ての生物は、《忘れられた神》の傀かい儡らいとなりうる。我わが神にとって、砂竜は必要な駒というだけ……」

　この運河要塞で、砂竜は《忘れられた神》の力によって使し役えきされ、兵器として強化されている。アルシェは生物を操るその行こう為いに、ハルヴォルと同じおぞましさを感じていた。自らの腕うでを作り替え、人で無くなることを誇ったあの男の姿が、脳のう裏りに蘇よみがえっていた。




　エレンディラが去ったあと、無言でいるヴォルフを少し不気味に感じながら、アルシェは庭園を囲うように流れている水に指先を浸した。

「飲み水としては、さほど適していない。沸かすか、漉こすかしなければ、口にしない方がいいだろう」

「……分かりました」

　アルシェはヴォルフが口を開いたことに少なからず驚おどろきながら、浅い水底に沈んでいる小さな石を拾い上げた。

（これは……鉱石。高地でしか採れないはずの……）

　アルシェはヴォルフから死角になっているところで、水を飲むふりをして、石をふところに忍ばせた。

「……水の味で何か分かるとでもいうのか？」

「いえ……綺麗な水でしたから。砂漠を旅すると、水が魅み力りよく的てきに見えるものです」

「軍師の言うことでは、ありのままに信用するわけにもいかん。その椅い子すに座ったまま、いいと言われるまで動くな」

　一度でも動く機会を与えられたことで、アルシェは目的を達していた。

（……砂すな嵐あらしに囲まれた運河要塞に入り込む方法が、一つだけある。あとはリクト様たちと、ミストルクの人たちに、状じよう況きようを伝えなければ）

　アルシェは椅子に座ったまま、ヴォルフの隙すきを窺うかがう。

　敵であるというのに、ヴォルフの金の瞳ひとみからは、アルシェは敵意を感じなかった。本当に、ただ見守っているだけというように見える。

　ヴォルフは顔を覆った布を引き上げ、フードを深くかぶり直す。外から見える金色の瞳は、無感情にアルシェを捉とらえていたが、やがて興味を無くしたように閉じられた。
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　運河要塞に響き渡る凄せい惨さんなまでの咆ほう哮こうは、元は要塞内での戦せん闘とう訓練に用いられる、下層の広場から響いていた。

「グォ……オォォ……グギャァァァァアッ！」

　苦しむような声をあげていた砂竜の背が突如として盛り上がり、骨のようなものが、大量の血しぶきと共に飛び出してくる。

　しかしその傷さえ、驚異的な再生力によって、見る間にふさがっていく。再生が終わったあと、そこには、元からその姿だったとでも言うかのように、翼つばさを生やした砂竜がいた。

「ククク……クカカカッ。素晴らしい……竜種とは、ここまでの可能性を秘めた生命なのだな」

「……翼を生やした砂竜を制御することができれば、騎竜隊を空と地上に分けることが出来ます。行軍の速度も、今までと比ひ較かくにならぬほど……」

「ランギス、ここからはお前の役目だ。お前を驃ひよう騎き将軍にしたオレの目が狂くるっていなかったと証明してみせろ……ああなりたくなければな」

　翼を生やした砂竜の前に、一人の男が、麻袋に頭を通すための穴を開けただけの粗末な服を身につけた姿で、膝をついて座らされている。

　レグディオラの衛将軍、サジル。リクトたちに敗戦を喫したあと、ランギスより先に帝都に戻ったサジルが選んだ行動は、ランギスにとって唾だ棄きすべきものだった。

「しょ、将軍っ……ランギス将軍っ……俺おれにはまだ利用価値がある……死にたくないっ、やめろっ、こんなことはやめてくれぇっ！」

「ランギスが敵将に敗れ、撤てつ退たいを始めなければ、あの戦には勝てていた……か。それは違うだろう、サジル。お前の部隊は後ろから様子を窺い、傷つかぬよう、最大の利益を上げるように立ちまわっていた。自分の行動を見られていないとなぜ思えたのだ」

　ラシードの全てを見抜くような言葉に、サジルは喉のどから奇妙な音を発して沈ちん黙もくする。ランギスはその変化に目を背けた。かつて戦友と認めたことのあった者が晒さらす、誇ほこりを失った姿を見ることには、自分が斬られるほどの苦痛があった。

「貴様を殺すことにどれほどの意味もないが、戦士としての強度も持たぬお前には、もはや砂竜の餌となる以外の価値がない。これからレグディオラに栄光をもたらす竜の糧かてとなれ……クカカカカッ……！」

「……くそぉぉぉぉぉっ……！」

　無念の叫さけびの直後、砂竜が顎あごを開く。その次の瞬間、そこにいたはずのサジルの姿は忽こつ然ぜんと消え失せ、砂竜の牙きばの間から、赤いものが滴り落ちる。

「ランギス……お前はこれまで、オレの剣の一つとなって戦った。しかしお前たちは、オレに比するほどの強度を持っていない」

「……皇こう帝てい自ら、戦われるというのですか？」

「ヴォルフと剣を交え、生き残った男……リクト・ゼスフォード。奴やつだったのだ。やつを殺さなければ、実りの原は手に入らん」

　ラシードは腰こしに帯びた剣を抜く。『月蝕のシャムシール』と呼ばれるその剣を手にした時期を境目にして、剣技においては他の軍人に譲っていたはずのラシードは、帝てい国こくでも最強の剣士となった。

　――あの剣さえあれば、自分も、リクトを倒せるかもしれない。

　ランギスは武人としての野心を燻くゆらせるが、ラシードはそれに気づきながらも、敢えて声はかけなかった。

　ラシードは弱者でも、気に食わぬ者でもなく、逆らう者のみを殺す。ランギスが自分の部族共々恭順しているうちは、たとえ戦で敗れようとも罰ばつするつもりはなかった。サジルを殺したのは、自分が讒ざん言げんに耳を貸す愚鈍ではないと示すためでもある。

「騎竜兵部隊が仕上がり次第、オレは軍を率いて南に向かう。その時こそが、アルマジーアの歴史に終止符を打つ時だ……そうだな、エレンディラ」

　ランギスはいつも、蜃気楼の魔女が姿を現すたびに戦せん慄りつさせられる。ラシードが問いかけると、そこに居るはずのなかった女が、忽然と姿を現している――それは、常に魔女の存在を意識していなければならないということでもあった。

「あと数日で、百騎の騎竜兵が揃います。十万の騎き兵へいを三つに分け、ノーザニカを陥かん落らく……そのまま敵の帝都まで攻め落とし、実りの原を飲み込んでみせましょう」

「ノーザニカの反はん撃げきに構わず、騎竜には帝都を目指させろ……クカカカッ。白い民の血で帝都が染まるさまは、もはやこの世の終わりではないか」

　ラシードの表情にある愉悦を見て、ランギスはもはや自分も、この狂気と運命を共にするしか無いのだと覚かく悟ごする。

　エレンディラが現れ、この国が狂い始めてから、ランギスは軍人としての本ほん懐かいを得てもいた。部族内の内乱を平定するだけでは満たされない渇きが、常にランギスの心にあった。

「ランギスよ、お前には西方を経由する軍を任せる。東方をヴォルフに、中央をオレが率いる。一いち番ばん槍やりの栄誉を得れば、おまえにアルマジーアをくれてやろう」

「はっ……必ずや勝利をもたらしてみせます、陛下……！」

　喜びに声を震わせるランギスを見て、ラシードは心底愉快そうに笑う。エレンディラもまた、表情の色の少ないその口元に、かすかな笑みを浮かべていた。

　敵の軍師は手中にある。ヴォルフが看破していなければ、レグディオラは内から喰われていたかもしれない。

　エレンディラはヴォルフを信用していないが、この戦が終わるまでは、駒として使えると判断していた。その後がどうなるかなど、エレンディラも考えてはいない。戦を終えてラシードが生きているかどうかさえも、彼女にとっては瑣さ末まつな問題に過ぎなかった。
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　リクトが手に入れた剣に、セシルとマリエスは『双竜剣』と名前をつけた。その名はミストルクの人々にいたく気に入られ、自分も双竜剣のような武器を作るのだ、とあこがれを口にする若者が多くいた。

　ラムサとローゼはミストルクの中でも優ゆう秀しゆうな職人で、その若さに見合わず、隊商の人々全てに一目置かれている。それゆえに、リクトたちがレグディオラと戦う敵国の人間であると知っても、揺ゆるぎなく協力を約束してくれた。ラムサが帰らなかったことで、ミストルクは一度はレグディオラの軍に攻こう撃げきを仕掛けようとしていたからだ。




　アルシェからの連れん絡らくがあったのは、リクトたちがミストルクに身を置いてから二日目のことだった。夜のうちに双月の秘石が輝き出し、リクトたちが宿に使っている幕舎の中で、アルシェが石の力を介して、幻影の姿で現れたのだ。

「アルシェ……無事で良かった。今、どこにいるんだ？」

「私は運河要塞の中にいます。ラシードたちはここで砂竜を訓練し、騎竜兵の数を増やしています……しかし、恐おそらくそれも数日のうちに終わります」

「アルシェちゃん、絶対助けてあげるから……運河要塞に入る方法は、何かわかった？」

　マリエスが問いかけると、アルシェは袖に入れて隠かくしていた小さな石を取り出した。

「ラムサさんなら、分かるかもしれないと思ったのですが……この石は、カリム運河の上流でとれるものですか？」

「えっ……おれ？」

　ラムサとローゼは、ミストルクの代表として遠巻きにアルシェの話を聞いていた。しかし思いがけず指名を受け、アルシェの幻影が差し出す石を見る。

「ああ、こいつは……鉱石のかけらだよ。カリム運河の上流で、『爆薬』ってやつを使って、山を削けずって掘り出すのさ。武具の材料にもなるし、家事の道具にも……」

「爆薬……分かりました。それとは別に、ミストルクの皆みなさんにお願いしたいことがあるのですが……」

「ああ、おれたちで出来ることなら何でもするよ」

「お兄ちゃん一人で頼たよりないなら、隊商の護衛をしている戦士の方々も協力してくれます。皇帝とレグディオラの軍人たちの横暴さには、全すべての部族が不満を抱えていますから……私達が行動を起こせば、蜂起する部族も出ると思います」

　兄と妹の言葉を聞いて、アルシェは少しだけ言葉に詰つまった。リクトは、アルシェがクルドのことを思い出しているのだと慮おもんぱかる。

　クルドが敵に回ったことは、知らせずにおくつもりだった。もしクルドが自分から名乗るのならば、それを止めることは出来ない――しかし、クルドはそうすることはないとリクトには分かっていた。

　アルシェとリクトたちを分断することで、クルドは戦局を有利に導こうとした――そのようにエレンディラに見せかけた。

　しかし他ならぬクルドこそが、アルシェの能力を深く知り尽くしている。それを思えば、リクトは、クルドがアルシェを連れ去るように指示したことに、何か裏の意図があるように感じていた。

　アルシェに手出しをすればエレンディラを斬ると言ったクルドは、人として生きていた頃を捨てられてなどいない。しかし人間の強さに限界を感じたという言葉も、同時に真意なのだとリクトは思う。

　騎き士しにとって敗れて死ぬことは、それほどの屈辱なのだ。負けることの苦さを知っているリクトには、それが自分のことのように理解できた。

「運河要塞に入る方法は、一つだけ……砂漠に面している側は完全に砂嵐で覆われていて、敵兵は船で要塞を離はなれ、陸地に降ります。しかし、北から流れてくる運河に面している側は、砂嵐で防がれていません。輸送船や兵船を内側に入れるときだけ、運河要塞の北側の門が開きます」

「つまり……その輸送船に入り込むことができれば、要塞に侵しん入にゆうできるということですね」

「はい。運河要塞の中には、河の水が通されていますから。私はそこまで見られてはいませんが、水門が開く度に、大きな物音が聞こえてくるのです。窓から、水門を開けるようにという声も聞こえてきました」

「敵が輸送船に入り込む可能性を考えない……それも当たり前か。しかしレギンソードに俺たちが入り込んだ以上は、上流の船着き場は警けい戒かいされてるかもな」

「ミストルクの皆さんの力が、そこで必要になります。明後日に、運河要塞への武器の搬入があります……アルマジーアに向かう兵士の装備品です。ミストルクの皆さんも、武器の注文を受けたのではないですか？」

　アルシェの指摘を受けて、ラムサは確かく認にんに走る。そして息を切らして戻もどってくると、アルシェの言葉をそのまま肯こう定ていした。

「それが最後のチャンスになるってことか……武器と一緒に、輸送船に乗り込む」

「リクト様……危険な任務になりますが、それが最後の機会です。砂竜を無力化するには、運河要塞の外に出さなければいいのです」

「要塞に入り込み、指揮系統を叩たたくのですね。しかし、敵兵はどうするのです？　運河要塞には、敵の戦力が結集しているのではないですか？」

「レグディオラの総兵力は二十万です。砂漠地帯でも運河の流域で作物が育てられていますが、やはりアルマジーアの方が生産力は圧あつ倒とう的てきに高いのです。人口も、広大な面積に対して多いとは言えません。それでもアルマジーアとエルセリアを合わせた数はいますが、十六の部族の全てが、積極的にラシードに兵を献じているわけではありません」

　もし十六の部族全てがラシードに従順に従っていれば、兵力は三十万を超こえていたとアルシェは言う。三分の一の部族が、ラシードに反抗したことで族長に連なる人物を殺されており、皇帝への叛はん意いを募らせていた。

「ラシードの権勢を支えているのはエレンディラ……そして、彼女のもたらした砂竜だ。それさえ封じ込められれば、この戦いは終わる……！」

「よし……おれも親父に話してくる。おれたちのことは、信用してくれてるよな？」

「今いま更さら疑ってどうするの……って言いたいとこだけど、そう言われるとドキドキするわね。幻魔眼、使っちゃおっかな……？」

「それこそ、あなたの力は輸送船に入り込む時に使うべきです。船着き場の軍人たちにもし露見しそうになったら、惜おしみなく使ってください」

　マリエスの幻魔眼の威い力りよくを知らず、ラムサは目を白黒させる。高位の魔ま術じゆつ師しであれば幻魔眼に耐えることができるが、そうでなければどうなるか……リクトはその絶対的な威力を知っているだけに、切り札として使わせてもらいたいと思った。

「もうひとつ、伺いたいことがあります。ミストルクの方が使う爆薬とは、どれほどの威力があるものなのですか？」

「あ、ああ……爆薬は洞窟を掘るために使うもんだから。たくさん使えば、頑がん丈じような岩壁を壊すくらいのことは出来るよ」

　ラムサの言葉を聞いたアルシェは、ふと遠くを見つめるような目をする。

「……ミストルクの皆さんに、もう一つお願いしたいことがあります。レギンソードの南東にあるカリム運河の河口に向かって欲しいのです」

　リクトはアルシェの意図をまだ汲くみ取とれていなかったが、それもまた、運河要塞を攻めるための策の一つなのだと見当をつけていた。

「そして……爆薬を、運河の河口にある船に積み込んで欲しいのです。量は、出来る限り多いほうが良いでしょう」

「アルシェ……あの河を船で遡るのは無理だ。流れが速いし、風も向かい風が吹き続けているのに、どうやって爆薬を使うんだ？」

　リクトの問いかけに、アルシェは確信を込めて頷うなずきを返す。

「風向きは、必ず変わります。そのときが、運河要塞を沈める絶好の機会になります」
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　アルシェによって指針が示されたあと、ラムサたちは爆薬をカリム運河の河口に運び、リクトたちは武器を運ぶミストルクの商人と共に、レギンソードから西方にある、カリム運河沿いの船着き場に向かった。

　武器を積み込む箱を二重底にして、箱の底に潜み、リクトたちはタムリナを残して運河要塞に向かった。タムリナはファヴィラス族の元に戻り、ラシードを討うつことが出来た暁あかつきに、帝都を占領する手て筈はずを整えることになった。

「他の部族の力も借りられるよう、父からも呼びかけてもらう。ラシードを廃したあと、国が乱れる時間は、長くなってはならない」

「ああ……頼たのんだぞ。俺たちは何としても、ラシードを倒す」

　困難な使命であっても、ラシードを倒せなければ、砂竜はアルマジーアに雪崩なだれれ込こむ。

　船の外から絶えず聞こえてくる水の音を聞きながら、リクトはアルシェ、タムリナ、そして重要な使命を帯びたラムサの無事を祈る。船は二百マールを一夜のうちに進み、リクトたちは運河要塞に入り込んだ。

「水門を開け！」

「武器はすぐに運び出せ！　使うものに質を確かめさせよ！」

　レグディオラの軍人たちの声が聞こえる。ミストルクの商人たちはリクトたちの潜む箱を開くと、身体を起こしたリクトの耳元に囁ささやきかけた。

「私たちは要塞の中で、ことが終わるまで身を潜め、機を見て脱出します。ご武運を」

「ああ……ここまで連れてきてくれてありがとう。あとは、俺たちの仕事だ」

　武器を運び出す兵士に紛まぎれ、リクトたちは幻げん術じゆつで身を隠したまま、ラシードの姿を探すべく上層を目指した。

　運河要塞は多くの層によって成っているが、船を入れる下層から二層上がったところに、砂地を敷き詰めた訓練場があった。

「リクト……どうやら、ここをすり抜ぬけるのは無理みたい……っ！」

「砂竜か……嗅覚で俺たちに気づいてるな……！」

　訓練場の奥おくにしか、上層に通じる階段は存在しない。容易に上がることが出来ないように、二体の砂竜が門番のように待ち構えていた。

　しかし、ただの砂竜ではない。

　その背中には、砂竜という竜種にあるまじきもの――巨きよ大だいな翼が生えている。それを目にしたフレイアは、動どう揺ようを隠しきれずに目を見開いていた。

「砂竜が、翼を……原初の姿に還そうというのか。低級であるはずの竜を、古代竜に引き戻そうとは……禁呪とはどこまで歪んでおるのじゃ……」

「お母さんっ、危ないっ……！」

　砂竜が同時に、フレイアに向けて砂嵐のブレスを吐く。フレイアはそれを人の姿ではなく、竜の姿で受けることを選せん択たくした。

　フレイアの身体が、およそ質量というものを無視して、瞬しゆん時じに白い竜の姿に変わる。破れ飛んだ服を振ふり払はらうと、フレイアは首を振って咆哮し、全身を赤熱させて顎を開いた。

　赤竜に化身したフレイアの炎が、砂を溶かしながら砂竜を包み込む。砂竜の表皮が焼け焦げるが、瞬時に再生し、新しい鱗うろこへと生え変わる。

「この再生の速さは……ラシードと同じだ……！」

（リクト、ここはわらわに任せよっ！　お主らは一刻も早く進み、ラシードを討てっ！　少しでも遅おくれれば、砂竜が放たれることになるぞっ！）

「私も一緒に戦いますっ！　リクト様、アルシェ様をお救いください！」

　剣けん士しとしての装束を身にまとったフィアは、双剣を抜いて砂竜の前に立ちはだかる。

「はぁぁぁっ……《紅蓮クリムゾン双刃・ブレイズ》！」

　赤竜の竜人族であるフィアは、竜の炎を操あやつることが出来る。炎を纏まとった剣で砂竜に連続で斬りつけ、無数の斬撃が砂竜の身体を走り抜ける――しかし、砂竜が大きく吼えて前足を薙ぎ払うと、それをフィアが防ぐ間に、砂竜の傷は盛り上がり、塞がってしまう。

（まことの竜ではなくとも……わらわは赤竜の力を受け継ぐもの。リクト、心配は要らぬ。奴らを倒たおすのは、わらわとフィアでなくてはならないのじゃ）

「分かった……絶対に死ぬなよ、二人ともっ……！」

　フレイアが砂竜に体当たりをして道を開けたところで、リクトたちは奥の階段を閉ざしていた鉄の扉を破り、上層を目指して駆け抜ける。背後から、砂竜とフレイアの猛々しい咆哮が響き渡る中で、リクトは振り返る未練を断ち切り、腰に帯びた双竜剣を抜き放った。

　運河要よう塞さいの最上層。天井の丸く開いた広間に、一人の男が待ち構えている。その傍に立つのは黒い大剣を持つ剣士と、禍々しい衣装を身にまとう、魔ま女じよの名にふさわしい姿をした女の姿があった。

「ラシードッ！」

「ここまで喰らいつくか……やはりお前だ。お前を殺さなければならなかったのだッ！」

　ラシードは砂竜の声で、侵しん入にゆう者しやを予見していたようだった。鎧よろいを身にまとい、その腰に帯びた剣を、獲物を待ち構えていた猛獣のように抜き放つ。

「我が速さは、影かげも残さず。《絶影ノ道ブリンク・ロウ》ッ！」

　リクトは自律魔道ソーサリーを発動させ、全身の筋肉を強化し、影すら残さぬ速度を得る。間合いの外から一いつ瞬しゆんにして距離を詰められ、細いラシードの目が大きく見開いた。

――その顔にあるのは、喜色。戦いに魅入られているかのような、果てしない愉悦。

「クカカカカカカカッ！　そうだ……そうでなくてはなァッ！」

　反り返った剣を閃ひらめかせ、ラシードはリクトの刃を返そうとする。しかしリクトは、その一いち撃げきを『受けさせる』気は毛頭なかった。

「《双刃ノ道ジエミニス・ロウ》ッ！」

　リクトの魔ま力りよくを注ぎ込まれた双竜剣が、燭しよく台だいの薄明かりだけが照らす部屋に閃き、真しん紅くの軌き跡せきを残す。

「小こ賢ざかしい……シャァッ！」

　ラシードは剣を振り抜くが、リクトの斬撃が二つに分かれる。そのうちの一つが、ラシードの首を真一文字に走る。

　リクトの剣技と、双竜剣の鋭さがあれば、ラシードの首を落とせる。

「そこまでの化け物か……ラシード……ッ」

　しかし、ラシードの首には赤く傷きず跡あとが作られただけで、出血はどれほども続かず、完全に傷が塞がりきる。ラシードは首を撫で、リクトに剣を向ける。

「……尋常に渡り合おうじゃないか、異国の剣士よ。名を名乗れ」

「俺の名はリクト・ゼスフォード……ラシード。アルマジーアを追い込み、我が国までも滅ぼそうとするお前を、許すことは出来ない」

「オレはラシード・ディオラ・クーン。このディアンティカで、最も多くの血を流れさせた皇帝として名を残すものだ。『緋ひ皇こう帝てい』という呼び名を知っているか？」

　リクトはエレンディラが禁呪を使うと知った時から、ラシードがハルヴォルと同じように、操られているのではないかという疑念を抱だいていた。

　しかし、その迷いは消さなければならないと思い直す。目の前に居るラシードは、自分の意志で多くの人を殺し、それを誇るべきこととして語る存在だった。

「……お前が皇帝で在りつづける限り、命が命として扱あつかわれないのなら。俺は全てを賭かけて、ラシード……お前を倒す……！」

「図に乗るな……魔道を使える程度で、禁呪に及およぶわけもない。闇やみに飲まれよ、『光刃の魔ま王おう』」

　エレンディラ、そしてヴォルフが動き出す。エレンディラの杖の異様な姿にも、マリエスはたじろぐことなく立ち向かう。

「……エルセリアの六魔将。お前の剣も、一度は受けてみたいと思っていた……」

　ヴォルフは片手で大剣を支え、セシルに向ける。その威圧感と強烈な殺意にも、セシルは一歩も下がらず、名剣ヒルデガルドを正面に構えて対たい峙じした。

「エルセリアの六魔将が一人、セシル・リーンヒルデ……参るっ！」

「魔女だかなんだか知らないけど、私だって魔将の一人なんだから……リクトの邪魔はさせないわよ、エレンディラ！」

「……死に勝まさる苦痛と絶望に、あなたの顔がどう歪むのか。見せてもらう」

　マリエスは太ももに吊つった鞭むちを取り出す。期せずして、三人と三人の戦いとなる――ラシードはそれを察して、リクトだけを自分の敵と認にん識しきしていた。

「戦の前の宴にはふさわしい……貴様ら魔将を殺したあと、首を晒さらしてアルマジーアに見せつけてやろう。もはや戦う気も起こるまい……クカカカカッ……！」

　ラシードの言葉を挑ちよう発はつと理解しながら、リクトは怒いかりより先にある感情に辿たどり着つく。

　この男を倒す。そこに少しの雑念もなくなり、自分を純じゆん粋すいな刃に変える。

　たとえ無限の再生能力を持っていても、再生出来なくなるまで、徹底的に破は壊かいする――。

「……やれるものならやってみろ。俺が『魔王』と呼ばれた理由を、教えてやる」

　人間を超えた者たち――魔人たちが並び、対峙する。リクトは隣となりに並ぶセシルとマリエスを、守る対象ではなく、今は共に戦う仲間として、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いていた。

「――行くぞ、二人共っ！」

『はいっ！』

　剣けん閃せんが閃き、魔ま術じゆつの炎が走り、闇が沸きあがる。
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　ラシードの円月刀と切り結んだリクトは、敵の武器もまた、双竜剣と同じように、魔術の光を宿していることに気づく――そして。

「――シャァッ！」

「くっ……！」

　斬きりかかるラシードの剣――その刀身が、突如としてリクトの視界から消える。

　リクトは軌道を読んで切り返そうとするが――そこには、透明な刃があった。反り返った刀身をリクトの剣が滑り、ラシードはそのまま踏み込んで斬りつける。

「ぐぁっ……！」

　ラシードの剣は魔力で強化されたリクトの鎧を削り、血しぶきが上がる。その剣の斬れ味は、リクトの想像を遥はるかに超えていた。

「月蝕のシャムシールの味はどうだ、リクト……これがお前を殺す刃となる」

「リクト殿どのっ……！」

「――そちらの心配をしている暇ひまがあるのか？」

　セシルと間合いを探り合っていたヴォルフは身を屈め、『矢倉の構え』から必殺の突つきを繰りだそうとする。セシルはその突きを受ければ、いかな名剣といえど、無事では済まないと本能で察していた。

「――風の精霊シルフよっ！《青嵐剣ストーム・ブリング》ッ！」

　セシルは風の渦うずを発生させ、ヴォルフの突きの勢いを減殺する。しかしそれでもヴォルフの動きは止まらず、剣閃がセシルの腕をかすめていく。

「闇より作られし矢よ……我が敵を射抜け」

（あんな詠えい唱しようで……リクトだけで十分よ、あんな規格外はっ！）

　エレンディラが杖を振りかざすと、彼かの女じよの前に黒い闇を凝り固めたような矢がいくつも生まれ、剛弓から放たれるかの速度でマリエスに向けて降り注ぐ。

「火の精霊イフリートよ……《真なるエル・フレイム炎の盾・デイフレクト》！」

　しかしマリエスもさる者で、最低限に省略した詠唱で、精霊の力を最大限に引き出し、炎の盾を発生させる。闇の矢と精霊の炎はせめぎ合い、いくつかが盾を突き破るが、マリエスはそれを機敏な身のこなしで避さけてみせた。

「今度はこっちから行くわよ……っ！」

「……そちらの魔術には限りがある。私の力には終わりはない。闇に飲まれよ」

　エレンディラは魔術を使う際に、代だい償しようを必要としていない。それはラシードとヴォルフも同じだった。

　彼かれらが使っているのは、《忘れられた神》の力を借りる神性魔術セイクリツド――禁呪と呼ばれるもの。その力を得るためにハルヴォルが捧ささげたものは、『理性』だった。

　彼らもまた、同じように、人間の心を捨てることで力を得ている。

　リクトはラシードの不可視の刃を凌ぎながら、激げき昂こうせずにいられなかった。

「――うぉぉぉぉぉっ！」

「クカカカカッ！　カカカカカカッ……どれだけ斬りつけても無駄だ……どうする、傷から血が溢あふれているぞ。どこまで耐たえられるか……踊り苦しんで死ねッ、リクトォ！」

　ラシードの特とく殊しゆな剣の形状と、刀身が見えないということが、純粋な剣技の力量で勝るリクトを追い詰めている。

　斬撃による傷がこれ以上増える前に、血を流しすぎる前に、倒さなければならない。

　そしてリクトが選んだ手段に、セシルは目を疑う。

　リクトは、目を閉じていた。それでいながら、ラシードの苛か烈れつさを増す連撃を、目を開いていたときよりも完かん璧ぺきに跳ね返し始めている。

「馬ば鹿かな……目を使わず、なぜ戦える……っ！」

　ガキン、とリクトは完全にラシードの斬撃を止め、弾き返す。そして目を閉じたまま、鈍い炎の輝きを見せる双竜剣をラシードに向けた。

「ラシード……お前の剣は、魔力を帯びている。刀身が見えなくても、その閃きは、俺にはただのモノを見るよりもはっきりと見える。目を閉じても、俺は『見えなくなる』というわけじゃない……魔力で織りなされた世界を見るようになるだけだ」

「自律……魔道……魔道を極めし者は、魔力を見る……それゆえの、魔王か……ッ！」

「俺は魔将を束ねる王……そして、魔術の王だ。ラシード、決着をつけよう。しかし言っておく……お前の刃は、二度と俺には届かない」

　ラシードの顔から、愉悦の笑みが消える。怒りと殺意がその身体を覆い尽くし、盛り上がった上腕に幾いくつもの血管が浮かび、筋肉が盛り上がる。

「……このオレを喰らうというか。虫けら風情がァァァァァッ！」

　ラシードの剣が唸りを上げる。リクトは目を開き、双竜剣に、そして全身に、火花が散るほどの魔力を充じゆう溢いつさせる。




　――我が剣を、全てを斬り裂く光と成す――




「――《光刃ノ道ゼスフオギア・ロウ》ッ！」

　その技わざを出さず、今まで剣士として渡り合ったのは――リクトが双竜剣を手にしたとき、この世に斬れぬものはないと理解していたからだった。

　ラシードは一歩も動くことが出来ずにいる。キン、と甲高い音を立てて、石いし床ゆかに転がったもの。それは、断ち切られた円月刀の刃だった。

「禁呪の魔道具を、破壊する……それほどの威力を、人間が……」

「初めて隙を見せてくれたわね……っ、《紅蓮滅クリムゾン炎陣・ブレイク》ッ！」

「――っ!?」

　エレンディラの見せた隙を突き、マリエスが紅の宝ほう珠しゆを幾つも代償にして、凄すさまじい熱量の炎を生み出す。炎は魔女を飲み込み、石の壁までも溶解させ、貫き通していく。

「……これで終わってくれればいいけど……そんなわけもないわよね……っ」

　赤熱する床ゆかの中心で、闇に包まれた魔女が、憎悪にその顔を歪めている。マリエスの炎はエレンディラの守りの一部を破り、その衣服が焼け焦げ、肌はだが露わになっていた。

「エルセリアの六魔将……やはり、全て排はい除じよしなければならない。その力は我らの障害となる……」

「こちらを仕留めたあと、そちらにかかる。もう少し持たせろ、エレンディラ」

「――喰らい尽くす。我が闇は、我が神のもたらす闇……精霊などに負けるわけがない」

　エレンディラがマリエスに向けて手をかざす。セシルもまた、ヴォルフの攻撃に備えて剣を構える。しかし彼女たちは、既すでに精霊魔術エレメンタルを使うために行使する宝珠を、戦いの中で使い尽くしていた。

「魔将は武器だって使えるんだから……諦めないわよ、絶対に」

「――はぁぁぁっ！」

　セシルは気合いと共に裂れつ帛ぱくの突きを繰り出す。しかしヴォルフには、魔術で強化されていない一撃は、防御するまでもないものに過ぎなかった。
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　竜人族の膂りよ力りよくを持つフィアでさえ、強化された砂竜の力に押おされ、少しずつ体力を奪うばわれていく。幾度も砂竜の鱗を削った剣は、既に刃がこぼれて使い物にならなくなっていた。

「くっ……！」

　振り下ろした刃がガキン、と砂竜の首に食い込み、フィアは致命的な隙を作る。砂竜は首を振るってフィアを空中に投げ飛ばし、回転して尻尾しつぽを叩きつけた。

「ぐぅっ……！」

　弾き飛ばされたフィアは砂の上を跳ねて、壁に叩きつけられる。

　竜人の皮ひ膚ふに傷がつくことはなくとも、内臓にまで衝しよう撃げきが響き、フィアは辛かろうじて起き上がりながらも、口の端はしから血をこぼす。

（フィアッ……くぅ……このような者に……っ！）

　砂竜はフレイアの火炎の威力を知ると、二度目の機会を与あたえることはなかった。

　その異常な再生力に任せ、身体の組織の限界を超えた膂力に、フレイアはついに押さえつけられ、撥はねのけることのできないままに首筋に噛かみ付つかれる。

「ゴァァァアァァッ……！」

「いやぁぁぁっ……！」

　傷口から吹き出したフレイアの血を浴びながら、砂竜はさらに牙を突き立てようとする。フレイアは辛うじて腕うでを動かし、砂竜の口に叩き込む。

　それでも砂竜はフレイアを喰らおうとすることをやめない。フィアの前にいた一体もまた、フレイアに襲いかかろうと機を窺っている。赤竜を喰らうことで、より上位の存在になれるとでも思っているかのように。

（フィア……わらわはここまでのようじゃ。しかし、ただでは死なぬ……この砂竜に、愛しい娘むすめを喰らわせるわけにはいかぬからな……）

　フレイアの声が聞こえる中で、フィアは眼前に迫せまっていたもう一匹ぴきの砂竜の突とつ撃げきをかわし、連撃を叩き込む。鱗を削っても見る間に再生し、どれほどの傷を負わせることもできない。

（わらわはこれより、『竜珠』を開放する……わらわがこれまで生きてきた年月のあいだ、蓄ちく積せきされた赤竜の力で、この砂竜を焼き尽くす）

「だめっ、お母さん……死なないで……せっかく会えたのに……っ、きゃぁぁっ！」

　フィアは目の前の砂竜が繰り出した、回転しながらの尾の一撃に弾き飛ばされる。竜人族の身体の強度を超えた打撃は、フィアの身体に、戦いを続けることが困難なほどの深手を負わせる。

（……フィア……わらわよりもまことの竜に近づき……あるじ殿を……）

　フレイアの胸部、赤熱するような赤色の鱗が、強く発光を始める。その奥に母の言う竜珠があるのだと、フィアは朦もう朧ろうとする意識の中で悟さとっていた。




――アルシェお嬢じよう様さまの、大切なお兄様を、この手で殺した。

――自分を助けようとしてくれたお母さんを、ひどい目に遭わせてしまった。

――まだ、何も恩返しが出来ていない。お嬢様にも、お母さんにも……。

――私を誇り高き赤竜の娘だと言ってくれた、リクト様にも。




「……あぁぁぁぁぁっ……！」




　フィアは母の放つ命の光のなかで、感情の全てを奔流と変えたかのような叫びを上げる。

　――その声が、咆ほう哮こうに変わっていく。

《白焔のフレイア》よりも強く、大きく、天地を揺るがすほどの雄お叫たけびに。

　白い髪の少女の姿が消え、代わりに現れたものは――。

（目覚めたのか……わらわの愛しき娘。わらわよりも、『まことの竜』に近づくものよ……）

　フレイアは娘の姿に目を細める。フィアはフレイアに伸のし掛かかっていた砂竜に目を向けると、その尾を一瞬で振り抜き、十五メルクを超え、二十メルクに届こうとする砂竜の巨きよ体たいを、遥か空中に跳ね上げた。

「ゴォォァァァァァッ！」

　フィアは空中を振り仰ぎ、白い身体を赤熱させ、炎のブレスを砂竜に吐きかける。

　それは熱線とも呼べるもので、砂竜の鱗を容易に穿うがち、口から尾までを貫き通す。

　轟ごう音おんを立て、砂すな埃ぼこりを巻き上げて落下した砂竜の身体は、もはや再生することもままならず、砂のように崩れていく。

　心臓を穿つことで、再生ができなくなる。そう悟りながら、フィアは飛びかかってくるもう一体の砂竜に、正面から前足の爪つめを叩きつけた。

「ガァァァッ……！」

　砂竜の鱗が切り裂かれ、血しぶきが上がる。その顔につけられた爪跡は瞬時に回復するが、砂竜は初めて怯ひるみ、次の攻撃をためらう。

（お母さんを傷つける人は許さない……私の力で、皆を守る……！）

　フィアが自分を守って立つ後ろ姿を、フレイアは愛おしむように見つめながら、ゆっくりと身体を起こす。赤竜は再生力に優れているわけではないが、食いちぎられた部分の出血は、すでに止まりかけていた。

　砂竜を止めることは出来た――ならば、あとはラシードを倒すだけだ。

　愛娘の勇ゆう敢かんな咆哮を聞きながら、フレイアは主の無事を祈った。
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　ラシードは『月蝕のシャムシール』を破られてもなお、その目の光を失っていなかった。

　ヴォルフとエレンディラの前には、満身創そう痍いでありながら、まだ闘志を失わずにマリエスとセシルが立っている。宝珠が尽きたあとも、マリエスとセシルは決して退かず、自らの敵を食い止め続けた。

　ラシードは折れた剣を捨て、代わりに携えていた剣を抜く。腰こしに二本の代剣があり、背にはまだ二本が負われていた。

　――月蝕のシャムシールがなければ、ラシードを圧あつ倒とうできる。そう思っていたリクトは、タムリナの言っていたことを思い出した。

　四つの腕の化け物と戦う、誰だれかの姿を予言した。タムリナは、確かにそう言っていた。

「……この運河要塞は、オレが居る限り落ちることはない。リクト、貴様が死に、オレは生き残る……それを変えることなど、出来はしない」

「ラシード……お前の剣は破った。何度繰り返しても、上回るのは俺おれのほうだ」

「クカカ……上回るだと？　オレの肉を断ち、血を流させれば、いずれはオレの命が終わると思っているのか……？」

「っ……!?」

　ラシードの目の色が変わっていく。シュルシュルと爬虫類のような呼吸を始めたあと、砂竜の鱗で作られた鎧に覆われた身体が、大きく膨れ上がる。

「ぐぅっ……ぁぁ……オレがただ化け物を、『作っている』だけだと思っていたんだろう……？　クカカカ……だとしたら貴様らは……オレを、見くびりすぎている……」

　マリエスとセシルは、ラシードの変化を、信じがたいものを見る目で凝ぎよう視ししていた。エレンディラは薄く微笑ほほえみ、ヴォルフは憐れなものを見る眼まな差ざしで、皇こう帝ていと呼ばれた男が、目の前で化け物に変わり果てるさまを見ていた。

「――がぁぁぁぁぁぁっ！」

　ラシードが吼えたあと、その背で鮮せん血けつが弾けた。

　背中から、人間のものではない、鱗に覆われた手が現れる――それは、砂竜の鱗に覆われた人の手だった。

　ラシードの背から生えた手が、二本の剣をつかむ。四本の剣を構え、ラシードは変わり果てた姿でリクトを見る。その爬虫類のような眼は、正視に耐えるものではなかった。

「オレは人間でなくなろうとした……砂竜のような強きよう靭じんな生命力を手に入れ、生き続ける限り、この世の全てを殺し尽くすと誓ちかった」

「……なぜ、そこまで人間を憎む」

　リクトの問いに、ラシードは口の端を吊り上げて笑った。

「もう、忘れてしまった。何故かなどはどうでもいい……人間には、殺しあうことにしか存在価値がない。戦を続け、終わらせてはならないのだ。何もかもが灰になるまで」

「お前の思うとおりにはならない……お前たちの願う滅ほろびに、これ以上誰も巻き込ませはしないっ！」

「守る価値などない……貴様の背にあるものは空疎で、何の意味もありはしない。オレはお前を否定しなければならないッ！」

　戦いが続くあいだに、いつしか日が昇り、丸く開いた屋根から太陽の光が差し込んでくる。

　一匹の魔獣と化したラシードの瞳ひとみが、かすかに見開く。




　砂竜の亡骸を前にして、フレイアとフィアもまた気づいていた。

　要塞の隙すき間まを流れる風。その風に運ばれていた砂の向きが、変わっている。

　――南東から、全くの逆向きへ。

　フィアは人の姿に戻ると、純白の裸身を、竜に化身する際に破れた衣服を結び合わせて覆う。そして、竜のままでいるフレイアを見上げた。

「お母さんは、傷が治るまで待ってて……私がアルシェ様を助け出すから。そうしたら、私達を乗せて飛んでくれる？」

（うむ……やはり、『月つき影かげの少女軍師』よ。全すべては、この時に向かって流れていたのだな）

　風の向きが変わったとき、フレイアはアルシェの最後の策が成ったことを悟っていた。

　赤竜の聴覚ならば、耳を澄ませば、砂すな嵐あらしの轟音に混じって、しっかりと聞き取ることができる。

　南東の河を遡上してくる、一隻せきの船が、帆ほに風を受けて水を切る音を。




　四つの腕を持つラシードには死角というものが無く、リクトが仕掛けるあらゆる方向からの攻こう撃げきを弾き返す。

「シャァァァァッ！」

　蛇のような雄叫びを上げ、ラシードはリクトに猛もう然ぜんと斬りかかる。右上、左、右下、左上――全方位からの斬撃に、リクトは初めは押されているかに見えた――だが。

「――《妖斬ノ道スレイング・ロウ》ッ！」

　魔力で強化した双竜剣の一撃が、ラシードの人の右手の剣を折る。ラシードはそれに構うことなく、左の二つの腕を振るう。

「ぐぁっ……！」

　避けきれず、ラシードの剣の一本がリクトの脇腹をかすめていく。それでは足りぬと言わんばかりに、右の背中から生えた腕がリクトに襲おそいかかる。

「――《絶影ノ道ブリンク・ロウ》！」

　リクトは肉体を加速し、後ろに飛んで斬撃を避けきる。しかしラシードは石床を蹴って飛び、再び三つの剣でリクトに斬りかかる。

「死ねェッ！」

（まだだっ……！）

　ラシードの突きがリクトの身体を捉とらえる――その瞬しゆん間かん、リクトの姿をしていたものが、水飛沫しぶきを上げてはじけ飛んだ。

　《水の偶像》。精霊魔術を無詠唱で発動させた――ラシードはそのリクトの気配を追うが、感じ取った気配の方向に、自分の失策を悟る。

　リクトの放つ殺気は後ろ――そして、頭上に生じていた。

「我わが影は、我が姿を辿る――《分身ノ道アルター・ロウ》！」

　選択をする必要はない。ラシードは右の背中の腕を頭上に振り抜きながら、左の腕で背後の気配を振り返りざまに刺し貫こうとする。

「リクトっ……やっちゃえぇっ！」

「リクト殿っ、今ですっ！」

　二人が同時に声を放つ。ラシードの反応の限界を超え、もう一度、『後ろに』気配が生じる。

「うぉぉぉぉっ……！」

　リクトの連続の詠唱も限界に達している。最後に残されたものは――右手の甲に刻まれた紋章の力。クルドに託たくされた、神性魔術だった。

「――聖竜セイン・ドラグ・滅斬ヴアル・スレトッ！」

　女神アルマーンの加護の光が双竜剣に集束する。次の瞬間、ラシードの眼前が光に染まり、リクトの放った光の斬撃が、竜の姿となって異形の姿を飲み込んでいく。

「がぁぁぁっ……あ……あぁぁぁぁっ……！」

　ラシードの持つ剣の一本が断ち割られ、背中の腕の一本は剣ごと吹き飛ぶ。

　血をまき散らしながら空中を躍った腕は、エレンディラの眼前に落ちる。それを見たエレンディラは、汚れたものを見るように一瞥するだけだった。

　背中の腕を一本失い、残す剣が二本となっても、ラシードは戦意を失わない。背中の出血が見る間に止まり、引き絞るような苦鳴の声も終わりを迎えると、再びリクトに剣を向ける。

「まだだ……まだオレは立っているぞ、リクト……貴様の首を刎はねるまで、オレは……ッ」

　ラシードが叫ぼうとした時、リクトの視界が大きく横に揺れた。

「っ……！」

　耳をつんざくような轟音が響く。要塞全体が揺らされたあと、南東の方角の壁が瓦解し、床までが崩れ落ち始めた。

　――いつからか、風向きが変わっている。南東に向かって吹いていたはずの風が逆に吹き、頭上の屋根の穴から見える空を流れる雲が、北西に動いている。

　アルシェがラムサに頼んで仕し掛かけていた策が、成った。

　ラシードは朝が訪おとずれたと気づいた時から続いていた違和感の正体を、ついに知る。

「運河を遡る風を……お前たちが、使いこなしたというのか……ッ！」

　衝撃が起こったあと、要塞は揺れ続けている。構造上において重要な役割を示す土台が破壊され、自壊を始めている――。

　砂竜を封じ込めたまま、要塞は沈しずむ。

　そう悟ったとき、ラシードは自らがこの戦に敗れたのだと知る。

　アルマジーアへの攻め手の核を成す砂竜を再び集めることは出来ない。成体にまで成長した砂竜を国中からかき集め、エレンディラの禁呪で戦いに使えるように作り替え、百匹を揃えるまでに要した時間は、アルマジーアが反はん撃げきを試みる時間よりも長い。

　それは真実、ラシードの予測よりも遥かに速かった。リクト、そして軍師であるアルシェの想定すらも超こえていた。

「ラシード陛下っ……南方から、敵が……アルマジーアの、大軍がっ……！」

　駆け込んできたランギスの報告を受けて、ラシードの顔は初めて驚きよう愕がくの色に変わった。リクトと戦う間には一度も見せなかった、あまりにも人間らしい表情だった。




８




　アルシェはレギンソードに着き、後宮に入り込む前には、鳥に文を託してノーザニカに送っていた。

　一つ目の中ちゆう継けい地ちで得た地図を元にすれば、馬を使わずとも、徒歩で中継地を辿っていくことができる。システィナとリベルタはただちに軍を動かし、地図に記されたメディナ運河要塞を包囲するべく、北上を開始した。

「砂嵐が消え、運河要塞が崩ほう壊かいしていく……リクトたちは、事を成したのだな」

「あの砂竜の声を聞いた時は、どうなることかと思ったがな……早く無事を確かめたいものだ」

　システィナとリベルタは十五万の兵を率いて、夜の間にメディナ運河要塞の南に布ふ陣じんしていた。運河要塞の近辺に布陣し、アルマジーアへの経路へと入り込もうとしていたレグディオラ軍は、まさに移動を始める前に出鼻を挫かれ、動きを止めている。

「敵の士気がこれほど落ちていれば、交こう渉しよう次第で停戦も出来るかもしれないな」

「うむ……そうだな。あの方も、無益な殺さつ戮りくは好まれない方だった」

　徒歩での行軍を選んだとき、アルマジーアの騎き士したちは馬を降りても不満を口にすることなく、武器を槍やりと盾に持ち替えて歩兵となった。駱らく駝だ騎兵の突撃を無力化する歩兵の集団は、中継地での戦せん闘とうにおいても遺憾なくその強さを発揮し、確実な進軍を可能とした。

　あとは運河要塞が崩れ落ち、それでも戦おうとする砂竜と敵兵を迎むかえ撃うつのみだった。システィナは戦いを続けているであろうリクトの武運を祈いのり、彼女の信しん仰こうする神であるエウスレアに祈りを捧げた。

「月と狩しゆ猟りようの女神、エウスレアよ……我が弟リクトと、その仲間たちに加護を与えんことを」




　アルマジーアとエルセリアの連合軍十万が、運河要塞の南に布陣している。

　エレンディラはマリエスたちとの交戦を始めたとき、禁呪によって発生させた要塞を守る砂嵐を解いてしまっていた。

　――六魔将の実力を、低く見ていた。

　『光刃の魔王』リクトだけを抜ぬきん出でた存在と見ていたエレンディラは、その仲間の強さを見誤っていた。彼女たちもまた、エルセリアにおいては、リクトと並び称されていた一騎当千の猛将であるということを、把は握あくしきれていなかったのだ。

　この戦の場でするべきことは終わった。要塞は崩壊し、敵の連合軍はいずれレギンソードを包囲して、この戦は終わる。

　この状じよう況きようを作り出した者が、誰なのか。ヴォルフの提言通りに連れ去った少女であるとするならば、少女は要塞に捕とらえられてなお、策略を巡めぐらせていたことになる。

　エレンディラの禁呪では人間を転移することは出来ても、十五メルクを超える巨体を持つ砂竜を脱だつ出しゆつさせることは出来ない。エレンディラの精神を削けずって使用する禁呪を酷使すれば、自我が崩壊する懸念もあった。

　――この戦が終わっても、別の場所で戦を作ればよい。

「陛下……私があなたの命令を聞くのは、これで最後になる」

「……帝てい都とまで退く。ヴォルフ、貴様は？」

「俺はリクトと戦う。その後のことは、ここで生きようと死のうと、ラシード……お前には関わりのないことだ」

　突き放すように言うと、ラシードの姿はエレンディラと共に、影に飲まれて消える。

　崩れ落ちる要塞。揺ゆれる視界の中で、ヴォルフはリクトに剣けんを向ける。

「おまえの剣と、俺の剣。どちらが上か、試ためしてみるか……？」

　いつか、リクトはその言葉を聞いたことがあった。

　ルクサンブルの城じよう塞さいで、一度だけ剣を合わせた男が口にした言葉。

　ヴォルフがクルド・グレイシオであったときの言葉に、よく似ていた。

　だからこそリクトは、答える言葉を一つしか持たなかった。

　人でなくなったヴォルフの剣。人間を超えたリクトの剣。そのどちらが上なのか、雌し雄ゆうを決することに、何の迷いもありはしなかった。

「俺の自律魔道は、何者にも屈することはない……！」

　リクトの身体が、紫むらさき色いろの魔力の光を放つ。ヴォルフはリクトが放つ技が、あの時と同じ技だと理解する。

　魂たましいの波動を魔力に変える。そうして生み出された膨大な魔力をすべて剣に注ぎ込む。

　エレンディラに与えられた黒い大剣に、ヴォルフの全霊を込めた魔力が注がれる。

　――自分はあの時と同じ技を放つことが出来ない。

　リクトの右手に託した紋章を、ヴォルフは眩まぶしいと思う。

　かつて信じた女神アルマーンの紋章が、リクトの魔力に呼応して輝いている。




――我が刃を、全てを貫く光と成す――




　聞こえぬはずのリクトの声が、ヴォルフの耳に届く。そのときヴォルフは、凍てついているはずの瞳から、熱いものが溢れるように感じていた。




「――《炎光刃フラム・ゼスフノ道オギア・ロウ》ッ……！」




　双竜剣はリクトの魔力に呼応し、フレイアが放つものと似た、赤熱を超えて白に染まる炎を纏まとう。

　氷狼の力を纏った剣で、ヴォルフは名も無き技を繰り出す。

　ただ心を無にして、持てる力の限りを振り絞り、純粋な突きを繰り出す。

　二人の剣けん士しが交錯したあと、セシルとマリエスは、時間が止まったように感じた。

「……リクト……やっぱり、リクトは……」

「あまりにも……遠く、貴い……」

　言葉にならぬほどの賛辞を、二人の少女が送る。

　ヴォルフの黒い大剣は二つに両断され、『白き狼の剣士』の身体には、赤熱する赤い傷きず跡あとが刻み込まれていた。







第六章　処しよ刑けいの丘おか
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　帝都レギンソード。宮きゆう殿でんの謁見の間に、一人の男が立っている。

　玉座を無言で見下ろしていた男は、その場に背を向ける。その前に、マリエスの炎で衣服を焼かれ、肌を晒している女――エレンディラが立っていた。

「どうした……お前は次の戦を起こしに行くんだろう？　オレは追いすがりはしない。お前に与えられたものは全て失った……あるのは、意味を無くした信仰ばかりか」

　《忘れられた神》が望むものは、血と絶望。ラシードはそれをもはやこれ以上生み出すことはなく、敗者として死を迎える。

　エレンディラは男を憐あわれむように、同時に嘲るように、慈愛に満ちた微笑みを浮かべた。

「あなたに初めて与えた禁呪……その耳にある、『忘ぼう却きやくのピアス』。それは返してもらう」

「……ピアス……だと？　この飾かざりに、何の意味が……」

「それが始まりだったことさえ、あなたは忘れている……ラシード。愚かな男」

「ぐっ……！」

　エレンディラはラシードに無造作に手を伸ばし、耳みみ飾かざりを千切り取る。そして血に濡ぬれた小さな金属片に、赤い舌を這はわせた。

「初めはあなたの絶望が、私に興味を抱だかせた……その絶望を思い出し、死んで行きなさい。あなたがどうして人間を憎にくんだのか、くだらない理由があったでしょう」

「理由……理由など、オレは……」

　ラシードは自覚なく、一歩ずつ後ずさっていく。そして玉座につまずき、座り込んだあとで、エレンディラを唇くちびるを震わせながら見つめる。

「ぁ……うぁぁぁっ……あぁぁぁぁぁぁぁぁっ……！」

　誰もいない謁見の間に、ラシードの悲鳴が響く。エレンディラは冷たい笑みを浮かべたままで、皇帝だった男を見下ろしていた。

「砂竜の血を身体からだに入れて、怪かい物ぶつとなった憐れな皇帝よ。人間を捨てたあなたこそが、誰よりも滑こつ稽けいな人間のままだった。その可笑おかしみは、私にいくばくかの楽しみを与えてくれた……そのことには、礼を言うわ」

「貴様……貴様ぁぁぁぁっ……オレに何を……オレの記き憶おくを……っ！」

「ええ……あなたが絶望し、死を選ぼうとしたとき、私はあなたに救済を与えた。あなたの妻になるはずだった女が、なぜ死んだのか……それこそ、部族の間の権力争いなどという、唾棄すべきつまらない理由だった。ラシード、あなたは弱い男だった。愛する者を失って復ふく讐しゆうするどころか、自ら死を選ぼうとした……恋人の殺された、『処刑の丘』で」

　レギンソードの北西にある、普段は人の立ち入らぬ岩場に、処刑場がある。

　ラシードの脳のう裏りに、忘れさせられていた記憶が次々と蘇っていく。

　誇り高い戦士の女。ラシードが生涯たったひとり愛した女性は、流行り病などではなく、レグディオラのある部族による謀略で命を落とした。

　ラシードと同じディオラ族の人間が、ファヴィラス族の女が最高位の皇こう妃ひに就つくことを嫌い、自らの血族をラシードと婚姻させようとしたのだ。

　それがラシードの叔お父じのしたことであると知ると、ラシードは叔父を叱しつ責せきした。その時叔父の口から出てきたのは謝罪ではなく、自分が皇帝に就くはずだったという怨嗟の言葉だった。皇太子であったラシードが生まれなければ、叔父が皇帝になっていた可能性があった――その思いが、凶きよう行こうへと導いた。

　ラシードは人間の世界に、そしてレグディオラに対する全ての興味を失った。恋人の死んだ処刑の丘で、岩場から身を投げて死のうとした。

「あなたを見つけた時、私は生まれてきてから、最も心が躍った……だからこそ、あなたと一度だけ閨ねやを共にした。あれほど妻を愛していた男が、壊れたあとに女をどう扱あつかうのかに興味があった。あなたは私を女神のように崇めた……とてもおもしろい見世物だったわ。もう一度くらい、夢を見させてあげても良いと思うくらいに」

「うぁぁぁぁぁっ……あぁぁぁっ……エレンディラァァァッ！」

　ラシードは立ち上がり、エレンディラに組み付こうとする。しかしエレンディラは一歩退くだけでそれを避けた。

「記憶を取とり戻もどし、理性を失ったとき、あなたは本当の怪物に変わる。リクト・ゼスフォードを倒たおすために……それが最後のあなたの役目。初めから捨て駒にすぎない」

「ぐぁっ……あぁ……うぉぉぉぁぁぁぁっ……！」

　ラシードの背が裂け、竜の翼つばさが姿を現す。運河要よう塞さいの砂竜たちと同じように。

　砂竜と同じように、自らも作り替えられた。心を失った魔獣に成り果てようとしながら、ラシードはエレンディラの横を通り過ぎ、宮殿を離はなれようとする。

　翼をはためかせ、ラシードは空へと飛び去る。その方向に、エレンディラは覚えがあった。ラシードが向かう先は、こうなってしまえばひとつしか無かった。

　全ての始まりの場所である、処刑の丘。

「ふふっ……くくくっ。あはははははっ……！」

　表情のなかった女が、哄こう笑しようを始める。崇める神にふさわしい狂気に、その顔を、姿を染め上げて笑い続ける。

　ラシードの行く末になどもはや興味はない。いずれ《忘れられた神》は復活し、贄にえとなる少女は、黙だまっていてもエレンディラの思い通りに動く。

　神代の終わりなき戦が、数年を待たずに再び始まる。そうなったとき、エレンディラは憎んできた世界への復讐を遂げる。

　笑うことをやめて、玉座を見る。座る者の無くなった権力の象しよう徴ちようを前にして、エレンディラはふと自分の胸を押さえる。

　その胸に、一本の矢が突き立っている。

「ぐっ……うぐっ……何故……なぜっ……！」

　エレンディラの口から血が溢あふれ出だす。女は全身を焼き焦がすような苦痛に襲われ、膝を突く。

　毒を塗ぬられた矢が、胸を刺し貫いている。

　蜃しん気き楼ろうの魔ま女じよは、禁呪を使いこなすだけの、ただの人間だった。

　心臓を貫かれれば、命を永らえることはできない。

「エレンディラ……姉さんの仇かたきを討うたせてもらう……！」

　タムリナ――一度はエレンディラ自身の手によって、死の恐きよう怖ふを植え付けられ、帝都から逃げ出した少女。

　彼かの女じよが蠍さそりの弓を手にして立っている。エレンディラは薄れていく意識が、死に蝕むしばまれていることを理解しながら、憎悪を込めてタムリナを見つめた。

「よくも……よくも……私はまだ……死ぬ、わけには……」

「お前が導いた戦火で、多くの人間がそう思いながら死んでいったのだ。ラシードも、お前さえ居なければ壊れずに済んだ……私の姉の仇は、お前だ……！」

　タムリナはもう一本の矢を番つがえ、放とうとする。

　その瞳に映るだろう死にゆく自分の醜さが、エレンディラの最後の執念に火をともす。

「……お前の命もっ……！」

　エレンディラの言葉が力を生み、《忘れられた神》の呪われた矢が形作られる。

（リクト……お前にもう一度……）

　タムリナは、夜のレギンソードでリクトの胸に身を預けた時のことを思い出していた。

　流れる涙なみだにかまわず、タムリナは矢を放つ。

　闇やみの矢と、少女の放つ矢が交錯したあと、二人の倒れる音が響ひびいた。
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　メディナ運河要塞が崩壊する際、フィアはアルシェを幽閉されていた部屋から連れ出し、リクトたちと合流した。一行はフレイアの背に乗り、レギンソードへと北上した。

　そして、帝都から飛び去る影かげを認めた。アルシェたちはレギンソードの宮殿に向かい、リクトはフレイアに乗って影を追った。

　影が目指した場所は、レギンソードの北西にある岩場だった。高台の上にある巨岩の外周が削られて階段が作られ、人間が立ち入る場所であることが見て取れた。

　遠く、帝都までを見通すことが出来る場所で、ラシードは二本の剣を携えて立ち尽くしていた。フレイアが翼をはためかせながら降り立つと、ゆっくりと振り向く。

　ラシードが背に生やした翼は、既に半ばまでが崩れ去っていた。少しずつ砂となり、風に流れて消え去っていく――肉体が、滅びを迎えているのだ。

「……ここまで追ってくるとはな。レギンソードは、間もなくお前たちの国の手に落ちる。各部族が兵を起こし、レギンソードを包囲しているのが見えた……道理で、宮殿に誰もいないわけだ。運河要塞が失われたことで、オレが死んだとでも思っているのだろう」

「それでも俺は、お前を倒さなければならない……ラシード。レグディオラの皇帝よ」

「いずれお前たちの知らぬ場所で、オレは砂に変わる。砂竜の再生力も、無尽蔵というわけではなかったわけだ……オレが失敗作だったのか、それは分からん。だが、オレは何一つ悔くやんでなどいない。オレは自分の意志で多くの人間を殺した。この肉体を得ていなければ、オレはとうの昔に、家臣に討たれて死んでいただろう。事実、何度も暗殺を仕掛けられ、そのたびに縊くびり殺ころしてきた。一族の首を晒さらしても、奴やつらは懲りずにオレの命を狙ねらった。レグディオラは、もはや国ではなかった。オレが死ぬまで続く、この世の地獄だ」

「……それでも、強く生きている人々はいる。タムリナも、ミストルクの人々も。帝都の人々だって、活力を失っていたわけじゃない」

「クカカ……軍にもそういう強したたかな人間はいた。ランギスはオレが居なくともうまくやるだろう……アルマジーアとエルセリアが、敗国の軍人を登用する度量があればの話だがな」

　システィナ、そしてアルマジーアのゲオルグ皇帝が、どのような判断を下すかは分からない。それゆえにリクトは何も答えることが出来なかった。

　ラシードは滅んでいく身体を厭いとわず、剣を構えた。人間としての二つの腕しか、使える腕は残っていない。

「オレを討つというなら、かかってくるがいい。エルセリアの、若き魔将よ」

「……皇帝ラシード。お前の築いた流血の河は、ここで終わる」

　リクトは双竜剣を抜き放つ。

　そして一合も撃ちあうことなく、最初に放った光刃の一いち撃げきで、最後の戦いは幕を閉じる。

　双竜剣によってラシードの剣は折れ、武器を失ったラシードは、青空を背にして立つ。

「……お前はオレを殺すことは出来ない」

「俺にはお前を討つ覚かく悟ごがある。もし、このままお前の命が終わるとしても……その前に、俺が終わらせなければならない。お前に戦いを挑んだ国の人間として」

　ラシードは何も答えなかった。ただ笑ったまま、砂になって崩れ去っていく手のひらを見つめたあと、静かに空を振り仰ぐ。

「手に入れたいものがあった。それが天と地の間に無くなったとき、オレは……何かを失うことも、追い求めることも、同時に捨て去るしかなかった。代わりに生まれたのは憎しみだ。何も残らぬと知りながら、残らぬことに享楽を求めた。自らがただの肉の塊であると、思いたくはなかったのだ」

　ラシードの言葉の意味は、リクトには全ては理解できない。

　ただ、その一つ一つが、最期の言葉なのだとは分かっていた。

「もう一度言う……お前はオレを殺せない。オレを殺すのは、オレでなくてはならない。数多くの人間の血を啜すすったオレが、人に殺されるなどという赦ゆるしを得るわけにはいかない」

　ラシードは一歩ずつ後ろに下がっていく。その背後には、虚空が広がっている。

「――ラシードッ！」

「オレはオレの意志で、何千、何万の人を殺した……望むままに殺したのだ。クカカカカッ……カカカカカカカッ……！」

　世界を嘲るような笑い声と共に、呪われた皇帝は、自ら身を投げて空に消えた。

　リクトは誰もいなくなった処刑の丘で、剣を納める。そして見守っていたフレイアに近づくと、その胸に身を預け、しばらくの間目を閉じた。
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　アルシェたちが宮殿に入り、謁見の間に入ったとき、タムリナの心臓は既すでに止まっていた。

　絶命したエレンディラは宙に向けて、何かを掴つかむように手を伸ばしたままで硬直していた。絶世の美女と言われたその姿は見る影もなく、マリエスとセシルは目を背けずにはいられなかった。

　アルシェはタムリナの亡骸を抱え上げる。タムリナは安らかに目を閉じ、眠ねむるように息絶えていた。

「こんな……こんなことって……どうしてタムリナちゃん、一人で……っ！」

「……タムリナは、エレンディラが仇であると気づいたのです。その時から、自らの手でエレンディラを討つことを考えていたのでしょう」

　死の恐怖を刻み込まれた相手を、姉の仇を、タムリナはその手で討ち果たした。

　誇り高き戦士。アルシェは涙をこぼし、その死を悼み、そして決意する。

「タムリナさん……あなたは、まだ生きていなくてはいけない」

「……アルシェちゃん、何を……？」

「アルシェ、タムリナはもう……私達の力では、何も……」

　セシルとマリエスの言葉に、アルシェはゆっくりと首を振る。そして、タムリナと自分の額を合わせた。

「……我が身体に宿りし光の女神、アルマーンよ。騎神グルナディンの子、誇り高き戦士、タムリナ・ファヴィオラに、今ひとたび、命の息吹を取り戻させたまえ……！」

　それは《神詞ヴアリス・ノーム》ではなく、アルシェの祈りだった。

「これは……神が、そこにいるというのですか……!?」

「っ……お願い、女神様……タムリナちゃんを助けて……助けてくださいっ……！」

　セシルとマリエスもまた祈りを捧ささげる。アルシェの身体は光に包まれ、その髪の色が、黒から輝くような金色に変わり始める。

　アルシェとタムリナの身体を、暖かな光が包み込んでいく。その光は広い謁見の間の隅すみ々ずみまでを照らす――まるで太陽のように。

　やがて光が消え、アルシェの髪の色が元に戻る。セシルとマリエスは、奇き跡せきは起こらなかったのかと、動かないタムリナを見て諦めそうになる。

　――アルシェの瞳から伝った涙が、タムリナの頬ほおに落ちる。その瞬間、タムリナの閉じられた瞳がかすかに動いた。

　やがて、タムリナの頬に赤みが戻り始める。青白い唇に血の気が戻り、褐かつ色しよくの肌はだを持つ少女は、アルシェの腕うでの中で薄く瞳を開けた。

「……アル……シェ。私は……エレンディラに……」

　タムリナの言葉に、アルシェはぽろぽろと大粒の涙をこぼす。マリエスとセシルも、何も言わずに涙を流していた――しかし二人は向き合うと、心から嬉うれしそうに笑う。

「いいえ……タムリナさんは生きています。戦は終わりました……もう、何も心配することはないんです」

「……あ……あぁっ……そんな……そんなことが、本当に……」

　タムリナの言葉にならない想おもいが、涙に変わる。

　暴ぼう虐ぎやくの皇帝と、タムリナの姉の仇であるエレンディラは、ついに討たれた。

　教国歴八二◯年、三の月。リクトたちがアルマジーアを離れてから、一月が過ぎていた。







エピローグ







　アルマジーアとエルセリアの連合軍は、運河要塞の崩壊から三日後、レギンソードを包囲した。既に降伏を決めていたレグディオラの部族の族長たちは、レギンソードでシスティナとリベルタが城下町に入ってくるなり、地面に伏して迎えた。

　無血開城を果たしたあと、アルマジーアの皇こう帝ていゲオルグは、レグディオラの政情が安定するまでという条件で、政治への介入を図った。皇帝による独裁によって疲弊した国民たちは、もはや中央集権的な政治を望んではいなかった。

　広大な国土を持つレグディオラを統治する上で、アルシェが父であるゲオルグに、部族の族長と、民によって選ばれる代表による合議制を提案した。十六の部族のうち、ラシードの部族であるディオラ族は反対したが、皇帝の死と共に権勢を失っていたディオラ族は、残りの十五の部族に対たい抗こうできるだけの力は持っておらず、最終的には合議制に従った。




　タムリナはファヴィラス族の代表として、父と共にレギンソードに作られた議会で政治に参加し、その政治の才を開花させた。

　リクトたちが合議制が軌道に乗ったところでレグディオラから撤てつ退たいするまで、レギンソードでは連日のように宴が行われた。国の形を変えられたとはいえ、レグディオラの民はラシードの悪政から救ってくれた英えい雄ゆうとして、リクトたちを讃たたえ、彼かれらが去ることを惜しんだ。




　レギンソードを発つ日、リクトはタムリナと話した帝都の高台で、再び二人で話す機会を得た。タムリナに呼び出され、それに応じた形だ。

「リクト……お前には、どれほど感謝を伝えても言い尽くせない」

「俺おれのほうこそ、アルマジーアとエルセリアが救われたのは、タムリナたちの力があってこそだ。ミストルクの皆みなにも、よろしく伝えてくれ」

　今こん生じようの別れにするつもりはない。それでも離れることを告げる言葉が、タムリナの心を揺らす。

　彼女はリクトに近づくと、上目遣いに微笑ほほえみかける。

　戦士でもなく、部族の代表でもない。十六歳さいのタムリナ・ファヴィオラとして、彼女はリクトの前に立っていた。

「リクトが、いつか王になったら……その時は、私のことも、妃の末席に置いてくれ。私はまだ、『捧げもの』を受け取ってもらえていないままだからな」

「た、タムリナ、それって……」

　焦あせるリクトにかまわず、タムリナはその頬に口付ける。そして、顔を赤らめながら一歩、二歩と後ろ向きに歩いて離れていく。

「王になったら、呼ばれなくても行く。アルシェに知らせてもらって行くからな。今度は、アルマジーアまでフレイアの背に乗せてもらう。一日も早く着きたいからな」

「……強くなったな、タムリナ。分かった、エルセリアで待ってるよ」

「約束したぞ……『光刃の魔ま王おう』。我が国を救ってくれた、最高の英雄よ」




　タムリナと別れ、リクトはレギンソードの入り口で待っていたアルシェたちと合流する。フレイアの背に乗る前に、アルシェはリクトに尋たずねた。

「お兄様……名残惜しく感じているのではないですか？」

「それもあるけどな。この戦が終わったら、みんなに言おうとしてたことがあるんだ……だから、エルセリアに戻らないとな」

「リクトが大事な話をしようとしてる……セシル姉、結ゆい納のうの準備ってできてる？」
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「そ、そのようなことは……リクト殿どの、勿もつ体たいぶらずに教えてください。どんなお話をされるおつもりなのですか？」

　マリエスとセシルが期待を込めて見つめると、リクトは照れながら頬をかく。

「ま、まあ……待たせておくのも悪いっていうか。システィナ殿でん下か……いや、姉上も許してくれてるしさ」

「いつまでも可愛かわいい弟だと思っていたら、もう一人前の男になってしまったからな」

「姉上殿も、期待しているのではないか？　わらわには分かってしまうぞ、こう見えても人生……もとい、竜人生が長いからのう」

「あっ……そ、そうです、システィナお姉様と、リクトお兄様は……」

　アルシェはシスティナから、システィナとリクトの関係についての秘密を聞かされていたことを思い出す。システィナは頬を赤らめつつ、ごまかすようにリクトを抱きしめ、胸に顔を押し付けた。

「ふむっ……あ、姉上、みんなの前でっ……」

「わらわもそれを一度やってみたかったのじゃ……あるじ殿、次はわらわの胸に飛び込んでくるがいい」

「お母さん……年とし甲が斐いもないんだから。私だって、リクト様と……」

　フレイアは娘むすめの言葉に気づかないふりをして、システィナの次にリクトを抱きしめる。竜の姿からは想像もつかない母性的な柔やわらかさに、リクトは大きく男心を揺らされていた。

「リクトの兄貴―っ！　何も言わずに行くなんて水くさいぜっ！」

「私たちも、いつかエルセリアまで行きますから！　待っててくださいね！」

　ラムサとローゼの兄妹が、駱らく駝だに乗ってきて通り過ぎる。そして城下町の外に来ていたミストルクに合流し、砂さ漠ばくの中へと消えていく。

　アルマジーアを、エルセリアを、そしてレグディオラで出会った人々を、リクトたちはこの手で守り抜いた。

　ヴォルフの行方のみは、リクトは知ることが出来ていない。しかしもし生きていて、いつかリベルタに会うことが出来たなら、その時ヴォルフは、詫わびの言葉の一つくらいは口にするのだろうか。

「お兄様……これから、どうしますか？　エルセリアに戻って暮らすのですか？」

「そうだな。いつか、次の旅に出る日が来るかもしれないが。その時までは、エルセリアの軍で、将軍らしいことでもするよ」

「次代の軍人を育てることも、将軍の任務ですからね」

「次世代といえば、赤ちゃん……あっ、そういうこと言ってるとリクトが逆に引いちゃう？」

　マリエスは頬を突き合わせつつ尋ねるが、いつもなら否定するところを、リクトは首を振らなかった。

「……俺は別に、朴ぼく念ねん仁じんってわけじゃないからな」

「えっ……い、今のってどういうこと？　ちょっとリクトッ！」

「わらわの背に乗って行くのなら、運賃を貰もらわなくてはな」

「フレイア……あまり弟を誘ゆう惑わくしてくれるな。弟の保護者の立場を奪うばわれたようで、私も心苦しいのだ」

「お兄様は私のお兄様です。他の方には譲れません」

「アルシェ様、きっぱりおっしゃいますね……これはリクト様も、近いうちに……」

　フィアの言葉を、リクトはマリエスから逃げまわりながらも、しっかりと聞いていた。

　守り抜いた未来の先に、再び戦いがあるとしても、リクトは全すべてを守り続けると誓う。

　光刃の魔王と、月つき影かげの少女軍師。

　そして二人の周りに集う仲間たちであれば、どのような苦難も乗り越えられる。

　この世界で、彼らが生き続けていく限り。







あとがき







　一巻をお読みいただいた方は、引き続きお付き合いありがとうございます、四ヶ月ぶりに二巻をお届けします。初めて手に取られる方は、一巻から話がつながっていますので、よろしければ一巻から手に取っていただければ。

　小説は長く続くことでキャラクターたちの物語を多く紡ぐことができ、時にはキャラクターの世代が移り変わることもあります。今回の作品においては、リクトという人物の、英雄譚の一遍をお送りするような形になりました。

　そんなリクト・サーガの第一章、第二章を通して描きたかったことのひとつは、彼がついに腹をくくるまでの成長の過程です。次の世代のエルセリアはどのようなことになっていくか、タムリナが参戦してどうなっていくのか……リクトはやはり女難の相が出ているので苦労するでしょうが、最後には皆で笑っていられることでしょう。

　それでは読んでいただいた皆様、この本を作る上でお力を賜った全ての方々に感謝をこめて、この辺りで筆を置かせていただきます。ありがとうございました。





暖かな春を待ちながら　桜崎あきと
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